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　ふと、アリスは、自分がおせっかいな母親役を演じている事に気が付いた。

　しかし、それでも小言は止められず、クリスフォードがうんざりした顔を浮うかべてしまった。親が子供にお使いを頼たのむときも、このような心境なのかと思うと、妙みように笑いがこみ上げてくる。

「ねぇクリスフォード。貴方あなた、本当に大だい丈じよう夫ぶ？　やっぱり私もついていきましょうか？」

「くどいですよアリス卿きよう。別行動、と言ったのは貴女あなたでしょうに」

「まあ、そうなんだけど、ねぇ……」

　アリスは普ふ段だんの様子からは考えられないほど、歯切れの悪い口調で言葉を濁にごらせる。その正面に立つクリスフォードは逆に、珍めずらしくアリスへ反はん抗こう的てきだった。

「私一人ではありません。マリィも一いつ緒しよですし、向こうでエリーゼと合流する手て筈はずになっています。一刻も早くアーティファクトを揃そろえたいのでしょう？　では、二手に分かれるべきです。今いま更さら、何を迷うのですか」

「あは。分かってるわよ」

　アリスは苦く笑しようしつつ頷うなずく。

　その苦笑の理由は、クリスフォードの訴うつたえがとても必死だったから、というのもある。だが一番の要因は、自分があまりにも小心者で可お笑かしくなったからだ。これは意外な事実だろう。アリス自身知らなかったのだから、クリスフォードに分かる筈はずがない。それ故ゆえに、彼かれは意味も分からず苛いら立だっているのだろう。

　しかし、やはりクリスフォードが悪いのだ。なにせ、一人で戦えば全すべて負まけ戦いくさなのだから。安心して任せろ、というのは到とう底てい不可能な話だ。

　とはいうものの、時間がないのも確かだ。『フィーリアの孵ふ化か』まで、もう時間がない。

「クリスフォード。さっき渡わたしたエリキシルの薬は、前のより濃こくしてるから。副作用も強いわよ。連続使用は二度まで。それ以上は体が保たない。それから──」

「アリス卿。もう行かせてもらいますよ。マリィを待たせていますから」

　クリスフォードは露ろ骨こつにウンザリした声を出し、踵きびすを返して部屋の出口へ向かった。

　だが、アリスは過保護を承知で、その背中に声をかける。

「待って。もう一つ」

　返事を待たずに、自らの魂たましいから、ソレを召しよう喚かんした。

　瞬しゆん間かん、部屋の中に超ちよう高こう密みつ度どの魔ま力りよくが出現する。アリスの胸むな元もとで白く輝かがやくソレは、クリスフォードの抗こう議ぎを消し飛ばし、絶句させるに十二分だった。

　何せ、アリスですら持て余すような、桁けた違ちがいの魔力量なのだ。

「アリス卿……これは……？」

「アーティファクト──ザクルィトエ・アナンシ。役に立つから持って行きなさい」

　世界に五つしかない伝説の魔ま術じゆつ兵器だ。その一つを差し出されたクリスフォードは、当然の如く身構えた。

「いや、しかし、私如ごときが……」

　その言葉をそのまま捉とらえれば、遠えん慮りよしているように聞こえる。が、そうではないだろう。このアーティファクトという存在を前にして、躊ちゆう躇ちよなく手に取るなど不可能だ。必ず怖おじ気けづく。それほどまでの魔力を放っている。

　故にクリスフォードの逡しゆん巡じゆんは、恐きよう怖ふからくるもの。

　されど、アーティファクトを見た者は、同時に真逆の欲求からも逃のがれられない。

「あは。クリスフォードったら、何を遠慮しているの？　顔、笑ってるわよ」

　その力が欲ほしい。我わがものとしたい。これがあれば何者にも負ける筈がない。

　そう思わずにはいられないのだ。

「はは、アリス卿は全てお見通しなのですね……ええ、分かりました。謹つつしんでお預かりします」

　アリスの後あと押おしで迷いをはらったクリスフォードは、アーティファクトに手を伸のばす。

　そして、指先と銀色の光が触ふれ合あった瞬間、膨ぼう大だいな魔力が彼へ流れ込んでいく。

　銀色の光はクリスフォードに吸い込まれ、部屋の中に充じゆう満まんしていたあの刺さすような魔力の波動も消失した。それらは全て、クリスフォードの魂と融ゆう合ごうしたのだ。

　その途と方ほうもない絶対量に、衝しよう撃げきを受けたのだろう。彼はその場に膝ひざをつき、汗あせを流しながら、怯おびえと興奮を混ぜた表情でアリスを見上げる。

「どう？」

「どう、と言われましても……アリス卿。貴女の凄すさまじさを改めて思い知っただけですよ。こんなものを二つも所有していたのですね」

「あは。やっぱり辛つらい？　慣れるまではストレスたまるけど、まぁ我が慢まんしてね。それから言っておくけど、アーティファクトから感じる魔力を自分の力だと思い込まないようにね。どうせ一割も使いこなせないんだから」

「でしょうね……しかし、十分でしょう。ああ、だが、なるほど。これでは、手にした者が国を滅ほろぼせるという伝説が残るわけです。私ですら、その気になれば──」

「ええ、楽勝よ。ところで使い方分かる？」

「はい。分かりました、というより、感じ取ったと表現した方が正解でしょうか」

「上出来ね」

　アリスは口くちの端はしを歪ゆがめて微笑ほほえむ。

　これでイルミと正面から戦う事になっても、まず負けないだろう。アーティファクトを敵に回してもエリキシルの薬がある分だけ優位に立てる。

　自分が無敵に近い力を手にしているという実感を得たのだろう。クリスフォードも愉ゆ快かいげに笑った。

　それを見て、アリスの笑えみが苦笑へと変わる。

「だから、それは貴方の魔力じゃないのよ。あんまり調子に乗ってると、死んじゃうんだからね」

「ご安心をアリス卿。ここまでお膳ぜん立だてして頂いて、それでも敗者に成り下がるようでしたら、私はもう救いようのない愚ぐ者しやです。そのときは容よう赦しやなく切り捨てて頂いても結構」

「そう？　じゃあ期待してるから。秋しゆう鳳ほうで暴れてらっしゃい」

　アリスがクリスフォードへ与あたえられるものは全てくれてやった。

　彼が言うとおり、マリィとエリーゼもいる。

　流石さすがに勝つだろう。最悪でも死にはしない。

　そう思う一方で、アリスはどうしても胸むな騒さわぎを消せなかった。

　クリスフォードが去ったあと、アリスはバルコニーから夜空を見上げる。

「孵化が近いわね……」

　そこは極きよつ圏けんでもないのに、緑色の美しいオーロラが輝いていた。
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　イルミたちを乗せて航海に出た船は、ヒロマーエ侯こう爵しやくが手配してくれたものだった。

　それは全長六十メートル。蒸気機関と帆ほを組み合わせ、速度九ノットを叩たたき出だす。

　西方大陸と東方大陸をわずか三週間で結ぶ、世界最速の客船だ。いうなれば、工業技術の申し子である。

　現代では、都市部にガス灯が立ち並び、イルミのような者でもカメラを手に入れる事ができるようになった。ＷＤＧガルツハーン支部でもタイプライターを導入したとアメリアが喜んでいたし、近ちか頃ごろ市場に出回るあらゆる製品の質が上がっている。

　生産力の向上に伴ともない、市民の力が増し、相対的に王おう侯こう貴族の力は減っていくだろうというのがヒロマーエ侯爵の言葉だ。

　無論、それが実現するかは、そのときになるまで誰だれにも分からない。

「すごーい、これが東方大陸！　サクヤみたいな服を着た人が一いつ杯ぱいいる！」

「ギギギ！」

　東方大陸に降り立った銀ぎん髪ぱつの少女キャロライナは、港を見ながら興奮した様子で言った。

　その頭の上にしがみついている緑の子こ竜りゆうアシュトも、鳴き声で同意する。

　この暑い中でも元気だなぁ、とイルミは感心した。

　西方大陸から出航した船は、赤道を越こえて来たのだ。故に季節は逆転し、ここは夏真っ盛りである。イルミは急激な温度変化に、まだ体が追いついていない。が、キャロライナとアシュトはまるで平気そうだった。

「昨日のオーロラも綺き麗れいだったし、やっぱり遠くにくると面おも白しろいものが見れて楽しいわね、イルミ」

「うん。確かにオーロラは凄すごかった。けど……」

　だからこそ異常なのだ。本来、あのような低緯度の海にオーロラが出現する筈がないのだから。

　思えば出航する前にも、奇き妙みような噂うわさ話ばなしばかり聞こえていた。

　例えば、赤道直下に雪が降ふった。逆に気温が上がり万年雪が融とけ、雪崩なだれが起きた。海岸にクジラが打ち上げられた。渡わたり鳥どりが迷子になっている。鶏にわとりが卵を産まない、等々。

　そしてオーロラである。

　本来、北極や南極の近くでしか見る事ができない筈の、光のカーテン。普ふ通つうに暮らしていれば、一生縁えんがないものだ。キャロライナなど、昨夜イルミが教えてやるまで名前も知らなかったのだ。

　そんなものが当たり前のように現れた。

　何かの悪い兆きざしなのではないかとイルミは考えてしまう。

「イルミ。何を考え込んでる？」

　不意に腕うでを引っ張られる。見れば、横に並んだサクヤが、指先でイルミの袖そでを摘つまんでいた。

「いや、ちょっとね。大した事じゃないよ」

「そう。なら早く。キャロライナはもう向こうに行ってしまった」

　サクヤが言うとおり、キャロライナはアシュトを連れて、岸がん壁ぺきを走り回っていた。

　空を見上げればカモメが飛とび交かっている。熱い日差しと、ぬるい潮風が汗を誘さそう。

　この町の名は、逢おう魔ま。大型の船が入港できる、東方大陸で唯ゆい一いつの港がある。

　もっとも、イルミたちが乗ってきた蒸気船以外に停てい泊はくしているのは、地元の漁船ばかりだった。

　サクヤいわく、もともと逢魔の町は漁村であり、この岸壁は東西二つの大陸を行き交う大型船を停泊させる為ために整備されたものらしい。しかし、その大型船が訪おとずれるのは月に一回だけで、その程度では町が劇的に変化したり発展する事はなかったという。

　それでも、行き交う商人や旅行者の為の宿などが造られ、多少賑にぎわうようになった。おそらく、これから大陸を繋つなぐ船の数が増え、この町も変わっていくのだろうが、まだ先の話だ。

「放置すれば、キャロライナは迷子になる。だから早く」

　サクヤはなぜか、やたらと急せかしてくる。声こわ色いろも少し興奮気味だった。

　イルミは彼かの女じよの様子に戸と惑まどったが、すぐに合が点てんがいく。この東方大陸は、サクヤの故郷なのだ。久方ぶりにその地を踏ふんで嬉うれしいのだろう。

「分かったよ。だからそんなに引っ張らないでよ」

　イルミは苦笑しつつ、先へ進むサクヤのあとをついていく。

　遠くでは、キャロライナがこちらへ手を振ふっていた。

「もう、二人とも遅おそいじゃないの。何してたの？」

「いや、別に。ただ立ち止まって港を見てただけだよ」

　イルミは事実をそのまま言う。だが、サクヤはわざわざ誤解を生む一言を口にする。

「イルミと私は二人っきりだった。これが意味するところはただ一つ」

「な、なんですって……っ！」

　銀色の髪かみがわなわなと打うち震ふるえた。

「あー、もしもし、キャロライナさん。僕ぼくたちは君から見える場所にずっといた筈なんだけど」

「イルミは意外と優ゆう柔じゆう不ふ断だん。私がリードしてあげた」

　確かに、イルミはサクヤに手を引かれて歩いてきた。それをリードしたと表現しても、別に間ま違ちがいではない。

　しかし、キャロライナは明らかに別の事を想像しているようだった。顔はおろか指先まで真っ赤にし、何かを言おうとして口をパクパクさせている。

「そ、そそそ、そんな事を、昼間から、公衆の面前で……そんな、い、いいい、いぃぃ」

「い？　淫いん乱らん？」

「うにゃぁぁぁあっ！」

　キャロライナは急に雄お叫たけびを上げて暴れ出した。その頭の上にいたアシュトは迷めい惑わくそうに逃にげ出だし、イルミの肩かたへ待たい避ひする。

「で、でも、よく考えてみたら、私アンタたち見てたけど、別に変な事してなかったじゃない！」

「私たちをずっと監かん視ししていた……それはとても怪あやしい趣しゆ味み……」

「何でそうなるのよっ！」

　二人の少女が言い合う光景を、イルミとアシュトは少し離はなれた場所から微笑ましく眺ながめていた。

　周りの漁師も作業する手を休めて、物もの珍めずらしそうに見ていた。

　ところがキャロライナの脇わきを、巨きよ大だいな魚を積んだ台車が通過した瞬間、彼女の興味はサクヤからそちらへと移行した。

　その魚はイルミよりも大きく、質量にいたっては、どう少なく見積もっても三百キログラムはあるだろう。

「な、何あれっ？」

「あれはマグロ」

「マグロ？」

「そう。逢魔はマグロの聖地」

「美お味いしいのっ？」

「それはもう。死ぬほど美味しい」

　サクヤが短く答えると、キャロライナはじゅるりと涎よだれを垂らした。そしてマグロを載せた台車をフラフラと追いかけて行く。

「……大変。このままだと、あのマグロはキャロライナに食べられてしまう。被ひ害がい総額は計り知れない」

「それは本当に大変だ」

　イルミはヒラヒラ揺ゆれる銀色のポニーテールをがっちりつかむ。急に頭皮を引っ張られたキャロライナは涙なみだ目めになりながら悲鳴を上げた。

「何するのよぉ」

「君こそ何しようとしてたんだよ」

「うぅ、だって美味しそうじゃない」

「駄だ目めだよ。あれは漁師の人たちの生活がかかってるんだから」

「でも、ちょっとくらいなら……」

「駄目だってば」

「ぐぬぬ」

　キャロライナは悔くやしさと悲しみを織り交ぜた表情でイルミを睨にらみ、そしてお腹なかの虫を鳴かせた。

　逢魔の港に重低音が響ひびき渡わたる。

「あぅ……」

　少女は恥はずかしそうに腹部を押おさえてうつむいた。

　哀あわれな姿だった。何とかマグロを食べさせてやりたいとイルミは思った。

「サクヤ。今お昼だし、僕らがマグロを食べる方法はないのかな？」

「ある」

　イルミはダメ元でサクヤに尋たずねたが、彼女は意外にもアッサリ肯こう定ていした。

　するとキャロライナは目を輝かせ、

「ど、どうすればいいの？　私、マグロ食べる為ならなんだってする！」

　と叫さけびながらサクヤの肩を揺さぶった。

　サクヤは首をカクンカクン揺らしながら、表情を変えずに答える。その口から語られた方法とは、イルミの想像を絶するものだった。

「普通にその辺の食堂に入ればいい」

　淡たん々たんと言い放たれた回答を聞き、イルミとキャロライナは唖あ然ぜんとする。

　その発想はなかった、と。



　港のすぐ近くに建っていた食堂に入ると、何の試練もなしに椅い子すに座すわる事ができた。

　そして、現れた気さくなおばちゃんに、マグロ丼どんを三人と一匹ぴき分頼たのむと、あっさり了りよう承しようされた。

「……さっきまで悩なやんでいたのが馬ば鹿かみたいだね」

　イルミは思わず苦笑いしてしまう。

「むー、まだ分かんないわよ。マグロはきっとそんな簡単に食べられるものじゃないわ。私、嫌いやな予感がするのよ！」

　キャロライナは未いまだに難しい顔をして訴えかけてくる。

「ギギギ？」

　銀髪の上に乗っかっているアシュトは、さっきから一体何を騒さわいでいるのかと不思議そうにしていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよキャロライナ。君がそんなに想おもっているんだ。きっとマグロも食べられたがってるよ」

「そ、そうかしら？」

　なぜかキャロライナは照れくさそうに頭をかき始める。

　話が一段落したところでイルミは店内を見回した。

　建物が全すべて木で造られているというところが東方らしさを感じさせる。西方大陸にも木造建築は当然あるのだが、やはり意い匠しようがまるで違ちがう。

　服もそうだ。先さき程ほど、注文を取りに来たおばちゃんも、サクヤと似たようなものを着ていた。着物と呼ばれる、東方大陸独特の服装だ。

「ねぇねぇ。あの壁かべに飾かざってる変な模様は何？」

　キャロライナが指差す方を見れば、簡素な額がく縁ぶちの中に妙みようなものが入っていた。絵のような記号のような、形容しがたい模様が白い紙に黒で描えがかれている。

「あれは……前に本で読んだような気がする。確か……漢字とかいう東方大陸の文字だよ。今はもう使われていない筈はずだけど」

　今でこそ西方と東方は同じ言葉が話されている。だが、もともとは全く異なる言語が使用されていた。

　しかし約千年前、西方大陸全土を手中に収めていた巨きよ大だい帝てい国こくが、欲望のままに帆はん船せんにて東方大陸へ上陸した。まさに電でん撃げき的てきな奇き襲しゆうによって橋きよう頭とう堡ほを確保した帝てい国こくは、破竹の勢いで勝ち進み、遂ついに東方大陸も植民地化してしまったのだ。

　全世界統一帝国と呼ばれる時代である。

　だが、広い海を挟はさんだ事により連れん絡らく線せんが伸びきり、統治は雑になっていた。そもそも西方大陸だけでも一人の皇こう帝ていが支配するには広すぎるのだ。やがて内乱は連続し、大たい砲ほうなどの新兵器の出現によりパワーバランスは崩くずれ、ほどなくして帝国は瓦が解かいする。

　必然的に東方大陸も解放されたが、そのとき既すでに東方言語は西方の言葉に置おき換かえられていた。

「イルミはその漢字っての読めるの？」

「……いや、読めない」

「なーんだ。がっかり」

　キャロライナは肩を落とす。

　イルミは何やら悔しい思いをする。改めて壁の漢字を見つめるが、やはり読めない。

『商売繁盛』という形は認にん識しきできるが、複雑すぎてとても文字とは思えない。昔の東方人はこんなものを日常的に使用していたというのだから感服してしまう。

「しょうばいはんじょう」

　不意にサクヤが不思議な響きを口にした。

「サクヤ、今の何？」

　イルミの問いかけに、

「だから、しょうばいはんじょう。あの漢字の読み方。客の財さい布ふが空になるまで金を巻きあげる、という固い決意を示した言葉」

　とサクヤは答える。流石さすがは東方大陸出身だけあって、平然と漢字を読んでしまった。イルミはますます悔しくなる。

「漢字って物ぶつ騒そうなのね……」

「ギギィ……」

　キャロライナとアシュトは眉まゆをひそめて低い声を出した。

　そんな話をしている内に、待望のマグロ丼が運ばれてきた。

　テーブルの上に並べられた四つのマグロ丼は、それはとても美お味いしそうだった。

　半球の形をした底の深い容器に、白い米が盛られ、その上に魚の赤身が山ほど載のっている。これがマグロだろう。

「食べる前に、この醤しよう油ゆをかける」

「しょうゆ？　その黒いやつ？　ソースと違うの？」

「違う。醤油は東方大陸が生み出した万ばん能のうの調味料」

　サクヤはどこか誇ほこらしげに、全員のマグロ丼に醤油をかけて回る。

「これで準備は整った。もう食べてもいい」

「やったぁ！　いただきまーす」

　はしゃぐキャロライナを見てから、イルミも自分のマグロ丼に取りかかろうとする。

　しかし──

「な、何これ……どうやって食べるのっ？　フォークは？　スプーンは？」

「落ち着いてキャロライナ。前に本で読んだことがあるよ。この二本の棒は箸はしという東方大陸の食器だ。これを使って食べるんだよ」

「どうやって使うの」

「さぁ、そこまでは……」

　マグロ丼は現れた。目の前にある。にもかかわらず、食べる事ができない。こんな馬鹿な話があるだろうか。東方大陸では西方人の常識など通用しないとイルミは思い知った。何と恐おそろしい。

「こう」

　サクヤは一人箸を持ち、器用に操あやつってマグロを口に運ぶ。

「え、何それ！　指の動きどうなってんのっ？」

「だから、こう」

　目の前で実演されている動きが理解できない。イルミとキャロライナの理解を遥はるかに超こえていた。もはや不気味と表現する事にいささかの躊ちゆう躇ちよもなかった。

　無理だ、とイルミは音を上げる。東方人はどうしてこのように複ふく雑ざつ怪かい奇きな道具で食事をするような文化に到いたったのであろうか。不思議でたまらない。

「スプーン！　スプーンくらい東方大陸にもあるでしょ！」

「……そんな真ま似ねは許されない。東方料理を箸以外で食べるのは重罪。裁判なしの極きよつ刑けい」

「そんなぁ……じゃあアシュトみたいに食べる！」

　アシュトは前まえ脚あしで丼どんぶりを押さえ、顔を突っ込んでむしゃむしゃ食べていた。

　花も恥じらう十四歳さいの女の子が、この食べ方をしようというのか。

「キャロライナ。流石にそれは引くよ」

「ぐぅ……」

　イルミが指し摘てきすると、妙に可愛かわいらしい呻うめき声ごえを出した。

　やはりマグロ丼を食べるには、箸を使うしかないのだ。

「えっと、こうして、こうなって……あっ！」

　キャロライナは一いつ生しよう懸けん命めいにサクヤの真似をしようと頑がん張ばる。しかし、駄目。箸は手からこぼれ落ちる。床ゆかへと無残に転がった。

　それと同時に一滴てきの涙も流れ、木板の上に染しみこんでいく。

「えぐっ……なんで……私は、マグロ丼が食べたいだけ、なのに……こんな、ひぐっ……お腹減ったよぉ……うぇぇん」

　イルミは彼女へ掛かける言葉を知らなかった。

　この少女の無念を慰なぐさめてやる事ができない。イルミもマグロ丼の前には無力だった。

　どうしてこんな事になってしまったのだろう。

「これも全部アリスのせいだ。アイツがいるから、僕たちはアーティファクトを捜さがして東方大陸まで来たんだ。アリスがいなかったらマグロ丼に苦しむ事もなかった！」

「そうよ……アリスが悪いのよ……っ」

「くそ、アリスめ……！」

「死ね、アリス、マグロ丼食べさせろ！」

　イルミとキャロライナは八つ当たりをヒートアップさせていく。

　すると見かねた店のおばちゃんが、スプーンを持って現れた。

「あんたたち西方大陸から来たんだろ？　箸が無理ならスプーンで食べな」

「へ……あ、ありがとうございます」

　見慣れた鉄の食器を目の前に差し出され、キャロライナは唖然としながら受け取る。

　イルミも同じ思いだった。

　先程、サクヤは箸以外を使うのは御ご法はつ度とだと言ったのに。これは一体どういう事だ。

「さっきのは軽いジョーク」

「サクヤァ！」

　キャロライナが叫ぶと、サクヤはパタパタと逃げだした。そして、外に出て入り口から顔を半分だけ出してこちらをうかがってくる。

「むー」

　キャロライナはサクヤを睨みながら、スプーンでマグロをすくって食べた。

「まったく、サクヤは真顔でふざけるんだから……む、むむむっ？　これは……ッ！」

「キャロライナ、どうしたんだ、真理を悟さとったような顔をして──」

　そしてイルミもまた、マグロを口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、電でん撃げきが走った。

　マグロの赤身と醤油、そして白米。これらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、奇き跡せきのハーモニーを奏かなでていた。

　何という美味だろうか。その食感から、大海を泳いでいた力強さが伝わってくる。

　頬ほおどころか顔全てがとろけ落ちそうだ。

「これが……マグロ丼ッ！」

　イルミとキャロライナが衝しよう撃げきを受けていると、いつの間にか戻もどってきたサクヤが自じ慢まんげな顔を向けてくる。

















「ドヤ」

「いや、別にサクヤが釣つったんでも作ったんでもないでしょ」

　キャロライナの鋭するどい突っ込みに、サクヤは悲しそうに下を向いた。

「まあまあ。サクヤは故郷の味を自慢したかったんだろ？」

「そう。流石さすがイルミはよく分かっている」

　サクヤはコクコクと頷うなずき、イルミをジッと見つめてきた。

「どういたしまして……ところで、今日はこの町で一泊ぱくしていく？　それともマグロ丼を食べてすぐ秋しゆう鳳ほうへ向けて出発する？」

「一泊するべき。今からだと野宿する事になる」

「そうか」

　サクヤは、かつて東方大陸に存在した淡あわ桜ざくらという国の王女だった。イルミは東方大陸に関しては右も左も分からないので、道案内は全てサクヤに頼たよるしかない。

　そもそも、イルミたちが東方大陸に来たのは、アーティファクトを捜す為だ。

　手に入れた者は国を滅ほろぼすだけの力を得ると言われる、伝説の魔ま術じゆつ兵へい器き。

　存在そのものが眉まゆ唾つば物ものであり、誰だれもがおとぎ話のようなものだと考えていた。

　しかし、サクヤは東方大陸にアーティファクトがあると言う。それは王族のみが知る、秘ひ匿とくされた伝統に根ざしていた。

　いつからあるのかは誰も知らないが、少なくとも千年以上前から東方大陸七大王家はアーティファクトの存在を確かく認にんしていた。その危険極きわまる魔ま力りよくと能力は、それを手にした者による支配を意味している。すなわち安定の破は壊かいだった。

　故ゆえに、七人の王はアーティファクトへ魔ま術じゆつ的てきな封ふう印いんを施ほどこした。その封印の解除式は歴代王家に伝えられ、アーティファクトを使用する為には、七つの王家全ての承しよう認にんが必要だった。

　そして、アーティファクトは十年ごとに王から王へと引ひき渡わたされ、受うけ継ついだ王は十年間、厳重に管理する義務がある。

　今現在アーティファクトを管理しているのは、秋鳳という国の王だ。

　これらの秘密は王族のみに言い伝えられてきた。一いつ般ぱんの者は噂うわさすら知らないらしい。

　事実、千年前に西方大陸から侵しん略りやくを受けたときすら、アーティファクトの秘密は漏もれなかった。

「あんたたち、秋鳳へ行くのかい？」

　不意に店のおばちゃんが話しかけてくる。

「ええ……何か問題があるんですか？」

「問題っていうか……半年前からこの町も秋鳳の一部になっちゃったんだけど、あんたたち知らなかったの？」

　それはイルミにとっても寝ね耳みみに水みずだったが、やはり一番ショックを受けたのはサクヤだった。彼女は普ふ段だんほとんど使われない表情筋を動かし、目を見開く。

「どういう事ですか？」

　固まってしまったサクヤの代わりに、イルミがおばちゃんに尋ねた。



　おばちゃんが言うには、昨年、秋鳳でクーデターが起き、政権が交代したらしい。その新しい国王がアーティファクトを使い、周辺諸国を併へい呑どんしているというのだ。

　逢魔の町は海かい蓮れんという国だった。だが、海蓮は即そく座ざに降こう伏ふくし、今は秋鳳となっている。

　まず、アーティファクトという単語が食堂のおばちゃんの口から発せられたのが驚おどろきだった。更さらに、その新しい国王は、アーティファクトに施された封印を独力で解除したという。

　その新しい国王の名は、ウツシヨ・サキモリ。

　イルミはその名に聞き覚えがあった。

　おおよそ百年前、ＷＤＧ本部へ単身乗り込み、半はん壊かいへ追い込んだ魔ま術じゆつ師しである。未だに彼かれの動機は不明だが、ＷＤＧには昔から魔術師が多数出入りしており、それら全てを相手取って戦った技量は現在でも語かたり継つがれている。

「あの淡桜があった土地も秋鳳に占せん領りようされたって聞くし……まあ王様が誰になろうと、あたしらの生活が変わらなきゃそれでいいんだけどねぇ」

　おばちゃんからその話を聞いたサクヤは、明らかに落ち着きを失った。そして、一泊せずこのまま逢魔の町を出発しようと言い出す。

「──できれば、淡桜にも寄りたい。アーティファクトとは関係ないけど……通り道だから……」

　サクヤは遠えん慮りよがちに言う。

　なるほど、その行こう為いはアーティファクトには繋つながらない。アリス打だ倒とうには必要ない。

　しかし、だからといって断られるとでも思っているのだろうか。

　イルミはたまらず苦く笑しようし、

「ああ、行こう」

　サクヤの頭を撫なでた。それに対して、サクヤは頬を赤らめて、上うわ目め遣づかいで見つめ返してきた。その仕草が可か憐れんだったので、イルミは一いつ瞬しゆん心を奪うばわれる。

　すると背後から、「ファイヤー！」というキャロライナの叫びが聞こえ、同時に灼しやく熱ねつの業ごう火かがイルミの体を包つつんだ。
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　イルミは食堂を出てから、宝石類を換かん金きんできそうな店を探した。

「……まったく。あと少し結界を張るのが遅おくれてたら黒くろ焦こげになるところだったよ」

「いいじゃないの、それくらい！」

「それくらいって……まあいいや。それにしても食堂に入る前に換金するべきだったね。うっかり無銭飲食をするところだったよ。サファイア一つで許してもらえたけど」

「あれは許してもらったと言うより、ぼったくられたと言うべき」

　サクヤの指摘に、イルミは明後日あさつての方角を向き、口笛を吹ふいて誤ご魔ま化かした。

　それにしても、商売繁盛の精神は伊だ達てではない。宝石はまだまだあるが、この先、何があるのか分からないのだ。資金源は大切にしなければ。

　イルミは腰こしから下げた布ぬの袋ぶくろに手を添そえ、中の硬かたい感かん触しよくを確かめる。

　それらの宝石は、ガルツハーンを出発する前に、ヒロマーエ侯こう爵しやくからもらってきた物だった。

　当たり前だが、その国によって使われている通貨も違う。

　西方大陸のものならともかく、東方大陸の通貨を手に入れるのはヒロマーエ侯爵でも無理な話だった。そこで行く先々で現金に換えられる宝石を持ってきたのだ。

　それを受け取ったとき、ヒロマーエ侯爵は「トイチだから」などと意味不明な発言をしていたが、イルミは敢あえて聞こえなかった事にしている。この宝石は侯爵の善意で差し出された物なのだ。決して借りたのではないし、まして十日で一割の暴利を払はらうつもりは毛頭ない。

　イルミはようやく質しち屋やを見つけ、宝石の一部を銅貨に換える。ここでも既に秋鳳の貨か幣へいが使われているらしい。

　理想をいえば古美術商や宝石専門店などに買い取って欲ほしかったのだが、小さな町では仕方がないだろう。

　その金で保存食と馬を二頭買う。キャロライナは馬に乗れないので、手た綱づなを握にぎるイルミの背中に抱だきつく形となった。アシュトはすっかり定位置となった銀ぎん髪ぱつの上にしがみつく。

　そのときイルミは、サクヤが物もの欲ほしそうな顔でキャロライナを見つめているのに気づいた。何かと思っていると、キャロライナが突とつ然ぜん「フフン！」と勝かち誇ほこった笑みを浮うかべる。イルミには訳が分からなかったが、サクヤは悔しそうにしていたので、二人の間では意思の疎そ通つうができているようだ。

「それにしても……一泊して、今日の夜と明日の朝もマグロ丼食べたかったなぁ……」

　走る馬の上でキャロライナは、後ろを振ふり返かえって名な残ごり惜おしそうにしていた。

「君は本当に食くいしん坊ぼうだなぁ」

「な、何よ！　イルミだって美お味いしそうにマグロ丼食べてたじゃない」

「まあ、そうだけど。西方大陸に帰るときにまた来るんだから、そのとき食べたらいいじゃないか」

「あ、それもそうね！」

　それで納なつ得とくしたキャロライナは、マグロ丼など忘れてしまったかのように大人しくなる。

　その単純さがおかしくて、イルミはついつい笑ってしまう。背中にいるキャロライナから見えないのが幸いだったが、なぜかアシュトにはバレてしまったらしく、

「ギギギィ」

　と愉ゆ快かいげに鳴きながら、イルミの頭に飛び乗ってきた。



　淡桜へ向かう途と中ちゆう、合戦の跡あと地ちらしき場所にさしかかった。

　折れた刀とう剣けんや槍やり。放置された矢。大砲による砲ほう撃げきの痕こん跡せき。それらはどれも新しい。

　ふと気になり、近くの農村で尋たずねると、やはり海蓮と秋鳳の戦いがあったと言う。

　しかし、海蓮の王は初めから降伏するつもりであり、ここで起きた戦いは、いわば通過儀ぎ礼れいのようなものだったらしい。

　つまり、『一応は国を守る為ために戦ったが、力及およばず敗れた』という事実を作りたかったのだ。そうでなければ、国を売うり渡わたした王という汚お名めいが歴史に残る。

　もっとも、降伏は最良の判断だろうとイルミは思う。

　アーティファクトを所持する勢力に、勝てる筈がないのだから。

　どうやら東方大陸の他ほかの王たちもイルミと同じ考えのようで、どの国も最初の一戦のみで降伏しているようだ。

　故に、秋鳳による東方大陸統一は、時間の問題だろう。

　それにしても、同じ魔術師としてイルミは腹立たしかった。魔術師という存在は、総じて普ふ通つうの人間よりも戦せん闘とう能力が高い。魔力が多い者は寿じゆ命みようも長くなる傾けい向こうがある為、知ち恵えにおいても他者を圧あつ倒とうする事ができる。才能ある者がそうでない者を圧倒するのは当たり前の話だが、魔術師はその中でも異例なのだ。例えば、ジョスカンクラスになれば、単独で国を滅ぼす事すら可能だ。

　だからこそ、魔術師は歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つべきではないとされていた。魔術師に対たい抗こう可能な人間は──ギルズベイルのような例外を除けば──魔術師しか有り得ないのだ。そこにいるというだけで卑ひ怯きようともいえる。そんな魔術師が私利私欲の為に、その暴力で力なき者を支配している……看過しえない話だった。
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　かつて淡桜の首都だった場所に着いたのは、逢魔を出発した翌日の夕暮れだった。

　そこは周囲を森に囲まれた、焼け野原。

　広さはガルツハーンと同程度であろうか。

　何もないから、よく見み渡わたせる。しかし、見えるのは黒く炭化した瓦が礫れきだけ。

　東方大陸の建物は総じて木造故に、一度火がつけば原形を残さない。ジョスカンが暴れた跡あととなれば尚なお更さらである。

　夕日に照らされたこの光景からは、人々の営みなど想像しようもなかった。

　焦しよう土ど、と言い表すしかない。

「ここが……サクヤのふるさとなの？」

　キャロライナの問いに、サクヤは黙だまって頷く。

　──終わった国。

　朽くち果はてた人工物は、なぜか見る者に切なさを与あたえる。しかし、文字通り国家単位の廃はい墟きよとなれば、もはや哀あい切せつなどと呑のん気きな事を考える気にはなれなかった。視界の彼方かなたまで続く都市の残ざん骸がいを見て、イルミは本能的な恐きよう怖ふを感じた。

　歴史も文化も記き憶おくも生活も人間も、跡あと形かたもなく滅ほろび去さった。後の世には何も残せない。

　ただサクヤだけが、淡桜という過去から切り取られてここにいる。

　彼かの女じよは何を思って故郷を見つめているのだろうか。

「……暫しばらく、一人で歩きたい。いい？」

　サクヤはイルミとキャロライナの顔をうかがってきた。

「ああ、どのみち、今日はここで野宿だ。変な言い方だけど……その、ゆっくりしてきなよ。僕ぼくらはここで待ってる」

「うん……その、サクヤ……大丈夫？」

「ギギィ？」

　キャロライナとアシュトに心配されたサクヤは、小さく頷いてから背を向け、廃墟の群れの中に消えていった。



　記憶に霞かすみがかかっている。

　母親に幽ゆう閉へいされ、昼夜問わずの拷ごう問もんを施されるようになったのは十年前。それから淡桜の街並みは見ていない。

　ジョスカンが淡桜に現れ、一夜にして崩ほう壊かいさせたのは三年前。サクヤが外に出たとき、既すでに全すべてが炎ほのおに包まれていた。

　故郷の姿が思い出せない。子供の頃ころに走り回った筈なのに。毎日見ていた筈なのに。

　生き残った者の記憶から消えてしまったら、淡桜で死んでいった人たちは何の為に存在したのであろうか。せめてサクヤだけでも覚えていなければならない。

　だが、いくら歩いて見回しても、おぼろげにしか思い出せない。その記憶も正しいのか自信がない。

　これでは死者への冒ぼう涜とくだ。

　つい数すうヶか月げつ前まで、サクヤは死にたいと願っていた。死に憧あこがれていた。だからこそ死者を想おもったりはしなかった。

　だが、今は違ちがう。

　自分は本来、地下室で生しよう涯がい母親に拷問される運命だった。それがジョスカンの襲しゆう来らいによって解放された。いわば淡桜の全ぜん滅めつを踏ふみ台だいにして生き残ったようなものだ。

　こんな価値のない自分が生き延びたのに、どうして彼らは死ななければならなかったのか。

　サクヤは己おのれの罪深さに絶望してしまう。誰かが都合よく罰ばつしてくれれば、どんなに楽だろう。

　なにやら、泣きそうになってくる。

　しかし、そのとき。サクヤの体を違い和わ感かんが貫つらぬいた。まるで何かが自分の内側から飛び出していくような感覚が走る。

　気のせい──かと思った瞬間、視界の端はしで動く物体があった。

　それは、子こ狐ぎつねだった。

　黒い瓦礫の中に浮うかび上あがる鮮あざやかな褐かつ色しよくを、サクヤは目で追う。

　その狐きつねの姿が、幼い頃の記憶と重なる。

　地下室に閉じ込められる前。まだサクヤが同年代の友人と普通に遊んでいた頃。森で傷ついた子狐を拾った事があった。

　今、目の前を走る狐と、瓜うり二ふたつ。記き憶おく違ちがい？　そうかもしれない。いや、そうだろう。そう思っているにもかかわらず、サクヤは子狐を追いかけていた。理由は自分でも分からない。

　我を忘れた全ぜん力りよく疾しつ走そう。だが所しよ詮せん、人間の脚あしでは獣けものに追いつけず、子狐を見失ってしまう。息を切らせて立ち止まると、いつの間にか森の奥おくに立っていた。

　もう日は沈しずみ、すっかり夜になっている。足あし下もともよく見えない。

　そろそろイルミたちの下もとへ帰らなければ。そう思った矢先、周囲の茂しげみから、無数の声が聞こえてきた。

　ヒソヒソと、ヒソヒソと──

　まさか秋鳳の兵士が、まだこの辺りをウロついていたのかと思い、サクヤは警けい戒かいする。

　だが現れたのは、あの子狐だった。それはサクヤに背を向けて駆かけていく。

　向かう先には別の狐がいた。子狐の親かもしれない。しかし、なぜサクヤを氷のような目で睨にらんでくるのだろうか。サクヤは意識せずに身構えてしまう。

　そして、二つの狐の影かげが重なった。その刹せつ那な、眩まばゆい光が放たれた。

　何が起きたのか。それを考える間もなく、サクヤの目の前に異形の巨きよ躯くが立ちはだかる。

　頭の高さがサクヤの倍か、それ以上。シルエットは狐そのものだが、受けるイメージはむしろドラゴンのそれだ。

　前脚を踏み出しただけで、大地が揺ゆれ動うごく。

　長く伸のびた尾おは九本。

「九きゆう尾びの、狐……？」

　その巨きよ大だいな狐は体を沈め、目線の高さをサクヤと合わせる。

　そして吼ほえた。

　鼓こ膜まくが痛いほど震しん動どうする。

　九本の尾が伸び、サクヤの周りを取り囲む。それらの先せん端たんには、目があり、口があった。それは大だい蛇じやのような──否いな、龍りゆうのような。

　聞こえてくる声がますます増え、大きくなっていく。

　何を言っているのか聞き取れない。あまりにも数が多く、それらが混ざり合って形をなしていないのだ。だが、サクヤへ向かって呟つぶやいているのは分かる。また、怨うらみの言葉なのだという事も感じ取れた。

　呪じゆ怨おん。

　サクヤはその圧力に負け膝ひざをつく。呼吸が苦しい。心臓が爆ばく発はつしそうだ。

　前まえ髪がみを汗あせで額に張り付かせながら、九尾の狐を見上げる。

　氷の瞳ひとみが見つめ返してくる。そこに秘ひめられているのは静かな、されど確かな殺意だった。

　殺してやる呪のろってやる恨うらんでやる祟たたってやる滅ぼしてやる──

　一瞬にして、幾いくつもの感情がサクヤに叩たたきつけられた。それは人が持ちうる、ありとあらゆる負の心。

　それに耐たえきれず、サクヤは胃液を吐はいた。

　九尾の狐の中で無数の怨おん念ねんが蠢うごめいていた。いわば魂たましいの残ざん滓し。肉体も魂も滅び、それでも怨みはこの地に残り、虐しいたげられた事への復ふく讐しゆうを誓ちかっている。

　誰への復讐か──決まっている、淡桜の王家へ。サクヤの先祖たちが行なってきた悪行への断罪。

　すなわち、この九尾の狐は、サクヤの母親たちが虐ぎやく殺さつした者の総体だった。

　ずっと待っていたのだ。サクヤが淡桜に帰ってくるのを。国が滅んでも一人だけ生き延び、異国で悠ゆう々ゆうと暮らしていた最低の王族を。

　九尾の狐から放たれる殺意に、サクヤの意識が落ちていく。

　ここで殺されるのだ──と確信する。それ自体には何も思わなかった。

　が、不意に赤毛の少女の姿が脳のう裏りに浮かび上がる。

　マリィ。

　死ねば彼女に会えなくなる。そう考えた途と端たん、恐怖のあまり叫さけびたい衝しよう動どうに駆られる。

　もっとも、既にサクヤの体は動かず、ほどなくして思考も止まってしまった。

















　国王ウツシヨ・サキモリの命を受け、淡桜へ派は遣けんされた二人の兵士は、森の中で化け物と遭そう遇ぐうした。

　九本の尾を持つ、巨大な狐。

　これと戦えば一いち撃げきで消し飛ばされるだろう、そう即座に納得させられる。それほどの威い圧あつ感かんがあった。

　しかし幸いにも、その狐は兵士たちの接近に、まるで興味を示さない。ならば逃にげの一手だろう。

　秋鳳の兵は少数精せい鋭えいを信条としていた。必然的に彼らもかなりの技量を持っている。だが、それは人間を相手にした場合だ。あのような化け物と戦うのは魔術師の役割。侵おかしてはならない領域に、自ら足を踏み込む事はない。

　そう判断した二人だが、同時に国王から回収してくるよう承うけたまわった目標を発見してしまう。

　それは九尾の狐の目の前に倒たおれていた。

　何という不運だろうか。

　このまま逃げれば当然任務失敗だが、立ち向かったところで敗北は目に見えている。

　二に者しや択たく一いつを迫せまられ、そのどちらもハズレくじ。ただ、一方は確実な死が待っているが、もう一方はまだ助かる余地がある。

　やはり逃とう走そうだ。

　兵士たちは不ふ名めい誉よな決意を固めた。ところが、その決意は無む駄だに終わる。

　九尾の狐が突とつ如じよ、霧きりのように消えてしまったのだ。

　当然、二人は呆あつ気けにとられる。何かの罠わなではないかと勘かんぐってしまう。

　だが、いつまで経たっても狐は戻ってこない。目の前には目的の少女が横たわっている。

　躊躇ためらいのあと、二人は頷き合い、その桃もも色いろ髪がみの少女を担かつぎ上あげ馬に乗せた。

　向かう先は無論、秋鳳の首都──紅こう舞ぶ憐れん。



　　　　　４



　秋鳳の首都、紅舞憐は、空から見下ろせば完全な正方形である事が分かる。

　周囲を城じよう壁へきで囲まれ、南側に大きな門を構えていた。道はマス目の如く画一的に引かれ、無数の十字路を作り出していた。

　国王が住む宮城は北の奥に建ち、その入り口にも門が建つ。当たり前の話だが、宮城は他のどの建物よりも広く大きい。大規模な建造物が支配者の威い光こうを示すというのは、西も東も変わらないのだろう。

　しかし、東方大陸はこのような大都市でもガス灯は普ふ及きゆうしておらず、深夜ともなれば皆みなが眠ねむりにつき、ロウソクの明かりすら漏れない。

　今がその深夜だ。

　完全な暗くら闇やみに限りなく近かった。こんな時刻に外に出る者は、総じてロクな人間ではないだろう。

　マリィは南門の下にしゃがみ、そんな事を考えていた。

　門、とはいっても、ただ扉とびらがあるだけではなく、立派な建物と同化していた。一見、二階建てにも見えるが、外観を立派にしただけで、上に部屋はないらしい。少々ガッカリだった。

　そして、マリィは自分の隣となりに立つクリスフォードを見上げる。

　秋鳳にアリスは来ていない。今のところ彼と二人っきりだ。大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、と思わずにいられなかった。

「マリィ、どうかしましたか？」

「ううん、何でもないよ、クリスフォード様」

　こうして闇やみ夜よの中にいる自分たちは、秋鳳の国王が持つアーティファクトを狙ねらっている。これ以上ないほどの危険人物だ。確かにロクでもないと我ながら思い、マリィは何やら笑ってしまった。

　それにしても、自分が東方大陸にいるというのが不思議だった。

　一生をアリラト島で終えると思っていたのに。いや、そもそもマリィにとって世界の全ては故郷の島だけだった。その外など、思おもい描えがいた事すらなかった。

　──サクヤお姉ちゃんも来るのかなぁ？

　マリィは、ふとそんな事を思ったが、すぐに首を振る。

　自分はアリスを選んだ。図書館村でハッキリとそう言ってやった。あげくサクヤの頭部を叩たたき潰つぶして胴どう体たいをアリスへ差し出した。常人なら即そく死しする仕打ちだ。ここまでやれば、サクヤとてマリィに愛あい想そをつかしただろう。

　だから、きっとサクヤはマリィの下には来ない。人を殺す姿を見られずに済む。安心してアリスの為に虐殺できる。安心して悪い事が出来る。安心して──

　しかし、どういうわけか、サクヤが止めてくれないと思うと、不安で仕方がない。

　自分は一体どうしたいのだろう。まるで分からない。

「……しかし、エリーゼは遅おそいですね。零れい時じに待ち合わせの筈はずなのですが」

　クリスフォードは懐かい中ちゆう時ど計けいを懐ふところから出して、時刻を確かく認にんしていた。

「ねぇ、クリスフォード様。エリーゼって、どんな人？」

「どんな人、と言われましても……あれを人と称しようするのはいささか抵てい抗こうがありますね。なにせアリス卿きように拾われる前から狂くるっていたようですから。まあ、童女ニンフエツトですから、マリィとそう変わらない外見年ねん齢れいですよ。しかし、人の言葉を喋しやべるからといって会話が成立すると考えない事です。談だん笑しようしていたと思ったら心臓を抉えぐられていた、というのも十分有り得ます」

「そんな怖こわい人と一いつ緒しよに戦うの……？」

「ええ……エリーゼを秋鳳に召しよう集しゆうしたのはアリス卿ですから。アリス卿はエリーゼを気に入っているようですし、それに戦闘能力は童女ニンフエツトの中でも最上位ですからね。上う手まく扱あつかえば頼たよりになる筈です」

　随ずい分ぶんと不確定な話だと思い、マリィはクリスフォードの顔を覗のぞき込こむ。が、彼は自信ありげにしていたので、マリィはつい首をかしげてしまった。いつもなら、すぐに浮うき足あし立だつくせに。

　きっと、アリスからアーティファクトを借りてきたので、強気になっているのだろう。

　アリス抜ぬきでも戦えると証明できれば、ヘタレ呼ばわりされないと考えているのかも知れない。いや、きっとそうなのだろう。クリスフォードはアリスに情けない姿を見られるのを極きよく端たんに嫌きらうし、何とかいいところを見せようといつも躍やつ起きになっている。

「……変なの」

　マリィは一人呟き、笑ってしまう。

「何か言いましたか？」

「え、何でもないよ」

　慌あわてて誤魔化し、顔を背そむける。そして隠かくれてもう一度忍しのび笑わらいを漏もらした。

「……？」

　戸と惑まどうクリスフォードを尻しり目めに、マリィは立ち上がってスカートのホコリを払った。

「それにしても、エリーゼ、本当に遅いね。どうしちゃったんだろう？」

「ふむ。彼女は何事もマイペースですからね。単に遅れているか、集合場所を勝手に変えたか、それともアリス卿の命令を無視したか……いやしかし、紅舞憐のあちこちで少女の失しつ踪そう事件が起き、惨ざん殺さつ死体が発見されている……エリーゼがこの都にいるのは確かです」

　クリスフォードは顎あごに手を当て、思案を始める。

「ふーん……」

　マリィは門の下から外に出て、通りを見回す。人ひと影かげらしきものは全くない。アリスによって肉体改造されたマリィに見えないのだから、本当に誰だれもいないのだろう。

　それから、ふと空を見上げる。今日は雲一つない、素す晴ばらしい星空だった。

「綺き麗れい……」

　マリィは呟く。すると、

「ええ、貴女あなた、とっても綺麗ですわ」

　頭上から答えが返ってきた。同時に、マリィの額に生暖かい液体がこぼれ落ちた。

　手ですくうと、それは粘ねん性せいを持っていた。血だ。それも今流されたばかりの。

　そして、声の主と目が合った。もっとも、マリィの目は二つあるが、相手は一つしかなかった。

　門の屋根の上から、紫むらさき色いろの髪かみを垂れ流し、右目でマリィを見下ろしている。左目は白い眼帯で隠されていた。

「ごきげんよう」

　眼帯の少女は、とても優ゆう雅がな声を発した。いかにも良家のお嬢じよう様さま、といった風だ。アリスと似ているようで、かなり違う。のんびりゆっくりとした口調は、世間の流れから隔かく絶ぜつしている印象を受ける。ようは世間知らず。汚きたないものを見ずに育った、温室の乙女おとめ。

　だとすれば、どうしてそんな人が門の屋根に上っているのだろうか。それも、こんな夜中に。屋根から血の雨を降ふらせながら。

「貴女が……エリーゼ？」

「ええ、そうですわ。貴女、どうしてわたくしの名を知っているのでしょうか……ああ、そうでしたの。貴女、わたくしのお友達になりたいのですわね。丁度良かった。こっちのお友達は、もう吸すい尽つくしてしまいましたから」

　エリーゼはそう言って、屋根の上からお友達を突つき落おとした。

　そのお友達は、先に手足が降ってきて、それから胴体がドスンと音を立てて地面に落ちる。バラバラだった。切きり裂さかれて中身が抉り出されていた。首から上はなかった。

　そして不思議なのは、これほど滅め茶ちや苦く茶ちやになっているのに、血がほとんど流れていない事。

「さあ、遊びましょう──」

　エリーゼは屋根から飛び降りる。

　ふわりと舞まった白いドレスは、西方の意い匠しようだ。胸むな元もとはケチャップを溢こぼしたように赤く染まっている。口くちの端はしからも血がこぼれていた。行ぎよう儀ぎが悪い食べ方をしたのだろう。親にちゃんと躾しつけられなかったのだろうか。

　食べるときは綺麗に食べなさい、と。

　ああ、そうだ──食べたのだ。

　エリーゼはお友達の首を手につかみ、マリィの前に着地する。

「この子は美お味いしかった。でも……もう血がないのです。とても残念ですが……」

　エリーゼはお友達の首を、自分の顔の前に持ち上げ、睨めっこをする。

「もう用済みですわ」

　そして両の手の平で押おし潰つぶした。弾はじけるように中身が飛び散る。脳のう漿しようがベチャベチャと落ち、眼球がコロコロ転がった。

「ねぇ、貴女、わたくしと遊んでくださるのでしょう？」

　エリーゼはマリィを見つめる。

　近くで見る彼女は、とても不気味だった。

　容姿はこの上なく可か憐れんだ。ドレスもフリルもリボンも似合っている。だが、左目を隠す眼帯のせいか、感情が読み取れない。

　そもそも、口調と行動が一いつ致ちしていない。穏おだやかな気配と、逃げ出したくなるような殺気が同時に放たれている。

　狂っているというよりは、混ざっている。つかみどころがないというよりは、初めから実体がない。

　マリィがエリーゼから受けた印象はそれだった。

　事実、彼女は笑いながら攻こう撃げきを開始した。

「避よけなさい！」

「──え」

　クリスフォードが叫んでから、マリィの体はようやく動いた。地を蹴けり、後方へと飛び下がる。

　エリーゼの爪つめが空を切り裂き、甲かん高だかい音を奏かなでた。

　あとほんのわずかでも遅おくれていたら、切り裂かれていたのはマリィだった。

　速い、だけではないのだ。攻撃する寸前までエリーゼは親しげに話しかけていた。それは偽いつわっているようには聞こえなかった。だからマリィは気配を読む事ができず、反応が遅れた。

　否いな、エリーゼは攻撃しているときも、攻撃が空振った今も、親愛の情を向けてくる。それと同時に、尋じん常じようならざる殺意も流れ出ていた。好こう奇き心しんと嫌けん悪お感かんと哀あわれみと恐おそれと憎にくしみと悲しみと──全ての感情が同時にそこにあるのだ。

　マリィはクリスフォードが言っていた意味を思い知る。

　断じてこれが人であってたまるか、と。

　人の形をした、別の何か。肉でできた人形。

「あらぁ、避けられちゃいましたわ。貴女とても速いのですわね。鬼おにごっこがお望みでしょうか？　それならば、楽しみましょう。貴女の血を吸い尽くすまで──」



　クリスフォードの危き惧ぐは、やはり当たっていた。

　出会うと同時に戦闘に突とつ入にゆう。想定したとおりだ。

　調べたところ、ここ一週間、紅舞憐で少女の失踪事件が多発していた。それはつまり、エリーゼの吸血衝動が活性化している証あかしだった。

　そんな彼女がマリィを見て黙っている筈がない。

　血を吸い尽くしたいと切に願うだろう。

「逃げなさい、マリィ。エリーゼは私が止めます！」

「そ、そんな事言われたって！」

　マリィはデスサイズを手に取り、繰くり出だされるエリーゼの腕うでを払はらった。

　刃やいばと肉がぶつかれば、刃が勝ち肉は裂かれるのが通常。だが、エリーゼは規格外。

　激しく火花が散り、闇夜を照らす。

　エリーゼは何の武器も持たず、素す手ででマリィのデスサイズと鍔つば迫ぜり合あいをしたのだ。

「──ッ？」

　マリィが驚おどろくのも無理はない。しかし、エリーゼの猛もう攻こうはこれからだ。

　筋力、強度、共に童女ニンフエツト中最強。そこから繰り出される迷いなき突とつ進しんは、後退を知らぬ故ゆえに強力無比。

　デスサイズに弾かれたエリーゼは、空中で反転しつつ、門の壁かべに着地する。重力を無視した姿勢のまま、足下を蹴けり付つけた。

　破は裂れつ音おんと共に壁は砕くだけ、そしてエリーゼはマリィへ一直線に向かう。

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ」

　闇やみの中に少女の笑いが木こ霊だまする。怒ど濤とうのような鍔つば迫ぜりの音は、それに掻かき消けされてしまった。

　エリーゼは地と壁と天てん井じようを蹴り、木もく片へんを撒まき散ちらしながら自じ由ゆう奔ほん放ぽうに宙を駆け抜ける。

　マリィは防戦一方。デスサイズの回転は、人間を十人まとめて切り裂ける威い力りよくを持っている。が、エリーゼには通じない。むしろ、ぶつかったときに押されるのはマリィの方だった。

　エリーゼの動きは全て直線軌道だ。それもフェイントも混ぜず、ひたすらマリィがいる位置だけを目がけて突っ込む。本来ならば容易に対応できる動きであり、すれ違い様に首を切り落とせる筈だった。

　しかし、そんな常識を覆くつがえすほど、エリーゼの疾走は狂きよう気きの速度を出していた。

　デスサイズとの衝しよう突とつ音おんは、間かん隔かくが短すぎて、一つの繋つながった音となって奏でられる。火花は一いつ瞬しゆんたりとも途と切ぎれずに咲さき続つづけた。

　クリスフォードはマリィを救う為ため、全ての童女ニンフエツトに組み込まれた緊きん急きゆう停止用の術式を発動させた。その術式は、彼女たちの臓器の機能を自在に操あやつる事ができる。

　今、狙うのは、エリーゼの心臓と肺。その二つを凍とう結けつさせた。

　だが──

　それでもエリーゼは止まらなかった。

「な、にっ？」

　クリスフォードは目を疑った。術式は確かに発動した筈だ。にもかかわらず、エリーゼは笑いながらマリィへ攻撃を続ける。心肺機能が止まっている事に気付いている様子すらなかった。

　始めから壊こわれている者を壊すのは不可能らしい。

　ならば内臓といわず、全てを停止させてやればいいだけだ。クリスフォードがアリスから授さずかったのは、『動く』という概がい念ねんそのものを破は壊かいする力なのだから。

「アーティファクト・アクセス──」

　力に接続した。瞬しゆん間かん、クリスフォードの魂から、大量の魔ま力りよくが溢あふれ出だした。それは自分自身の力ではない故に、気を抜けば塗ぬりつぶされてしまいそうな圧力を持っていた。必死に抑おさえ込こみ、制せい御ぎよし、目標を定める。

　無論、狙うのはエリーゼだ。

「──ザクルィトエ・アナンシ」

　名を唱える。

　そして鎖くさりが現れた。何もない空中から無数の鎖が伸び、エリーゼの肢し体たいを拘こう束そくする。恐るべき速度で動くエリーゼを、その鎖はいとも容た易やすく止めてしまった。

　エリーゼは宙に浮ういたまま、凍こおり付ついたように動かない。

「これは……クリスフォード様が、やったの……？」

　その真下に倒れ、貫かれる寸前だったマリィは、エリーゼに恐怖の目を向けている。

「ああ、もう心配無用です。私が止めました。まあ、間かん一いつ髪ぱつでしたが」

「これが、アーティファクト……？」

「そうです。ザクルィトエ・アナンシ。能力は、ご覧のように対象の停止と拘束」

　しかも、これが優すぐれているのは、クリスフォードが止めたいと願った対象へ、瞬しゆん時じに巻き付く事だ。タイムラグを感じない。少なくともクリスフォードには認にん識しきできない刹那だ。つまり、回かい避ひ不能の強制停止である。

「エリーゼは、死んじゃったの？」

「いいえ、生きていますよ……ほら、エリーゼ、起きなさい」

　声をかけると、エリーゼの頭がゆっくりと上がった。

　彼女の場合、たとえ一部でも自由にするのは気が引けるが、手足を縛しばっているので大丈夫だろうと、クリスフォードは判断した。

「あらあら、これは一体どうした事でしょう。いつの間にわたくしは虜りよ囚しゆうごっこを始めてしまったのでしょうか？」

　エリーゼは変わらぬ様子でおっとりと喋る。そもそも、常に狂っているのだから動どう揺ようなど有り得ない。

　それを見たマリィは慌てて走り、クリスフォードの背中に隠れた。

「そこの殿との方がたがわたくしを縛ってくれたのですか？　ええ、これはこれで楽しいものですね。ですが、わたくしはお友達と鬼ごっこをしていたのです。放してくれませんか？」

「エリーゼ、いい加減、正気に戻もどりなさい。私の顔を忘れたのですか？」

　そう言い放ってから、クリスフォードは言葉の矛む盾じゆんに自じ嘲ちようした。生まれてこの方、正気だった瞬間がない者に、正気に戻れとは酷こくな話だろう。

　それでも、クリスフォードの顔を見たエリーゼは、いわゆる『正気』に近い状態へ向かってくれたようだ。

「忘れる……？　貴方あなたとはどこかで……ああ、クリスフォードではありませんか。そういえば、アリスから何かを頼たのまれていたような……ええ、そうでした。わたくしはその為にここへ来たのですわ。するとそちらの女の子も童女ニンフエツト？」

　エリーゼは一つの目を細めてマリィを見つめた。

　クリスフォードの後ろから、脅おびえる気配が伝わってくる。

「ええ、彼かの女じよはマリィといいます。頼みますから仲良くして下さいよ」

「それは勿もち論ろん。わたくしたち、もうお友達ですもの。こんなに美お味いしそうな子を虐いじめたりなんてしませんわ──」

　浮かんだ笑えみにクリスフォードはゾクリとした。

　彼女が言う美味しそうとは、額面通り味覚の話。虐めはしないだろうが、殺しはするのだろう。血を吸う為に。

「ねえ、アリスは来ていませんの？　あの方の血は、他ほかの誰よりも美味しいのに……もう長い間、飲ませて頂いていませんわ」

　微笑ほほえんでいても、エリーゼが何かを愉たのしんでいるとは限らない。彼女は何も感じないし何も思わない。なのに魂の密度は最上位。故にエリーゼと対たい峙じした者は、自分とはあまりにも違ちがう精神構造を理解できない。ありとあらゆる感情を混ぜた波動をぶつけられて錯さく乱らんしてしまう。



　そもそも──アリスから聞いた話によれば、エリーゼは図書館村の生まれらしい。イルミたちを泊とめた、村はずれの屋や敷しきが生家だった。

　エリーゼの母親は女子を欲ほしがった。しかし生まれたエリーゼは男子だった。母の言いつけを守り、女の服を着て女の言葉を喋り女の仕草をして女よりも女らしくなる。それでも女になれないエリーゼは思いついた。

　女の血を飲めば、女になれるのではないか──と。

　だから屋敷のメイドを殺して血を飲み、それを咎とがめた母親を殺し血を飲んだ。母親の言いつけを守って女になる為だから、母親を殺しても許されるに違いないと考えたのだ。

　だが、まだ体は男のまま。だからエリーゼは父親に頼んで、金でお友達を沢たく山さん買ってもらった。お友達を殺して血を飲んで、沢山殺して沢山飲んだ。

　そんな中、エレナというお友達が、エリーゼに血を飲ませたくないと言った。そしてエレナは、鉄の棒でエリーゼの頭を叩たたき割わってしまった。エリーゼもお返しにエレナの頭を叩き割ったが、その穴から脳のう味み噌そが流れ出て、二人とも死んでしまう。

　アリスがエリーゼの前に現れたのはそんなときだった。アリスは、こぼれた脳味噌をすくってエリーゼの頭の中に戻し、足りない分はエレナのを入れた。左目も潰れていたので、エレナの目を使う。まるでパッチワークのように人間を組み上げ直し、気に入ったので童女ニンフエツトとして連れ帰る。

　最愛の娘むすめを連れ去られた父親は、アリスを追う為に、ティアマト教に関する資料を世せ界かい中じゆうから集め続けた。

　その父親は哀れにも、イルミたちを屋敷に泊める為、帰ってきたアリスによってゴミのように殺された。

「そうそう、エリーゼ。貴方の父親を、アリス卿が殺してしまいましたよ。知っていましたか？」

　それを告げたとき、エリーゼがどんな反応を示すのか。クリスフォードは単純な好奇心から言ってみた。

「お父様を？　そうですか、アリスがお父様を。それは酷ひどいですわ」

　エリーゼは鎖に繋がれたまま、微笑みを絶やす事なく父の死を嘆なげいた。

　とても悲しんでいるようには見えない。楽しんでいるようにも思えない。

「ああ、ところで……お父様って誰でしたっけ？　言葉は聞いた覚えがあるのですが、顔が思い出せませんわ。どこかで会ったのかしら？　ねえ、クリスフォードはお父様を知っているのですか。教えて下さいな。ねえ、どうしてそんな顔をするの？　アハ、アハハハハハハハハハハハハハハ」

　クリスフォードは、安易にエリーゼの心を探さぐろうとした愚おろかさを後こう悔かいした。一いつ端たんを覗いただけで吐はき気けがしてくる。やはり、これは自分たちとは根本的に違うのだと思い知らされる。

　アリスはこれと共きよう闘とうしろというのだから、本当に人が悪い。

　アーティファクトを持っているにもかかわらず、クリスフォードは先行きに不安を感じてしまった。
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　ワールド・ドラゴン・ギルド。通つう称しようＷＤＧ。

　それは全世界のドラゴンと、それに関かかわる者を管理する、巨大な組織だ。

　運営資金は各国からの寄付によって賄まかなわれていた。

　人間がドラゴンの領域を侵おかさぬように、もしくはドラゴンが人間へ危害を加えぬようにする。それがＷＤＧの目的だ。

　一応、表向きはそうなっている。



　アリスは長い廊ろう下かを音もなく歩いていた。

　ここはＷＤＧの、とある上級幹部が住まう家だ。活動資金として寄付された金は、その九割以上が彼かれらの私物に変化する。

　寄付をしてくれた者には、質のいいドラゴンを横流ししているので、対等な蜜みつ月げつ関係といえるだろう。

　単純にドラゴンを愛めでたくて買う者もいれば、その強固な骨から武具を作る者もいる。またドラゴンの肉は非常に美味であり、ブラックマーケットでは高値で取引されている。ある種の骨こつ髄ずいには強い幻げん覚かく作用があり、危険な遊びをしたい者たちに需じゆ要ようがある。不老不死の薬の材料だという伝説もあった。

　ＷＤＧの腐ふ敗はいは表向きそんなところ。

　無論、誰にも言えない更さらなる秘密が隠されている。アリスがここにいるのがその証しよう拠こ。

　ＷＤＧの上層部は、新生ティアマト教に魂を売うり渡わたし、世界の終末から自分たちだけは助かろうとしているのだ。

　そこで皆を救おうとは思わないらしい。高い代だい償しようを払っているのだから、自分たち以外が助かるのはむしろ不公平とすら考えているようだ。

　アリスは扉の前で立ち止まる。その奥おくから下品な男の声が響ひびいてきた。

「えぇぇいっ、女はまだか！　ワシは待ちくたびれているのだぞ！」

　それを聞いてアリスは笑った。

　有り余った金で他人の体を買う。ときには人生も弄いじりたおす。なかなか俗ぞくな趣しゆ味みだ。しかし、とても楽しいだろう。その気持ちはアリスも分かる。

　他人をもてあそぶのは興奮するものだ。

　今、扉の奥にいる男は、自分の召めし使つかいに向かって怒ど鳴なり、支配欲を満足させているのだろう。が、アリスはここに来るまでに彼の召使いを全員眠らせてしまった。駆かけつける者は誰もいない。

　コンコン──と音を立て、アリスは扉をノックする。

「おお、来たか！　入れ！　器量は良いのだろうなぁ？」

「あは。私の容姿が貴方の好みに合わなかったらごめんなさぁい」

　答えてやると、中の男が絶句するのが扉とびら越ごしに伝わってくる。しかし、アリスは構わず部屋に入った。

「お久しぶり。元気だったぁ？　って、見れば分かるわねぇ」

　ベッドの中央には、太った初老の男が、何も身につけずに仰あお向むけに寝ね転ころがっていた。彼の中央部にそびえ立っていた棒は、アリスを見るなり急速に萎なえていく。

「アリ──いえ枢すう機き卿きよう猊げい下か！　な、なぜこのような場所へ？　事前に連れん絡らくを頂けたら、おもてなしの用意もできましたのに」

「あら、かしこまらなくてもいいのよ。そんな姿でおもてなしされても、私、困っちゃうわぁ」

「こ、これは！」

　男は自分の姿に気付き、慌ててシーツを被かぶった。

「それで、私が来た理由は言わなくても分かるわよね。お願いしていた物を見つけたんでしょう？」

「──っ！」

　男は突とつ然ぜんのアリス来訪に驚くばかりだった。だが今になって、ようやく理性らしきものが浮うかび上あがる。ところが、それが妙みように決意めいた表情だったので、アリスは不思議に思った。

　約束の物を差し出すだけなのに、何を緊きん張ちようしているのだろうか。

「ええ、勿論ありますよ。アーティファクト、手に入れました。久しぶりに本気で苦労しました──」

「ふーん？　ご苦労様。何かご褒ほう美びが欲しいのかしら？」

「いえいえ、結構。このように素晴らしい力を、むざむざ枢機卿猊下に渡すつもりはありませんから」

　そう言ったと同時に、男の目は敵意の色を帯び始める。

　ああ、なるほど、とアリスは納なつ得とくした。この男は、アーティファクトを取り込んでしまったのだ。その力を目まの当あたりにし、アリスに勝てると思い込んでしまったのだろう。

　男は自信ありげな表情を浮かべながらベッドの上に立ちあがる。その動作でシーツが落ち、彼の醜みにくい体が顕あらわになった。

「アーティファクト、アクセス──」

　だが、彼が言い終わらぬ内に、アリスの指先が舞った。

　瞬間、発生したウィル・オ・ウィスプの青白い光が、男の腹を抉えぐり取とった。

　パンッ、と音を立て、脂し肪ぼうと内臓が弾はじけ飛とぶ。それから絶ぜつ叫きようが響き渡った。

「ごめんなさい、私、勘かん違ちがいさせちゃったわね。確かに、何も知らない人がアーティファクトを手に入れたら、全能にでもなった気分よねぇ」

「ぐげぇ、ぶぇっ！　えぐおおおおっ！」

「あは、何言ってるのか分かんなぁい」

　男は、こぼれ落ちる腸を必死に拾い、腹の中に押し戻そうともがいている。既すでに血の池となったベッドの上で、生しよう涯がい最後のダンスを踊おどっているのだ。

「さて、何か言い残す事はある？　一応、聞くだけ聞いてあげるわよ」

「ダ──ダジ、ゲ──」

「え、なぁに？　聞こえないわ」

　アリスは耳に手を当て、男へ頭を近づける。

「助ゲテ、くだざい……っ、助けて！」

　反逆した次の瞬間に命いのち乞ごい。何と忙いそがしい人なのだろうと、アリスは哀れに思う。

「ええ、安心して。貴方は死ぬけれど、ちゃんと天国に連れて行ってあげるから」

「天国、へ……？」

「そうよ。ティアマト教に入った人は、フィーリアの終末のあとに天国に行けるって教えてあげたでしょ。貴方はちょっと早いけど、一足先に送ってあげる」

　アリスがそう言うと、苦痛に満ちた男の顔に、安あん堵どが浮かび上がった。こんな表情で逝けるのなら、幸せな人生といえるだろう。アリスは良い事をした気分になり、とても満足だった。

　このフィーリアは、ハイロードの孵ふ化かにともない、粉こな微み塵じんになると信者たちには説明している。そして、死んだ者の魂たましいはハイロードの雛ひなに食べられて、もう二度と生まれ変わる事すらできない。しかし、ティアマト教に入れば、天国へ行って幸せに暮らせるのだと説いてきた。

　その天国とは、つまりアリスのお腹なかの中。

「結構、居い心ごこ地ちいいはずよ。ね、ジョスカン？」

　呟つぶやくと、腹を内側から蹴け飛とばす者がいた。

「あは」

　もっとも、信者に限らず、地上にいる人間は一人残らず食い尽くすつもりだ。だからといって、アリスが嘘うそをついたという事にはならない。なぜなら、『信者以外は天国に行けない』などと一言も言った覚えはないのだから。

　天国の正体がアリスのお腹の中だと知れば、信者たちは怒いかり狂くるうだろう。だが、それは別の話。アリスの興味の外だ。支し離り滅めつ裂れつ極きわまりないが、それがアリスの性格なので、苦情は受け付けていない。

　アリスは死んだ男の魂ごと、アーティファクトを取り込む。

　これでアリスの体内にあるのは二つとなった。クリスフォードが秋鳳で上う手まく立ち回ってくれれば、アーティファクトは四つになる。

　残りは一つ。五つ集まれば、大だい五ご芒ぼう星せいを創つくる事ができる。

　それはすなわち反逆の号ごう砲ほう。

　二千年に及およぶ恋こいが実るとき。

「ああ、ティアマト様……私、想像しただけで、どうにかなっちゃいそう……優やさしく陵りよう辱じよくして差し上げますわ」

　あの神の領域へ、誰も踏ふみ込こめなかった場所へ、アリスは辿たどり着つく。

　何者にも邪じや魔まされず、愛し合うのだ。








第二章　秋鳳紅舞憐
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　あの日、淡あわ桜ざくらで一人になりたいと言って別行動をとったサクヤは、そのまま帰ってこなかった。イルミとキャロライナとアシュトは、彼女を一ひと晩ばん中じゆう捜さがした。しかし結局、見つからない。

　森で迷子になったのだろうか。だが、サクヤは浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつが使える。暗い夜ならともかく、朝になった今なら、イルミたちを簡単に見つける事ができる筈だ。

　何者かに襲おそわれたのかもしれない。もっとも、いくら彼女が攻こう撃げき魔ま術じゆつを苦手とするからといって、熊くまや狼おおかみのような野生動物如ごときにどうにかされるとは考えにくい。

　しかし、相手が人間ならば話が違う。いくらサクヤの再生能力が高いといっても、それで無敵になるわけでもない。縛られてしまえば終わりだ。

　では、誰が？

　その心当たりは一つしかなかった。

　──秋しゆう鳳ほう。

　イルミたちが東方大陸へ来た目的の地であり、淡桜の領土を支配している勢力。

　そもそも東方大陸において、イルミとキャロライナが知っている場所など、そこしかなかった。

　故に向かうしかない。

　だが、山を一つ越こえ、秋鳳の土地に入った瞬間、気候がガラリと変わった。

　東方大陸に上陸したときは、確かに夏だった。イルミとキャロライナは持参した半はん袖そでに着き替がえて暑さに対たい抗こうしていたのだ。それなのに秋鳳は、間ま違ちがいなく秋だった。

「さ、寒くないっ？」

　キャロライナが叫さけぶのも当然である。

　秋鳳の首都、紅こう舞ぶ憐れんにあるＷＤＧ支部に行き聞いてみると、この現象は彼らにとっても異常気象だと言う。

　もともと秋鳳は、東方大陸の中でもっとも紅葉が美しいとされた故に、この国名となったらしい。だが、夏の葉は青々としているべきだろう。年中、赤や黄色では有あり難がたみがない。

　そして、一番の打だ撃げきを喰くらったのはやはり農作物のようだ。今年の収しゆう穫かくにはまるで期待できず、冬を越こせるかどうか。そもそも、冬が来るのかも怪あやしい。

　秋鳳に限らず、この世界規模の異常な現象は何なのだろうか。一過性のものなら良い。しかし、これからますますエスカレートしていけば、深刻な影えい響きようが出てくるだろう。

　そう考えたあと、イルミはＷＤＧの職員に、

「近ちか頃ごろ、秋鳳で変わった事件や噂うわさはありませんか？」

　と尋たずねた。もしかすれば、サクヤに関する手がかりが聞けるかも知れないと思ったのだ。もっとも、それほど期待していたわけではない。

　ところが、返ってきた答えは、明らかにサクヤの話だった。

「ウツシヨ・サキモリと淡桜王家の生き残りが、婚こん姻いんを結ぶらしい──そんな噂が流れています」

　いわく、秋鳳は現在、東方大陸統一に向けて、破竹の勢いで他国に侵しん攻こうしている。それは順調で、ほとんどの国はサキモリに降こう伏ふくしている。アーティファクトに勝てるわけがないと知っているからだ。

　しかし、一つだけ降伏していない国家があった。淡桜である。

　淡桜は土地だけが残り、すでに国の形を成していない。故に、軍事力によって実効支配している秋鳳が所有権を主張しても、異を唱える者はいないだろう。

　ところが、先代女王の一人ひとり娘むすめであるサクヤ姫ひめが実は生き延びている。そんな話が以前からまことしやかに囁ささやかれていた。それが本当だとすれば、淡桜の支配者はサクヤ姫という事になる。

　だからこそ、ウツシヨ・サキモリはサクヤ姫と結けつ婚こんし、政治的にも淡桜を手にしようとしているのだ。

「まあ、噂ですが」

　ＷＤＧの職員は、その言葉で話を締しめくくった。

「なるほど……ありがとうございました。キャロライナ、行くよ」

　イルミはキャロライナを連れて、早々にＷＤＧをあとにした。

　東方のＷＤＧまで来たのだから、本当はイースト・ドラゴンの話などを聞きたかった。が、今はそれどころではない。

「イルミ。サクヤは王様と結婚するのっ？」

「まだ分からないよ。だけど、確かめる必要があるね」

　二人と一匹ぴきは、紅舞憐の中央通りに立ち、北の方角を見つめる。

　その先には、国王ウツシヨ・サキモリが住まう宮城が建っていた。

「よっし！　正面突とつ破ぱよ、久しぶりに腕が鳴るわ！」

「ギギギ！」

　キャロライナの腕の中でアシュトも吼ほえた。

　銀ぎん髪ぱつの少女はスタスタと歩き出したので、イルミはそのポニーテールを握にぎりしめて止める。

「痛ァッ……ちょっと、前から言ってるけど、そうやって止めるのやめてよ！」

「ごめんごめん、掴つかみやすかったから」

　イルミは適当に謝あやまりながら、彼女の頭を撫なでる。するとキャロライナは、それ以上何も言ってこなかった。

「でも、正面から乗り込むのはちょっとね……騒さわぎになるのは面めん倒どうだし、そもそも本当にサクヤがあそこにいるかどうかも分からない」

「むー、じゃあどうするの？」

「これを利用しようよ」

　イルミは、近くの塀へいを指差す。

　そこには大きな張り紙があり、『新兵募ぼ集しゆう』と書かれていた。
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　ロクな男が集まらない──と、少女は内心憤いきどおっていた。

　その少女の片手には、緩ゆるく湾わん曲きよくした東方の剣けん、すなわち打刀が握られている。

　そして、目の前には彼女に敗れた男が、文字通り山となって積まれ、その横にはこれから挑ちよう戦せんしようとする者たちが十人ほど並んでいた。

　入軍試験、である。

　ここは宮城の門を入ってすぐの場所で、戦せん闘とうを行なっても建物に被ひ害がいを及ぼさない程度の広さがあった。

　宮城とは国王の住居であり、更には行政施し設せつや儀ぎ式しき場じよう、軍事施設もある。当然、どこの馬の骨とも知れない男どもを入れるわけにはいかない。

　この先に進みたければ正式な兵となるしかなく、その為には少女を倒たおす必要があった。

　そう、少女は試験官なのだ。

　名はカエデ・カグラ。

　武器は刀一本のみ。魔ま術じゆつ師しではなく、正しよう真しん正しよう銘めい、普ふ通つうの人間だ。それでも、今日は未いまだにカエデに触ふれた者はいない。連戦を重ねて連勝。手傷はおろか、呼吸すら乱れていない。

　そして、また一人斬きり伏ふせた。

　痛みに呻うめく敗者を、カエデの部下が運んで山へ捨てる。

「──次」

　冷たく言い放ち、挑ちよう戦せん者しやの列へと目を向ける。

　だが、誰だれも前に出なかった。

　その様子にカエデはため息を吐つく。

　この入軍試験が始まったとき、集まった男たちの目は輝かがやいていた。緊張の欠片かけらもなく、笑みすら浮かべていた。

　おそらく彼らは、こう思っていた筈はずだ。

　あんな少女を倒すだけで秋鳳の兵士になれるとは何という幸運。これで勝かち戦いくさに参加できる。まずは、あの少女をどういたぶってやろうか──

　しかし、カエデが向かってくる男を次から次へと屠ほふっていくと、男たちの笑みは消えてしまった。

　最初の内は、女に負けるとは何と弱い奴やつと思っていたのであろうが、カエデの実力が本物であると知れてからは、逃にげ出だす者もいた。

　戦ではないのだから、逃とう走そうする者を一々追ったりはしない。だが、正直後ろから唾つばを吐はきつけてやりたくなる。

　貴様ら、女に負けて恥はずかしくはないのか、と。

「どうした？　もう私と戦う者はいないのか。何なら、残っている者全員でかかってきてもよいぞ。もっとも、そこまで恥はじ知しらずな輩やからが何人こようと、負ける気はしないがな」

　それは去勢ではない。

　ここに集まった男たちとて、それなりに腕に覚えがあるのだろう。しかし、カエデの剣けん術じゆつは常人が想像しうるレベルとは異なるのだ。

　それこそ一いつ騎き当とう千せん。冗じよう談だんではなく、敵に魔術師がいなければ、千人斬り伏せる自信がある。

　ウツシヨ・サキモリが求めている兵士とはそういう者だ。生まれ変わった秋鳳の戦略は常に少数精せい鋭えいによる敵てき陣じん制圧。戦いは数という万ばん国こく共通のセオリーからすれば、まるで出で鱈たら目めだ。

　だが、どんな劣れつ勢せいとなっても、アーティファクトを持つサキモリが前線に出れば、その瞬間勝敗が決まる。そんな反則技わざを有しているが故に可能な趣味の戦法。

　当然、ここで敗者の山を作っている男たち程度を、秋鳳は必要としていない。それに怖おじ気けづいている者も同様だ。

　最低でもカエデが『こいつを殺すのは骨が折れる』と感じてしまう実力を持っていなければ話にならない。

　今日は全すべてハズレだ。早く終わらせてしまおうと、そうカエデが思った矢先、列の後ろから声が上がった。

「ねえ、誰もやらないんなら、次は私の番でいい？」

　それは幼い声だった。挑戦者の列の後ろから、銀髪の少女が現れる。

　すでに戦意を失っていた男たちは、列を乱した少女を咎めようとはしない。しかし、無視する事もできなかった。

　それはそうだろう。彼女の身長はとても小さく、十歳さい程度にしか見えない。そんな少女が身長より長い剣を背せ負おって、カエデに挑戦の意を示したのだ。着ている服は西方の物だが、旅行者だろうか。

「おい、貴様。これは遊びではないのだぞ」

「分かってるわよそんな事。別に女が参加しちゃ駄だ目めなんて書いてなかったわよ。それにアンタだって女じゃないの」

「いや、そうではなく……」

　問題にしているのは年ねん齢れいの事なのだ。しかし、それも制限があるわけではない。つまり、この少女の申し出を断る理由がない。

「キャロライナ、一人で先に進みすぎだよ。迷子になったらどうするんだ」

「ギギギ」

　そして、今度は背の高い男と、緑色の西方竜りゆうが現れた。

　銀髪の少女は、男に向き直って何やら怒おこり出だす。

「いくら何でも迷子になるわけないでしょ。一本道じゃないの」

「そうかなぁ、途と中ちゆうで美お味いしそうな匂においを嗅かいだら、そっちに釣つられて行っちゃうんじゃない？」

「う……行かないわよぉっ！」

　闖ちん入にゆう者しやたちは脳天気に騒ぎ出した。

　これはもしや、西方大陸から来た暇ひま人じんどもが、面おも白しろ半分で秋鳳の入軍試験を愚ぐ弄ろうしているのか。だとすれば、少々痛い目にあわせる必要がある。

「……いいだろう。かかってこい。二対一か？　それとも、そこの竜も交えて三対一か？」

「はぁ？　私とアンタの一対一に決まってるでしょ！」

　──なるほど。そこまで秋鳳を嘗なめているのか。

　カエデは嘲ちよう笑しようした。

「ふん、面白い。ならば万が一、貴様が私に勝てたなら、二人まとめて入軍させてやろう」

　世間知らずの西方人どもは、自分の大陸がいつまでも先を行っていると思い込んでいる。ここで東方の力を思い知るがいいのだ。秋鳳が東方大陸を統一した暁あかつきには、西方大陸にも攻せめ入いってやろう。

「キャロライナ……気をつけた方がいいよ。あの人、かなり強そうだ」

「そんなの見れば分かるわよ。イルミは心しん配ぱい性しようなんだから」

　そして少女は剣を抜ぬきはなつ──

　瞬間、カエデの全身に悪お寒かんが走った。嘗めていたのは自分の方だと考えを改める。

　自分より長い剣を構える少女の姿に、一分の隙すきもなかったのだ。両手の握りも脚あしの位置も、重心も視線も、全てが一流の匂におい。殺気はないが闘とう志しに溢あふれている。

「……そこで雁がん首くび並べている男ども。貴様らはもう帰っていいぞ」

　カエデは挑戦者の列へ一いち瞥べつをくれ、吐はき捨すてるように言った。わずかに抗こう議ぎじみた声が上がったが、少し殺気を交えて睨にらみ付つけると、すぐに大人しくなり退散していく。

　邪じや魔ま者ものが消えてから、改めて銀髪の少女と対峙する。

「──私は秋鳳軍国王直属、親衛隊隊長、カエデ・カグラだ」

「私は、キャロライナ・ギルズベイルよ」

　その名乗りを聞き、カエデは合が点てんがいった。このような子供が一流の闘気を放っている理由が気になっていたが、ギルズベイルならば有り得るのだろう。

　世界最強の一族の名声は、東方大陸にも届いていた。

　大型のドラゴンを一人で倒す。並の魔術師すら凌りよ駕うがする。

　十人いれば戦場を支配できる。

　百人いれば、その戦争の勝利は確定。

　どこまで本当の話か分からないが、目の前にいるキャロライナは、数々の逸いつ話わに劣おとらぬ戦いをするのだろう。そう思いたくなる眼光だった。

「では、合図などいらぬな。始めるぞ」

　カエデは刀を右手に持ち、脱だつ力りよくしてダラリと垂れ下げる。

「……ちょっと、アンタは構えないの？」

　対するキャロライナは対照的に、両手でしっかりと柄つかを握り、剣けん先さきをカエデに真まっ直すぐ向けていた。

「これが私の構えだ。別にお前を侮あなどっているのではない。さあ、来い。私は試験官だ。仕し掛かけるのはそちらに譲ゆずってやろう」

　西方大陸は、剛ごうの剣術ばかりがもてはやされていると聞いた事がある。柔じゆうの剣術を見た事がないのだろう。初めて見たのなら遊んでいると思われても仕方がない。なにせ東方大陸でも柔の剣術は少数派なのだ。

　カエデの構えは、腕うでの力はおろか、肩かたも脚も、それこそ全身の力を抜いている。闘気など皆かい無むだ。戦う姿勢にはとても見えない。

　だがそれこそが、カエデが受うけ継ついだ東方最強の流派──五ご輪りん流りゆうなのだ。

「じゃあ、いくわよ！」

　キャロライナは叫ぶ。と同時に、その姿が消えた。

「──ッ！」

　カエデは我わが目を疑った。

　気を抜いたか？　油断したか？　否いな、言ったとおり、侮ってなどいない。

　ならば、キャロライナはカエデの目が追いきれぬ速さを、一歩目から出しているという事になる。

　驚きよう異い的てきな瞬しゆん発ぱつ力りよく。身体能力では向こうに分がある。

　しかし、人間が持っている感覚は、視覚だけではない。耳や肌はだを研とぎ澄すませれば、微び妙みような空気の流れから周囲の状じよう況きようがうかがえる。

















　カエデはキャロライナの動きに驚きよう愕がくしつつ、すぐに音を探っていた。それは百ひやく戦せん錬れん磨まがなせる切きり替かえの速さ。戦いにおいて、次にするべき事を無意識の内に選せん択たくする。

　そして敵の居場所を捉とらえた。

　それは、真上。

　見上げれば、キャロライナの剣先がカエデの脳天へ向けて振ふり下おろされていた。二流の剣けん士しならば、このまま為なす術すべもなく真っ二つにされていただろう。

　だが、カエデの刀はキャロライナを視界に捉える以前から、迎げい撃げきの為ために動いていた。

　振り下ろされる剣と、振り上げられた刀がぶつかる。どちらも超ちよう高こう速そく。

　激しい音が鳴り──響かない。

　カエデの体は極限まで脱力している。故ゆえにキャロライナの一いち撃げきは、腕先の動きで全て受け流してしまう。

　キャロライナの剣線は逸それ、地面へと無様に突つき刺ささった。

　カエデは最小限の動作で相手の背後に回り込む。

　──意外とあっけないな？

　後ろを取り、もう勝ったつもりになっていた。受け流したにもかかわらず、腕にかなり圧力が加わったのが驚おどろきだが、当たらない力に意味はなかろう。

　ところが、ギルズベイルの身体能力は、カエデの予測を二桁けたは上回っていた。

　キャロライナは深く地面に刺さった剣を、土ごと強ごう引いんに振り上げ、回転するように真後ろのカエデへ斬りかかった。

　驚きつつもカエデの刀は正確に次の手を打つ。

　敵が剣を振り上げてきたのなら、その剣の下側から、更に上方向の力を加えてやる。さすれば敵の剣は狙ねらいを外れ、カエデの頭上を空振るだろう。

　事実、キャロライナの剣は再び逸れていく。そこまではカエデの狙い通り。もっとも、全ての力を受け流せたわけではない。

　刀に加わったわずかな力は、手首の動きで吸収してしまう、つもりだった──

「なにっ！」

　それは、まさに爆ばく発はつ的てきな威い力りよくだった。

　まるで自分の十倍の質量を持つ巨きよ人じんに殴なぐられたかのようだ。相手は小さな子供だというのに。

　手首だけでは吸収しきれない。肘ひじの関節、更に肩、腰こしと脚まで使い、キャロライナの一撃を分散させていく。それでも信じがたい事に、カエデの体は浮き上がって後方に吹っ飛ばされた。

　着地し土つち埃ぼこりを上げながら地面を滑すべる。何とか尻しり餅もちをつくのは避さけたが、腕がシビれてしまった。

「くそ、外された！」

　キャロライナはカエデの胸中も知らずに、剣が空振った事に腹を立てている。

　なるほど、今の攻こう防ぼうはキャロライナが放った二発の剣撃を、カエデが上手くいなしたように見えるだろう。

　だが実際のところ、カエデが刀を落とさなかったのが不思議なほどだ。

　外れてなどいない、当たっている。キャロライナの剣は体に触れなくても、十分なダメージとなって体に残る。

　そして、真に腹立たしいのは、キャロライナの剣は刃はではなく腹を向けて振られてくるという事。つまり殺さないように気を遣つかった攻こう撃げき。カエデは年下の少女に、手加減されているのだ。

　カエデは十七年生きてきた。これまでにも敗北した事は何度もある。

　しかし、これほどの屈くつ辱じよくは初めてだ。

「クク……面白いな、ギルズベイル。それが西方最強か。だがな、こちらにも東方最強の意地がある」

　二度の斬きり結むすびで、カエデはキャロライナの欠点を看破した。

　それは視線だ。剣けん豪ごうと呼ばれる者は、立ち会いの最中、頭はおろか瞳ひとみすら動かさない。真の達人は、視覚はあくまで五感の一つに過ぎない事を心得ている。研ぎ澄まされた感覚さえあれば、視みる前に動く事すら可能だった。

　ところが、キャロライナは目に頼たよっている。視線の動きから次の動作が読めてしまう。経験不足なのがありありと分かる。未熟というほどではないが、どこか動きが粗あらっぽいのだ。

　それでも強い。なぜなら、キャロライナは身体能力で全てを補っているから。剛の力で柔の技わざをねじ切っているのだ。

　同じ人間同士。人種や性別を考こう慮りよしても、体力の差など微び々びたるもの。技術で跳はね返かえせない力など、カエデは今まで聞いた事がない。

　もっとも、人間以外を引き合いに出せば例は幾いくらでもある。

　極論だが、限界まで鍛たん練れんを積んだ格かく闘とう家かと、野生のドラゴン。技術は格闘家が遥はるかに上だ。その二体が素す手でで戦った場合、確実にドラゴンが勝つ。

　キャロライナ・ギルズベイルの力とは、つまりそういう類たぐいのものだ。人間だと思って戦ってはいけないのだ。

　彼かの女じよがそこまでの力を有していると知れた以上、入軍試験は役目を終えている。むしろ是ぜが非ひでも欲しい人材だ。

　だが、カエデはまだ終わらせるつもりはなかった。というより、自分が試験官だという事実を忘れ、如い何かにして倒すかだけを考えていた。

　剣士のサガだ。強敵を前にすれば、もう挑いどむしかない。

　今度はこちらから──

「行くぞォォォオッ！」



　　　　　３



　サクヤが眼を覚ますと、視界一いつ杯ぱいに木目調の天てん井じようが広がっていた。

　それはとても懐なつかしいふるさとの色で、目を開けたのにまだ夢を見ているのかと疑ってしまう。

　そして、自分の横に座すわっていた者が、夢の登場人物と全く同じ声を出した。これは、やはり夢の中なのだろうか。

「久しいな、サクヤ。目が覚めたか？」

　カエデは真面目まじめな顔のまま再会の挨あい拶さつをする。先さき程ほどの夢より背が伸のびているが、この堅かた物ぶつそうな雰ふん囲い気きは間違いなくカエデだ。

　サクヤは体を起こし、カエデへ手を伸ばす。

「……久しぶりじゃない。さっきまで森で遊んでいた」

　そして指先に力を込めて、彼女の頬ほおを思い切りつねった。

「痛ッ……馬ば鹿か者もの！　何をするかァァア！」

　西方大陸まで届きそうな怒ど鳴なり声ごえを至近距きよ離りで浴びたサクヤは、一いつ瞬しゆん気絶して後頭部を枕まくらに落とした。

　それからもう一度眼めを覚まし、再びカエデの顔をシゲシゲと眺ながめる。

　先程まで見ていた夢のカエデは、十年以上前の姿だった。つまり、サクヤが幽ゆう閉へいされる以前の、外で普通に遊んでいたときの光景だ。

　対して、今見ているカエデはサクヤと同じような年とし頃ごろ。

「もしかして、本物？」

「当たり前だ何を言っている。いつ私の偽にせ物ものが現れたのだ。いきなり人の頬を引っ張りおって……どういうつもりだ」

　カエデは秀しゆう麗れいな眉まゆをつり上げ、口を尖とがらせる。

「カエデが寝ね惚ぼけているのかと思って、眼を覚まさせようとした」

「ああ、そうだった。お前は昔から何を言っているのかサッパリ分からん奴だったな」

　久しぶりに再会した友人は、ため息を吐き、こめかみを押おさえた。

「めんぼくない」

「いや、いいさ。私はお前を拉ら致ちするよう部下に指示したのだから。もっとも、それもウツシヨ様の命だが」

　カエデはそう言って薄うすく笑った。

　拉致、というぶっそうな単語を聞き、サクヤは首を捻ひねる。

　そして周りを見回した。

　自分が寝ねている布団ふとんは、畳たたみの上に敷しかれている。西方大陸のようなベッドではない。部屋は広く、身分の高い者の家なのだろう。開け放たれた障子からは、美しい庭園が見えていた。

「ここは、どこ？」

「ようやくその疑問が出たか。まったく、お前は本当にズレているな」

　カエデは呆あきれ果はてた様子だったが、サクヤには何の事かまるで分からない。

　そのとき、サクヤは友人の頭に包帯が巻かれている事に気付いた。最初は白いハチマキかとも思ったが、赤い斑はん点てんが浮うかび上あがっていたのだ。

　サクヤはその赤くなっているところを指で突いた。

「いたっ……お、お前はさっきから私に怨うらみでもあるのかァァッ！」

「つい気になって。もしかして、誰かに負けた？」

「……なぜそう思う」

「カエデは私と違ちがってしっかり者。うっかりで怪け我がをしたりしない。するとすれば、誰かと戦って負けたとき」

　サクヤは、いつからカエデと知り合ったのか思い出せない。しかし、サクヤが地下に監かん禁きんされる直前まで、二人はいつも一いつ緒しよだった。

　それはカエデの家系が、代々五輪流を継けい承しようし淡桜王家に仕えてきたからだ。つまりカエデはサクヤの護衛役だった。が、そんな野や暮ぼな関係を抜きにして親友だった筈だ。

　実際、サクヤは淡桜の景色はほとんど思い出せない。しかし、カエデとの思いでならば次から次へと湧わき上あがってくる。

「熊に挑んで負けて殺されかけたときとか」

「……っ！　よくそんな昔の事を覚えているな。まあ、お前の言う事は当たっている……負けた、よ」

　そう言ってカエデは恥ずかしそうに目をそらした。

「負けるのは今でも恥ずかしい？」

「当然だ。ただ……この人にならば負けてもいいと思える人を見つけたが……」

　カエデがそんな事を言うものだから、サクヤは心底驚き、連続で三度も瞬まばたきをした。

「カエデが恋をしている。とても驚き」

「こ、恋ィ？　馬鹿者！　忠誠心だ！　恋などという破は廉れん恥ちなものと一緒にするな、まったく……」

　どんなに声を荒らげても、顔を赤くして言われては説得力がない。

　サクヤが見つめていると、カエデは目をそらし続けた。面白いので見つめ続けることにする。

「……」

「……」

「…………」

「…………なぜ見つめてくる？」

「…………根比べ？」

　サクヤは小首をかしげる。

「疑問文で返すな馬鹿者！　真面目な話をしているのだぞ！」

「そう、カエデの恋は真面目」

「違う！　私はお前を拉致したと、そう言ったのだぞ？」

　カエデは身を乗り出し、必死に訴うつたえてくる。

　サクヤはぽんと手の平を叩たたき、

「ああ。そんなに私に会いたかったの」

　と納なつ得とくする。

　しかし、カエデはまだ言いたい事があるようで、唾つばを飛ばしながら怒ど鳴なり散ちらした。

「どうすればその結論に達するのだ！　いいか？　ここは秋鳳だ。国王ウツシヨ・サキモリがおわす宮城だ。そして私はその親衛隊長だ。私はウツシヨ様の命を受けてお前をここに連れてきたのだ！」

　そう一気にまくしたて、ようやくカエデは台詞せりふを言いきったらしい。ゼーゼーと荒く息を吐きながら、肩を上下させる。

「よく、分からない。カエデは淡桜の人間だった。それがどうして秋鳳に？」

「三年前……あの日、淡桜が壊かい滅めつした日。サクヤ、お前は知らんだろうが、多くの人が炎ほのおに包まれて死んでいった」

「そう……」

　カエデはサクヤの質問に答えていない。それでも、彼女の言葉はサクヤの胸に突き刺さった。耳を背そむける事も、中断させる事も許されぬ、聞かねばならない言葉だ。

「私は見たぞ。焼け落ちる家々と、炎に巻かれて断だん末まつ魔まの叫びを上げながら死んでいく者たち……私はその中を必死で逃げた。私が炎から逃にげ延のびる事ができたのは、本当に奇き跡せきだったよ」

「……カエデの他ほかにも生き残った人はいたの？」

「何人かはな。だが、大変なのはそこからだ。国を失った私たちは、散り散りになるしかなかった。まあ、貴様が生きていると知っていれば、サクヤ・サクラを御み輿こしにして淡桜を復興しようという気になったかもしれんが……そうはならなかった。つまり、十四歳さいの少女に、一人で生きて行けというわけだ」

「カエデの両親は……？」

「死んだよ」

　その宣告にサクヤは俯うつむいた。そして、そこから続けられた一言は、まさに衝しよう撃げきだった。

「淡桜が壊滅するずっと前にな。お前の母親に殺されたのだ」

　ハッとして顔を上げると、カエデの冷たい目がそこにあった。

　そして、ようやく知った。

　再会を喜んでいたのは自分だけだった、という事を。

　十年ぶりに会った友人同士、思い出話に花を咲さかせつつ、以前と変わらぬノリで語り合う──カエデにそんなつもりは毛頭ない。舞まい上あがっていたのはサクヤだけ。

「地下に閉じ込められていた貴様は知らんだろう。自分の娘むすめに攻こう撃げき魔ま術じゆつの才能がないと知った女王は、半はん狂きよう乱らんになっていたのだぞ。それまで民衆に対して行なっていた弾だん圧あつを強め、自分の側近へも手を下すようになった。なにせ攻撃魔術はサクラ家の象しよう徴ちようだからな。それなくして淡桜の統治はできない。逆に言えば、強力無比な攻撃魔術を有しているからこそ、歴代女王は女王たりえたのだ」

　カエデの言うとおりだった。淡桜は代々女系の血筋であり、サクヤという例外を除けば全員攻撃魔術の才能に溢れていた。本来、独裁政治とは、自分に味方する人間のみを集めた組織を編成し、苦労して行なうものだが、サクラ家は単独でそれを可能にした。

　それでも、女王たちにも辛かろうじて理性があったので、淡桜は国の形を成し、人々の生活が営まれてきた。

　それを叩たたき壊こわしたのがサクヤの母親。原因はサクヤ自身。

「サクヤ。お前、ジョスカン・ミルウィックについていき、西方大陸で暮らしていたらしいな？　楽しかったか、故郷を滅ほろぼした張本人との甘あまいひとときは」

「カエデ、私は──」

　何と言い訳しようとしたのか自分でも分からない。言葉が続かない。

　私は、ジョスカンが国を滅ぼした男だと知りつつも、それに憧あこがれてあとを追いかけていきました。そして世界各地で虐ぎやく殺さつを行なうのを傍ぼう観かんし、ジョスカンが死んだあとは、イルミとキャロライナという善良な人たちの家に転がり込み、幸せに暮らしています。今は淡桜ではなくマリィという少女を助ける為に動いています。

　──それが、淡桜滅めつ亡ぼう以降にサクヤが歩んだ人生だった。

　はっきりいって、この場で斬り伏せられても文句を言えないほど身勝手な行動だった。

「ふん。まあ、いい。今いま更さら貴様を責め立てても仕方がない。それよりも、ウツシヨ様がお呼びだ。さっさと着き替がえてついてこい」

　見れば、サクヤが着ていた服が折りたたまれて枕まくら元もとに置かれていた。

　言われたとおり、サクヤは寝ね間ま着きを脱ぬいでそれを着る。袖そでの中には呪符もそのまま入っていた。

　そして、カエデのあとを黙だまってついていくと、庭へ出た。

　広い庭園には松の木や、橋が架かかった池まであり、美しい東方の景色に、サクヤは一瞬目を奪うばわれた。

「どうだ、なかなか粋いきだろう？　秋鳳の全てを掌しよう握あくしたが、一番気に入っているのがこの庭でね」

　聞こえた声は男性のものだった。

　見れば、池の畔ほとりに一人、長ちよう髪はつの男が立っていた。サクヤへと振ふり向むいた彼かれは、結構な美び丈じよう夫ふであり、表情からは自信が感じ取れた。何かを誇ほこっているというより、素すの表情がこれなのだろう。

「カエデ。お前はもう下がって良よいぞ」

「はっ！」

　男に命じられたカエデは、短く返事をするとサクヤの視界から消えてしまった。

　これで庭園にいるのは、サクヤとこの男だけという事になる。

「さて、お初にお目にかかる。我われは秋鳳国王、ウツシヨ・サキモリだ。そなたは淡あわ桜ざくらの姫ひめ君ぎみ、サクヤ・サクラに相そう違いないな？」

「私に何か用？」

　サクヤは珍めずらしく敵意を込めた目で相手を睨んだ。

「ふむ。まずはこちらの非礼を詫わびたい。ここへ招待するのに強引な手段をとってしまった。許して頂けるかな？」

「そんな事はどうでもいい」

「そうか、それは良かった」

　サキモリはそう言って笑う。サクヤはそれが癪しやくに障さわって仕方がなかった。

「それよりも。どうして秋鳳は淡桜に軍を展開したの？　あそこは貴方あなたの土地じゃない」

「そう、我の土地ではない。そこが問題だ」

　サキモリの言動は、一々芝しば居いがかっていた。国王という立場から考えれば、人々を扇せん動どうする才能があると見て取れる。だが、初対面の男が目の前で自分に酔よいしれている光景は、控ひかえめに言ってもウザったい。

「ところで、そなたとカエデは幼おさな馴な染じみみらしいな。久しぶりに会って何か話したかね？」

「……別に」

「そうか。しかし、カエデは礼れい儀ぎ正ただしい子よなぁ。昨年、我が秋鳳を乗っ取り国王となったとき、カエデは我を陛下と呼んできたのだ。まったくこそばゆい気持ちになったよ。無論、すぐに矯きよう正せいしたよ？　やはり、おなごに呼ばれるのならば、名前に様付けが最も心ここ地ちよい。陛下などという他人行ぎよう儀ぎな呼び方より、よほど支配欲を満たせる」

　否、ウザったいのではない。この男は──

「変態」

「そうか、変態かね。昔からよく言われるよ。カエデもそうだし、ほとんどの者が等しく我を変態と評する。しかし、それは我が誰に対しても分わけ隔へだてなく接しているという証あかしであろう。実に誇らしい事だな。はっはっは」

　サクヤは何か、今まで感じた事のない恐きよう怖ふを感じた。もしかすれば、この男はアリスよりタチが悪いのではないかと思ってしまう。

「私に、何の用」

　思わず一歩下がりながら、もう一度同じ質問をした。

「ああ、そうだった。大切な用があるのだ。サクヤ姫ひめよ、我と──結けつ婚こんしよう」

　もう限界だった。サクヤは袖から呪符を取り出し、サキモリに向かって全力で投げつけた。しかし、呪符はその効力を発揮する前に燃え上がり、消し炭となって風に流されていく。

「──っ？」

「我は淡桜を軍事的に支配した。だが、それでも我の土地ではない。そなたという淡桜王家の生き残りがいる以上、政治的にはそなたの土地だ。無論、我に異を唱える者などいないがね。我自身が納得していないのだよ。形式を無視するのは美しくない。故に、我とそなたが結婚すれば、正式に淡桜を秋鳳の一部とする事ができる。それに何よりも、サクヤ姫。そなたは美しい」

　サキモリは跪ひざまずき、サクヤの手を取って口づけをしようとした。サクヤは速そつ攻こうでそれを払はらい、強きよう烈れつなビンタをお見み舞まいしてやった。しかも、それだけにはとどまらず、サキモリの顎あご下したへ膝ひざ蹴げりを喰くらわせてやった。

「嫌いや」

　サクヤは短く、しかしハッキリと断る。だが──

「はっはっはっは」

　仰あお向むけに倒れるサキモリは愉ゆ快かいげに笑っていた。

「サクヤ姫の脚は美しいな。それで蹴けられるのならば何万発でも褒ほう美びでしかない。踏ふまれるのも悪くなさそうだ。どれ、試ためしに我を踏むがいい」

　サクヤは既すでに取り乱していた。

　どうして自分はこんな男と会話しているのだろうか。カエデはどこに行ったのだ。カエデは自分の事を恨うらんでいるのだろうが、せめて今だけはそばにいて欲ほしい。むしろ誰でもいい。このさいアリスでも構わないから、サキモリと二人っきりになるのは勘かん弁べんして欲しいと願った。

　そして遂ついにサキモリは立ち上がった。サクヤは身構える。

「しかし、残念だな。我との結婚は嫌か。それならば致いたし方かたあるまい……戦争だな」

　不ふ吉きつな言葉をサラリと言う。

「そなたは淡桜王家の人間だ。それに対して戦いを挑むという事は、すなわち正式な宣戦布告だ。婚こん姻いんによる平和的解決を拒こばむならば、これしかあるまい」

　空気が一変した。

　サキモリの表情は変わらない。

　だが、彼が臨戦態勢に入ったのだと分かった。

　庭園に魔ま力りよくが充じゆう満まんしているのだ。無論、放っているのはウツシヨ・サキモリ。

　このふざけた男は信じがたい事に、ジョスカンに匹ひつ敵てきするほどの魔力を持っている。

　それが今、サクヤへと敵意を向けていた。

「さて、かかってこい──などと優やさしい言葉はかけんよ？　聞き分けのない女性に折せつ檻かんするのも、我はなかなか好きなのでね」

　瞬しゆん間かん、サキモリが立つ地面が隆りゆう起きした。

　屋根よりも高く盛り上がり、彼はそれに乗って上っていく。

　見上げるサクヤと、見下すサキモリの構図。

「ああ、やはり高い場所は落ち着くな。それではサクヤ姫、攻撃を開始するぞ。淡桜を我に差し出す決心がついたときは降参するがよい」

　そして呪言がサキモリの口から奏かなでられてた。

「火か鬼き招来、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう──」

　今度は地面に亀き裂れつが入る。そこから炎が吹ふき上あがった。

　その炎は人の形を作っていく。

　身長はサクヤの倍以上。メラメラとたゆたっているので正確な姿は分からない。しかし、額から二本の角を生やしているように見える。

　それは東方に伝わる魔ま物もの、鬼おにそのものだった。

　だが、サクヤは先手をとり、鬼が動き出す前に呪符を投げつけた。先程のように術の発動そのものが妨ぼう害がいされる事はなかった。そして目標へ近づき爆ばく発はつする。

　激しい風が巻き起こって、鬼を形成する炎を吹き散らした。

　ところが、効果はなし。

　風によって霧む散さんしたように見えた鬼は、瞬きする間に炎を強め、すぐに元の姿に戻もどってしまう。

　おそらく、魔力の源であるサキモリを倒たおすか、もしくは炎を完全に消さない限り、何度でも復活するのだろう。

「サクヤ姫。そなたは攻撃魔ま術じゆつが使えぬかわりに、回復魔術が得意らしいな。ならば、こやつの攻撃でも死にはすまい」

　サキモリは山の上にあぐらをかき、花でも愛めでるようにサクヤを見下ろしている。

　二人の位置の差が、そのまま実力の差。

　彼が余よ裕ゆうを見せているのは当然の話だ。サキモリ本人はおろか、余興のように出した鬼にすらサクヤは傷をつける事ができない。勝敗は誰の目にも明らかだ。

「やれ」

　術者の声に従い、鬼は無言で動き出した。

　炎の拳こぶしをサクヤ目がけて振り下ろす。たったそれだけの動作だが、巨きよ体たい故ゆえに並の威力ではない筈だ。少なくともサクヤを炭にするだけの火力はあるだろう。

　反射的に防ぼう御ぎよ結界を張り、直ちよく撃げきを避ける。しかし炎は防いだが、鬼の拳は質量を持っていた。殴られた衝撃で、サクヤの体は投げ飛ばされる。

　宮城の壁かべにぶつかったサクヤは、衝撃で呼吸が止まり血を吐はく。前面にだけ結界を張ったのが仇あだとなったのだ。

　もっとも、すぐに血の龍りゆうが動き出し、全ての傷を治してしまうのだろう。

　そう思い、サクヤは地面に倒れていた。が、血龍は現れなかった。

「……？」

　傷はそのまま。痛みがいつまでも残っている。

　起き上がると血が滴したたり落おち、地面に模様を描えがいた。龍になる気配はない。

　どうなっているのだろうか。この血はサクヤの意志と無関係に動き、龍となって傷をふさぐはずだ。今までそうだったではないか。

「おや、どうした、噂うわさの回復魔術を見せておくれ。次は死んでしまうぞ？」

　鬼の炎が一層眩まぶしく輝き出す。

　離はなれていても肌が焼やけ焦こげそうだった。

　あの火力は危険だ。

　殴られるのならば一瞬だが、もし掴つかまれたり踏まれたりすれば、長い間、炎にさらされる事となる。そうなれば、サクヤの防御結界でも防ぎきれないだろう。

「……こんな熱量を放てば、宮きゆう殿でんも燃えてしまう」

「心配は無用だ。既に防御結界を張っている。自分の家に放火するほど、我は酔すい狂きようではないぞ」

　酔狂に見える、と言ってやりたい。が、残念ながらその余裕はなかった。

　庭園は既に灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化し、その中心点に立つ火鬼はサクヤを睨んでいる。

　鬼が攻撃を繰くり出だした瞬間、サクヤは即そく死しする。血龍が再生を行なわない以上、それを回かい避ひする手段は残されていなかった。

「では、見せておくれ──」

　サキモリは楽しげだった。まるで演劇を楽しむ観客のようだった。

　──ふざけるな。

　自分は見世物ではないとサクヤは激げき昂こうする。

　カエデに斬きられるのは仕方がない。マリィに屠ほふられるのは構わない。だが、こんな男に殺されてたまるものか。

　鬼が炎を撒まき散ちらし、その巨腕をサクヤへ振り下ろす。

　その刹せつ那な、サクヤの中で何かが弾はじけた。それは長年にわたり封ふう印いんされてきた、サクラ家本来の術。サクヤは、これこそが自分の力だと即そく座ざに確信する。それほど魂たましいに馴な染じんでいた。

　血龍が、鬼へ攻撃を始めた。

　サクヤの足あし下もとにできた血ち溜だまりから飛び出してきた一匹ぴきの龍。人一人を丸まる呑のみにできそうな大きさ。今までサクヤの体を再生させていた龍とはまるで別物。

　それが自身の体を鞭むちのようにしならせ、鬼へ体当たりしたのだ。その速度は、まさに目にも止まらぬもの。サクヤは血龍を自分の一部として知覚しているから動いたと感知できたが、傍はた目めからは何が起きたのか分からないだろう。

　結果、サキモリの鬼は消しよう滅めつした。

　初め、龍は鬼の胴どう体たいを両断した。その後遅おくれてきた風圧が炎を霧散させる。あまりにも短い出来事だった為、火鬼は再燃する事ができず、そのまま跡あと形かたもなく消え去った。

「ほう……話が違うな。確かそなたは、攻撃魔術が使えない筈。しかし、これも一興。サクラ家に伝わる龍とは一度戦ってみたかったのだ。気持ちがいいな。さあ、もっと激しく我を攻せめたまえ」

　サキモリは自分の鬼が敗れても、少しも怯ひるまなかった。それどころか、もっと劇を盛り上げろとはやしたてる。

「……望みどおりに」

　サクヤはそれに応こたえる。

　生まれて初めて使った、まともな攻撃魔術。今までどんなに願っても使えなかった。しかし、こうして発動してしまえば、なぜ使えなかったのかが分からない。

　念じれば、龍は自在に動き回る。自分の手足を動かすより簡単だった。

　そして、サクヤの体から流れた血の飛沫しぶきが新たな血溜まりを作り、そこから更さらなる龍が生まれてくる。

　自分でも驚くほどの魔力密度だった。サクラ家が限度を超こえた弾圧を行なっても、反乱が起きなかった理由がうかがえる。逆らえるわけがない。

　サクヤは自分の力に打うち震ふるえていた。今ならジョスカンとも互ご角かくに戦える、と。

「楽しめるものなら、楽しめばいい」

　合計九本の赤い龍が、サクヤの意志に従い、サキモリへ矢の如く向かっていった。

「無論、楽しむさ」

　血龍はサキモリが座る土の山を粉ふん砕さいしていく。足場を失ったサキモリは、浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつを使い、高度を維い持じする。そこへ九本の血龍が再さい突とつ進しんをしかけた。

　これは防ぎようがないだろう。そうサクヤが思った途と端たん、

「竜りゆう魂こん具現、急々如律令──」

　言こと霊だまと共に、激しい爆ばく音おんが鳴なり響ひびいた。

　笑えみを浮かべるサキモリの前面に、一枚の鏡が出現した。それは信じがたいほど均一な仕上がりで、光を完かん璧ぺきに反射している。

　だが、サクヤが鏡に感想を持つ前に、血龍がそれに激げき突とつした。いかに見事な仕上がりであろうとも、薄い鏡など戦せん闘とう時に役立つ筈がない。

　それが普ふ通つうの鏡であったなら──

「ふむ。なかなか素す晴ばらしい威力だよサクヤ姫。故に、そなたは覚かく悟ごしたまえ。自身が放った力がそのまま返ってくるのだから、因果応報。誰だれにも文句は言えんぞ？　まあ歯を食いしばるがよかろう」

　まっすぐ進んでいた血龍は、鏡に触ふれた拍ひよう子しに、進行方向を反転させた。つまり、サクヤへ向かって突つき進すすむ。

　サクヤはギリギリのタイミングで防ぼう御ぎよ結界を張った。

　もっとも、サクラ家の才能は攻撃に偏かたよっている。

　つまり、サクヤ・サクラの攻撃魔術は、サクヤ・サクラの防御魔術では防げない。



「なるほど。術者の魔力が切れると同時に、血龍も消滅するか……ああ、考えてみれば当然の事だが……自分の意志とは無関係に再生し続けるという話は、どこへいったのだ？」

　地上に降りたサキモリは、意識を失ったサクヤを見下ろしながら、「つまらん」と吐はき捨すてる。

「まあ、我が勝ったのだから、淡桜は我のもの。正式な調印はサクヤ姫が目覚めてからだが……ところでカエデよ？」

「はっ！」

　サキモリとサクヤの戦闘が終しゆう了りようしたと同時に、カエデは主あるじのそばへ跪き控えていた。

「お前、先程まで入軍試験の試験官をしていたのだろう？　面白そうな者はいたか？」

「面白そうの基準は私如ごときには分かりませんが……強き者は見つけました」

「ほう……」

　サキモリは感かん嘆たんの息を漏もらす。

　何せ、カエデはプライドが高い少女だ。滅めつ多たな事では他人を褒ほめない。そのカエデが認める者とはどんな人物なのだろうか。

「それはどのような男だ？　一人だけか？」

「それが……西方の竜を連れた二人組でして……片方は女です。それも十歳前後の小さな……」

「ほう、お前を唸うならせる者が二人も同時に現れたか」

「いえ、私が剣けんを交えたのは少女のみです。男は魔ま術じゆつ師しだと言っていましたが、直接戦ったわけではないので実力は未知数です。しかし少女の方は、その剣けん士しなのですが……怪かい物ぶつでした」

「負けたのか？」

　サキモリは率そつ直ちよくに聞いた。

　カエデは一瞬の沈ちん黙もくののち、頭を深く下げる。

「……申し訳ありません」

「謝あやまる事はないぞ。百戦して百勝とはいくまい。だが、興味深いな。我とカエデが出会ったのは三年前か？　あのとき、お前は祖国を失い、自じ暴ぼう自じ棄きになって放ほう浪ろうしていたな」

「ウツシヨ様っ、そのような昔の話を……」

「ん？　お前にとっては昔かも知れんが、我にすれば三年前など昨日の事と変わらん。そして我はお前を一目見て、『欲しい』と思ったわけだ」

「……ウツシヨ様は荒こう野やで出で会あい頭がしら、突とつ然ぜん攻こう撃げきを仕し掛かけてきました。正直、今でもどうかと思っております」

「おや？　この我に意見を申すのか、カエデよ」

「め、滅めつ相そうもありません。私はただ……あれほど清すが々すがしく負けた事はなかったので……どう足あ掻がいてもこの人には生しよう涯がい勝てぬと確信しました。だから私はウツシヨ様についていくと決めたのです」

　カエデは顔を上げた。すると、その頬は少し赤らんでいた。

　叩きのめされて喜ぶとは、途と方ほうもなく珍ちん妙みような性せい癖へきを持つ女だな、とサキモリは笑う。そういった意味でもカエデは逸いつ材ざいだった。手に入れて本当によかったと思っている。

　だが、サキモリがカエデに最も期待しているのは、今のところ戦闘面だった。

「お前は剣一本で魔術師に対たい抗こうできる。そのお前を同じ剣でねじ伏ふせ、あまつさえ怪物と言わせた。正直、想像がつかん。しかも十歳の少女だと？」

　サキモリは想おもいを巡めぐらせる。そして、あるいは──と心当たりにぶつかった。

　それは魔ま性しようの女に率いられた、幼子の軍勢。

　狙われる理由は十分にある。何せ、サキモリはアーティファクトを持っているのだ。遅おそかれ早はやかれ、直接対決は避けられない。

　しかし、カエデが続けた言葉で、サキモリの懸け念ねんは消えてしまう。

「少女は、自分をキャロライナ・ギルズベイルと名乗っていました」

「……ああ、ギルズベイルか。そうか、そういう存在もあったな。しかし、如何に世界最強の一族といえど、十歳でカエデを凌りよ駕うがするか。滅亡したと風の噂で聞いたが、眉まゆ唾つばだったか？」

「おそらくは。しかし、ギルズベイル一族は、おおよそ百人程度いると聞きました。つまり、私と戦ったキャロライナと同等の実力者が、あと百人いるのです。それを思うと私は──」

　カエデは拳を強く握にぎりしめ、肩を震わせた。

「東方最強の五輪流は、世界から見れば井いの中なかの蛙かわず、という事になってしまうか。まあ、お前もまだ十七だ。伸びしろは存分にある。それに、そのキャロライナ・ギルズベイルは見た目に反して百歳を越こえており、一族最強だった──というオチもありえるぞ？」

「まさか……」

　カエデは疑ぎ惑わくに満ちた声を上げる。

「何を驚く。現に、見た目と実じつ年ねん齢れいがズレている男が、こうしてここにいるではないか」

　サキモリは手を広げ、優ゆう雅がな姿勢をとった。

　すると、待ち構えていたように風が吹き、サキモリの髪かみをなびかせた。

「ウツシヨ様は特別でしょう……というより、私はまだウツシヨ様のお歳としを知らないのですが……」

「ああ、それは秘密だよ。人はある程度、無知でいた方が楽しく生きられるというものだ。まあ歳を明かさないのは単なる趣しゆ味みだが──さて、カエデよ。お前はサクヤ姫を部屋まで運んで寝かせてやれ。それから、ギルズベイルの少女と魔術師へ、謁えつ見けんの間に来るよう伝えろ。我が待っている、と」

「たかが新兵二人に、お会いになるのですか？」

「たかが、ではないだろう？　それに伝説のギルズベイルをこの眼めで見てみたい。何か問題でも……ああ、そうか。ギルズベイルが少女ゆえに、我に会わせたくないのだな。なぁに、案ずるな。我は見てのとおり常識人だ。幼子に妙みような気はおこさんよ。嫉しつ妬となど無用だぞ──」

「承知しました。二人へ伝えておきます」

　カエデはサキモリの言葉を遮さえぎるようにして声を重ね、サクヤを担かついで庭園から出て行ってしまった。

　怒おこったのかと思いきや、どこか呆れたような表情をしていたのが面おも白しろい。

「ふむ。カエデも近ちか頃ごろ、生意気な反応ができるようになったのだな。可愛かわいいな、いと愉快なり」

　サキモリはカエデの後ろ姿を見送り、その成長を喜びつつ笑った。



　　　　　４



　サキモリはかつて、西方大陸に滞たい在ざいしていた時期がある。

　その経験からいえば、西と東の文化には様々な違いがあるが、謁見の間はどちらもさほど変わらない。

　意い匠しようの違いは当然ある。だが、ようは高いところに座った王が、他の者を見下ろす構図なのだ。これは万ばん国こく共通といっても過言ではない。

　現に秋鳳もそうだ。

　サキモリが謁見の間に呼びつけた魔術師とギルズベイル、それと連れの子こ竜りゆうが、並んでこちらを見上げていた。

　見下して見上げられる、というのがたまらない。

　生まれてきたからには、この座にいなければつまらないとサキモリは常々思っている。

　俗ぞく的てきで結構。自分より格上は、美しいが認めたくない。

　そして、目の前にいる魔術師とギルズベイルは、かなりの実力者のようだが、少なくともサキモリよりは格下だ。

　故に楽しい。存分に虐いじめよう。

　サキモリがそう決意し笑みをこぼすと、魔術師とギルズベイルが揃そろって不ふ愉ゆ快かいそうにした。どうやら、こちらの心の中を見み透すかされてしまったらしい。

　サキモリは、自分が他人へ不快感を与あたえる達人であると自負していた。ただ無言で睨にらみ合あっているだけで、相手のはらわたを煮にえくりかえす事ができる。

　とはいっても、サキモリは別に醜しゆう悪あくな顔をしているのではない。むしろ美形と称しようしていいだろう。それでも多くの者が、『もう会いたくない』と評価してくれる。だが、サキモリが命じれば、相手は嫌でも会わねばならない。国王とは実に素す敵てきな立場であると、サキモリは気に入っていた。

「名乗れ」

　まずは、圧あつ倒とう的てき高みから命令口調を投げつけてみる。

　二人の名前など、とうに承知だ。それどころか、彼らは、逢おう魔まの町にサクヤと共に上陸した者たちなのだと一目で分かった。

　サキモリの間者スパイは東方大陸のいたるところに放たれている。逢魔にも、俗ぞく称しよう『食堂のおばちゃん』が配置されており、西から船で来る者を常時監かん視ししている。

　その情じよう報ほう網もうに淡桜王家の末まつ裔えいサクヤ・サクラがかかり、カエデに命じて捕とらえさせたのだ。

「イルミ・ミルウィックです、陛下」

「……キャロライナ・ギルズベイルです」

　ギルズベイルの少女は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうだった。思った事がそのまま顔に出る性格のようだ。年ねん齢れい相応で可愛らしい。イジりがいがありそうだとサキモリは心を躍おどらせる。

「ふむ。その子竜は何という？」

「アシュト、です」

「ギギ！」

　アシュトはキャロライナの頭の上にしがみつき、周囲をジロジロと見回していた。警けい戒かいしているのではなく、単純に珍しがっているように見える。

　竜殺しのギルズベイル一族が子竜を連れているというのは、皮肉が効いていて実に面白い。

「では、イルミとキャロライナよ。その方らは、秋鳳の新兵となったわけが……何なに故ゆえに我わが軍へと入った？　西方大陸から来たのであろう。カエデを倒すほどの実力があるなら、向こうの国でも重用してくれたのではないか？」

　ここでサキモリは真っ当な質問をぶつけた。

　なぜならサキモリは初め、十歳の少女がカエデを倒したと聞き、敵の襲しゆう来らいではないかと疑った。

　その疑惑は未だ完全には消えていない。

　敵──彼女らが動き出せば、それは星の終しゆう焉えんを意味する。サキモリといえど楽しんでばかりいられないのだ。

















「金か、地位か、あるいは力か？　西方にはそれらが不足していたか？」

「仰おつしやるとおりです、陛下」

　イルミはかしこまり答えた。

　彼が嘘うそをついているのは見え見えだったが、サキモリは敢あえて聞いてやる。

「西方大陸の情勢は現在安定しています。小規模な戦いくさはあっても、僕ぼくやキャロライナが力を発揮できる戦場はない……だから海を越えて陛下の下もとへ参ったのです。覇は道どうを行く秋鳳──陛下についていけば、僕らの力を存分に使えると、そう信じております」

「なるほど、己おのれの力を試したいのだな。それは叶かなえよう。東方大陸の統一まではまだ時間がかかる。戦が不足する事はありえんよ。だが、それだけではあるまい？　わざわざ海を越えてまで戦いを望むような者たちが、大人しく人の下につくなど考えられない。戦場が欲しいなら、それこそ自ら仕掛ければよいだけだ。違うか？　反乱、造反、謀む反ほんに下げ克こく上じよう。徒党を組んで開戦だ。魔術師とギルズベイルの組み合わせなら、小さな国を乗っ取るのも可能だろう。無論そのあと、そなたらの存在を危険視した大国がこぞって攻め入ってくるだろうが、それこそ望むところ。待ち望んだ大戦争だ、あっぱれ。何も我の下で甘んじる事はあるまい。なんなら、今この場で乱を起こしてくれても構わんよ？　我が直々に迎げい撃げきしてくれよう」

　サキモリのその意見は、別にふざけていたのではなく、むしろ正直な気持ちだった。

　もし自分がイルミの言うように、戦場を求めていたならば──思い立ったが吉きち日じつと、即座に王の首をとる。

　それを実行したからこそ、今こうして玉座にいるのだ。

　ところが、イルミとキャロライナは茫ぼう然ぜんとしていた。呆あつ気けにとられているらしい。

　この時点で、イルミの主張が嘘であると確定する。

「……陛下は全すべてお見通しの様子。ならば正直に答えましょう。実は、陛下がアーティファクトを所有しているという噂が西方まで届いていました。それを是ぜ非ひ、一目見たいのです」

　アーティファクトという単語が飛び出し、サキモリは反応する。

　それは秋鳳の生命線だ。

　如い何かにサキモリが伊だ達てと酔狂で動いているとはいえ、アーティファクトだけは失うわけにはいかない。

「ほう、見たいだけか？　欲しいのではないか？」

「……いえ、まさか」

　イルミはいよいよ言葉に詰つまる。

　核かく心しんに迫せまられるとボロが出る辺り、実に若い。

　どうやら、イルミもキャロライナも、サキモリが想定していた敵とは違うらしい。が、狙ねらいはアーティファクトだ。

　もっとも、サキモリはこれまで偽ぎ造ぞうもせず派手に暴れていたのだから、このような者たちが今まで現れなかったのが不思議なくらいだった。

　さて、どうしたものかとサキモリは思案する。

　アーティファクトを奪う為ために襲おそってきたところを返かえり討うちにして遊んでやるか、それとも屈くつ服ぷくさせて手て駒ごまにするか。

　カエデを倒すほどの者なら、正直、部下に欲しい。

　サキモリにはまだまだ力が必要だ。東方大陸を統一しようとしているのもその為だ。

　何せ、敵は遥はるかに強大。しかも、その背後には神が控えているのだ。

「ところで陛下。一つ質問させて頂いても宜よろしいでしょうか？」

　サキモリが自分の世界に入り込んでいると、突とつ然ぜんイルミが意思を表明した。

　それは少々意外な発言だった為、サキモリは笑みを深める。

「許すぞ。申してみよ」

「はい。実は……この紅舞憐についてから聞いた噂なのですが、陛下は淡桜の王族と婚姻を結ぶとか？」

「ああ、そのつもりだが？」

　サキモリは意図して軽く返した。

　それによってイルミとキャロライナの表情が険しくなる。

「その方ら、淡桜王家と繋つながりでもあるのか？」

「いえ、そういうわけではありませんが……淡桜は三年前に滅んだと聞いています。王族に生き残りがいたというのが驚おどろきで……」

「そうか。まあ、我も最近知ったのだがな。しかし……本当に繋がりはないのか？　キャロライナはどうして我を睨んでいる。我の婚姻がそう気にくわないか」

　ギルズベイルの少女は、鋭するどい目つきを作り、口をへの字にしていた。

　他の国なら不敬罪で首をはねられそうな態度だった。

「べ、別にサクヤの事なんか知りません……」

「ほう、そうか、知らぬか。だが、妙だな。我が婚こん約やくしたのは確かにサクヤ・サクラであるが、なぜその名をそなたが知っている？　もうそこまで噂になっていたか？」

「あ！」

　キャロライナは慌あわてて口をふさぐが、もう遅い。

　イルミは肩かたを落とし、アシュトはため息を吐く。

　これで全て台無し。わざわざ入軍試験を受けてまで侵しん入にゆうしたのに、完全に怪あやしまれてしまった──と、彼らはそう思っている事だろう。

　とんでもない。

　台無しになどするものか。怪しんでいたのは初めからだ。捨てるのは、存分に遊あそび尽つくしてからに決まっている。

　そもそも、ネズミが二匹入り込んだ程度で慌てていては器うつわが知れるというものだ。まるで美しくない。

「いやはや、噂とは恐おそろしいものだな。まあ、そなたらの事はある程度分かった。秋鳳の為に尽くすがよい。もう下がってよいぞ」

　サキモリは何事もなかったように、手の平を振ふって退出を促うながした。

　何もツッコミが入らなかった事に、イルミとキャロライナは心底戸と惑まどいを浮かべている。

　その顔が実に愉快で、サキモリは上じよう機き嫌げんになった。
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「ウツシヨ様と何の話をしていた？」

　謁見の間から外に出ると、カエデが待ち構えていた。

　正直なところ、イルミは彼かの女じよが苦手だった。

　凜りんとした表情に、美しく整った容姿。硬かたい口調で、必要最低限の事しか言わない。同じ無口でも、サクヤには抜ぬけている部分があったが、カエデにはそれがない。いわゆる堅かた物ぶつであり、付き合いにくい。

　無論、サキモリに比べれば万倍マシだったが。

　ほんの十数分の会合だったが、サキモリという人間を嫌けん悪おするには十分すぎる時間だった。はっきり言って三秒あれば事足りた。やはり支配欲に駆かられた魔術師は、総じて性しよう根こんが腐くさっているのだろう。

「別に、大した話じゃないよ。どうして秋鳳軍に入ったのかとか、世間話さ」

「本当にそれだけか？　……まあいいだろう。それより、貴様らは今日からこの宮城を守護する事になる。案内するからついてこい」

　カエデはそう言って、勝手に一人でスタスタ歩き始めた。

　その態度に、キャロライナは頬ほおを膨ふくらませる。

「むー、私カエデも嫌きらい。偉えらそう！」

「うん、ちょっと絡からみにくいね。でも、偉そうなんじゃなくて、ぶっきらぼうなだけだと思うよ」

「そうかなぁ？」

「だって、カエデは親衛隊の隊長なんだろ。だったら、新兵の僕らからすれば上官だ。なのに、僕が思いっきりタメ口聞いても、何にも言わなかった。悪い人じゃないと思うよ」

「うー」

　イルミがカエデを庇かばうと、キャロライナは上うわ目め遣づかいになって妙な声を出す。その腕うでの中に抱だかれたアシュトも一緒に睨んでくる。

「どうしたのさ？」

「別に！　カエデは美人だもんね！」

「うん……？　何だかよく分かんないけど、機き嫌げん直してよ」

　イルミは笑ってキャロライナの銀ぎん髪ぱつを撫なで上あげる。

　すると彼女は黙り込み、ジッと撫でられるがままになった。そして少しずつ頬が赤く染まっていく。

「あれ？　熱でもあるのかい、キャロライナ」

「ないわよ。頭撫でられたら誰だって赤くなるでしょ！」

「そうかな？」

「そうなの！」

　よく分からない押おし問もん答どうをしていると、廊ろう下かの向こうからカエデの怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。

「おい貴様ら！　神聖な宮城でイチャつくなっ！　そういう破は廉れん恥ちな行こう為いは夜に外でやれ。外出許可くらいくれてやる」

　すると、キャロライナの赤かった頬が、ますます深しん紅くになっていき、それが体全体に広がって、頭から煙けむりを吹き出した。

「べ、べべべべべべべべ別に、イチャついてなんかいないしッ！　どう見たらそう見えるのよ！　私が、イ、イルミと、夜に、外で、その、破廉恥な、ああああああああっ！」

　キャロライナは蒸気機関でも積んだかのように、パワフルな動きでドタバタと走り回る。目もグルグルと回っていた。

「な、何だ、急に大声を出して……ああ、分かったから少し静まれ。確かに年の差がありすぎるな。そのような趣味の者もいると聞きき及およんでいたので、てっきりそうなのかと思ったが、許せよ」

「そうよ、そうなのよ！　私はイルミの事なんて何とも思ってないんだから！」

「そうか。十歳ならまだ恋こいも知らぬだろうな……全く、私はこのような幼子に敗れたのかと思うと、自分がつくづく情けない」

「じゅ、十歳って言ったァァァァァァアッ！」

　それはキャロライナにとって禁句だった。いわば暴走因子であり、理性を粉砕する引き金だった。

「む？　十歳ではないとするなら、九歳か？　もしや八歳……？」

「うぎゃあああああっ！　許さなぁぁぁぁぁぁいっ！」

　キャロライナはアシュトを投げ飛ばし、背せ負おった剣に手をかけた。

「うわっ、キャロライナ抑えて抑えて！」

「放せ、成敗してやるのよっ！」

　イルミは急いでキャロライナを羽は交がい締じめにしたが、何せ相手はギルズベイルだ。本気を出されたら一いつ瞬しゆんで引きはがされてしまう。

「ギギギ！」

　アシュトも一いつ生しよう懸けん命めいキャロライナの腕にしがみついて引っ張り、それで何とかキャロライナは剣を抜くのを思いとどまった。

「どうしたのだ、私が何をしたと言うのだ！」

　事態をまるで把は握あくしていないカエデは、目を白黒させて戸惑っている。

「……いいか、落ち着いて聞いてくれ。キャロライナは…………十四歳なんだ」

　そのイルミの説明に、

「──な、にィッ？」

　カエデは氷の表情を融ゆう解かいさせ、目を見開いて驚いた。その視線の先では、キャロライナが鼻息荒あらく怒っている。

「バカを言え。こんな豆まめ粒つぶみたいに小さな幼子が、私と三つしか違ちがわないだと？　何だ、発育が極きよく端たんに遅れたのか？　それとも西方ではこれが普通なのか？」

　そのカエデの発言により、キャロライナの銀色の髪が風も吹かないのに逆立つ。

　このままでは戦いを避さけられないとイルミは絶望する。

　二人が戦えば、宮城に穴が開くだろう。

　そう判断したイルミは、最後の策を取った。

「キャロライナ、ごめん！」

　イルミは彼女の肩に両手を置き、魔力を放つ。それは一万ボルトの電でん撃げきとなって、小さな身体からだを駆け巡った。

「ビバボボボボブベベベベベベボッ！」

　電撃を浴びたキャロライナは、聞いたこともない不思議な悲鳴を上げた。

　悪いと思いつつ、イルミはプッと噴ふき出だしてしまう。それから倒れてきたキャロライナを慌てて抱きとめる。

「ギギギッ！」

「ごめんよアシュト……でも、こうでもしないとキャロライナは止まらないだろ？」

「ギギィ……」

　子竜は悲しげに呻うめき、ぐったりする主人を見つめた。

「……何やらよく分からんが、その、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　取りつく島もなかったカエデは、連続するトラブルに感情を乱し、キャロライナを心配する表情を見せてくれた。

　その事にイルミは嬉うれしくなる。ようやくまともに会話ができそうだ、と。

「ああ、多分大丈夫だよ。キャロライナは頑がん丈じようだから……ほら、キャロライナ、起きて」

　イルミはキャロライナの肩を掴み、かるく左右に揺ゆさぶった。

　すると、閉じていた眼がゆっくりと開かれ、それから周りをキョロキョロと見回した。

「あれぇ……？　ここはどこ。私は誰？」

「君はキャロライナ。ここは秋鳳だよ」

「ふにゃぁ……私はきゃろらいなぁ……そうだったような、そうじゃなかったような」

　未だ意識がハッキリしないキャロライナは、自分の脚あしで立ちながらも、フラフラと揺れていた。

「うん、そのうち元に戻るさ」

「貴様、キャロライナの記き憶おくが戻ったら殺されるぞ」

「……覚悟はしてるよ」

　イルミはカエデの指し摘てきに頷うなずき、訪おとずれるであろう破は滅めつへと想いをはせた。

「ところでカエデ。さっき陛下に聞いたんだが……陛下は淡桜王家の人と結けつ婚こんするんだって？　確か、サクヤ・サクラって人と」

「何だ、ウツシヨ様はそんな話までしたのか。まあ、その予定になっているが、それがどうした？」

「いや、深い意味はないけど……それってお姫ひめ様さまだろ。どんな人か見たいなぁと思ったんだけど、どこにいるか教えてくれたりはしないだろうね？」

　イルミは期待せずに聞いてみた。

　ところが、意外にも返ってきた答えは、

「別に構わんぞ」

　了りよう承しようだった。

　イルミは自分で言っておきながら驚いてしまう。国王の妻となる人と、どこの馬の骨とも知れない新兵を会わせてしまってもいいのだろうか。

「そもそも、サクヤと結婚するなどと、ウツシヨ様の気まぐれにすぎない。淡桜王家の者を妻とすれば、淡桜の領土を手に入れることができる、などと言っていたが……既にあの土地は秋鳳が支配している。実際にはサクラ家が所有権を持っているからといって、そんなものに配はい慮りよする必要はまるでない。東方大陸の統一を目指しているのだから、他国への配慮も思し慮りよの外だ……ようはウツシヨ様の趣味なのだ。飽あきたら即そく離り婚こんだよ。まったく、サクヤもいい迷めい惑わくだ」

　なるほど、とイルミは納なつ得とくした。

　あのウツシヨ・サキモリは、一目会っただけで変人と分かった。それも可能なら関かかわり合あいになりたくない類たぐいの変人だ。そんな男が一人の女性を生涯愛し続けるというのが想像できない。

　極端な話、カエデは今回の結婚が『破談してもいい』とすら考えているのだろう。

「陛下はかなり気まぐれな人らしいね」

　イルミは極きわめて控ひかえめにサキモリを批判した。するとカエデは、

「何だ？　貴様、ウツシヨ様を愚ぐ弄ろうするか」

　自分が一番サキモリの悪口を言っていたくせに、イルミが口を開いた瞬間、氷の表情に立ち戻り、刺さすように睨んできた。どうやら、自分がサキモリを批判するのはいいが、他人がするのは許せないようだ。

「そんなつもりは断じてないよ」

「ならばよい。だが、覚えておけよ。ウツシヨ様に悪意を抱く者、刃は向むかう者、敵対する者……それら全て私が両断してやる。誰であろうとな！」

　そう宣言したカエデの瞳ひとみには、燃えるような忠誠心が宿っていた。

　しかし、それ以外にも別の感情がこもっているように見えたのは、イルミの気のせいだろうか。

　もしやカエデは、サキモリの結婚が『破断した方がいい』とすら思っているのかもしれない。だとすれば、ありがたい。イルミはこれからサクヤを救出しようとしているのだ。そうすれば当然、秋鳳の兵に追われる事となる。そのとき、兵をまとめているカエデが消極的になってくれれば、イルミとしては非常に助かるのだ。

　──まあ、しばらく様子見だな。

　イルミは思考を巡らせながら、カエデの後ろをついていく。

　キャロライナはまだ寝ね惚ぼけていて、アシュトに手を引かれながら歩いていた。
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　紅舞憐──宮城上空。

　もはや鳥ですら到とう達たつできない高度に、三つの影かげが静止していた。

　クリスフォード。マリィ。エリーゼ。

　それぞれがそれぞれの思いを抱かかえて、眼下の四角い都市を見下ろしていた。

　アリスへの忠誠──

　サクヤへの後ろめたさ──

　破は壊かいと吸血の衝しよう動どう──

　だが、三人の共通する目的は一つだけだ。

　アーティファクトの入手。その為に集結し、その為に襲しゆう撃げきする。

　決行は今、まさにこの時。

「殺す数は、できれば千に……最大でも二千に抑おさえてください」

　クリスフォードは他ほかの二人へ、アリスから授さずかったメッセージを伝える。

　いわく、大量の魂を一度に送り込むと、そのショックで孵ふ化かする危険性があるらしいのだ。

　もはやフィーリアは最終段階に入っている。世界各地で起きている異常気象がその証しよう拠こだ。エリキシルの花の大量開花も、低緯度でのオーロラも、季節外れの紅葉も、全ては破滅の兆きざしだった。

「たったの二千ですか？　あらあら、それでは優やさしく襲わなければ、あっという間に上限に達してしまいますわ」

　エリーゼが残念そうに呟つぶやいた。

「エリーゼ、言っておきますが、これはアリス卿きようが──」

「ええ、分かっていますわ。大丈夫、心配しないでくださいな。わたくしにも分別はありますから……何とか二千に抑えてみせましょう。ただ、数え間ま違ちがえたらごめんなさい」

　それはとても不ふ吉きつな言葉だったが、しかし今更作戦を中止するわけにもいかない。

「マリィ、身の危険を感じたらエリーゼから離れなさい。貴女あなたに何かあったら、アリス卿に怒られてしまいます」

「うん……」

「まあ、酷ひどい。わたくしとマリィはお友達なのですよ。離れる必要がどこにありましょう？」

　エリーゼは感情のこもらない笑みで、マリィの肩に手を添そえた。

　クリスフォードはもう一度、紅舞憐を見下ろした。

　突とつ入にゆうすれば、未み曾ぞ有うの大混乱が巻き起こる。エリーゼがどう動くかなど、この場にアリスがいても予測は不可能だろう。それでもやるしかない。これ以上の問答は不要だ。

「では、行きましょう。各自の健けん闘とうを期待しますよ」

　クリスフォードの言葉を合図に、三人は宮城へと落下を始めた。

　おそらくは、アーティファクト同士の激突となる筈はずだ。

　それは史上初。未だ誰も経験した事がない、神域の戦いとなるだろう。
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　サクヤはまた夢を見ていた。

　何もない黒い空間で、一人ぼんやりと立っている。

　これは夢だと分かっているのに、何か途方もない不安に駆られて、サクヤは走り出した。

　どこまで行っても闇やみばかりで、誰かに会えるわけでもない。

　それでもサクヤは叫さけんだ。

　──イルミ！

　──キャロライナ！

　いつも一いつ緒しよにいた、あの二人へ。

　助けて、と思いを飛ばす。

　だが、声が出ない。全ては暗くら闇やみに吸い込まれていく。

　そして、代わりに現れたのは、救いではなく怨おん念ねんだった。

　以前、淡桜の森で出会った九きゆう尾びの狐きつね。それが目の前に立ちふさがる。

　まるで、サクヤには希望を持つ資格はない、と言わんばかりに。

「なぜ貴様は生きている。恥はじを知らぬのか？」

　狐は言葉を発した。まるで世せ界かい中じゆうの殺意を一点に集めたような声だった。

　サクヤの鼓こ動どうが急激に早くなる。

　──そう。私は恥はじ知しらず。

　死ぬべきなのだ。誰に言われなくとも、まともな羞しゆう恥ち心しんさえあれば、とうに自決しているだろう。

　ところが、今のサクヤは生きたいと願っていた。

　その願いに、九尾の狐は激しい怒りをぶつけてくる。

　淡桜王家に生きる価値なし。一人残らず皆みな殺ごろし。この怨うらみ晴らさずに消えてなるものか。息絶えろ、滅ほろび去され。それが淡桜で死んでいった者の総意である──と。

「だが、サクヤ・サクラよ。かつて、貴様は森で私の分身の一つを助けようとした。故ゆえに私は貴様へ希望をたくす事にしたのだ。サクラ家に、一人でもまともな人間が生まれたのなら、その一人が民たみを幸せにし国を豊かにしてくれるのなら──そう信じて貴様の攻こう撃げき魔ま術じゆつを封印し、回復魔術を授けた。しかし、何だ、貴様の生き様は。淡桜を滅ぼした張本人であるジョスカン・ミルウィックと行動を共にし、回復魔術を奴やつの為に使用し、破壊の拡大に一役買った。そして再び回復魔術を会え得とくしようと修練を重ねている。私の分身が抜け、攻撃魔術が使えるようになった貴様は、その力に快感を覚えたであろう？　秋鳳の王が繰り出した火鬼を倒たおしたとき、喜びを得たはずだ。それが貴様の本ほん性しよう。残ざん虐ぎやく極きわまりないサクラ家の血だ。故に死ね。即座に死ね。自害しろ。腹を斬きって臓ぞう腑ふを引きずり出し、目玉を抉えぐって喉のどを潰つぶせ。外に飛び出して、大勢の前でのたうち回って死ぬがよい。それを千回くり返しても貴様の一族が犯おかしてきた罪は償つぐなえぬ。しかし喜べよ。私が貴様の魂を取り込んで無限地じ獄ごくを与えてやる。一万種の死に方を一万回味わわせてやる。さあ、どうした。虫けらのように無残に逝いけ」

　サクヤは母親にうけた拷ごう問もんにより、痛みを苦痛だと思えぬようになっている。たとえ体を引き千切られても、全身を焼かれても、そよ風が吹ふいた程度にしか感じない。

　なのに、九尾の言葉は痛かった。苦しくて仕方がない。

　──いや……もう、許して。

　かつて、拷問され始めたばかりの頃ころ、サクヤは何度も何度も許しを請こうた。鞭むちを全力で振り下ろす母親へ、絶ぜつ叫きようを上げながら頼たのみ込こんだ。

　それ以来、何年ぶりかの懇こん願がん。

　その結果は今も昔も変わらない。ただ相手の怒りを助長しただけだった。

「それが貴様の答えかサクヤ・サクラ。他人は何人死のうとも、自分だけは生きたいのだな。怒りを通り越して呆あきれかえるわ。もはや貴様を人とは思わぬ。たんなる障害物。排はい除じよの対象として、慈じ悲ひもなく踏ふみつぶす。貴様と共にいた二人も同様だ。淡桜へ攻せめ入いった秋鳳も滅ぼすぞ。国王は無論、淡桜を捨てた剣士も殺す。全て薙なぎ払はらう。滅尽滅相、塵ちりも残さず死に絶えろ。一人たりとも生かしはしない」

　──待って！　皆みなは関係ない。私を殺せば済む事。何度でも殺していいから！

「聞かぬ！　なぜなら私は怨念の塊かたまり。それを生み出したのは貴様の一族だ。故に私の破壊は全て貴様の罪。その重さを嘆なげく良心が残っているなら、狂くるい泣なき叫さけぶがよい。それが私の中に渦うず巻まく怨念たちへの慰なぐさめだ」

　サクヤが手を伸のばすと、九尾の狐は消えていく。

　止めなければ、止めなければ、止めなければ。

　自分のせいで人が死ぬ。イルミが死ぬ、キャロライナが死ぬ、カエデが死ぬ、秋鳳が滅ぶ。否いや、それで済むのだろうか。もう九尾はその程度で止まらないだろう。誰を殺そうと恨うらみは晴れず、ただひたすらに疾しつ走そうする破壊の化け身しんとなってしまう。

　自分の死では償えない、超ちよう弩ど級きゆうの大罪。

　誰でもいい。自分をこの暗闇から出してくれと願う。早く九尾に追いつき、あらゆる手段を講じて許してもらわなければ。

　もう誰にも死んで欲ほしくない。自分が一万回死ぬのを一万回くり返すだけで防げるなら安いもの。それでも駄だ目めなら一億回を一億回くり返してもいい。

　だから、誰か──



「サクヤ、サクヤ！」

　名を呼ばれて目覚めると、既すでに夜だった。

　全身を汗あせが伝い、寝ね間ま着きが肌はだに張り付いて気持ちが悪い。

　ボンヤリとした頭で考えを巡らせても、何が起きたのか分からなかった。

　理解できたのは、寝ねている自分をイルミとキャロライナが見下ろしている事実だけ。

「……久しぶり？」

　いまいち状じよう況きようがつかめず、サクヤは疑問形で声をかける。

　すると二人は胸を撫で下ろした。

「あーよかったぁ。このボケた感じはいつものサクヤね。凄すごいうなされてたから心配したじゃないの」

「ギギギ！」

　いつの間にかアシュトが布団ふとんの上に乗っかり、サクヤのおでこをツンツンと叩たたいてくる。サクヤはアシュトを抱き上げながら布団を剥はぎ、上半身を起こした。

「キャロライナの言うとおりだよ。何か怖こわい夢でも見ていたの？」

　イルミは笑いながら言った。

　彼かれらの顔を見ていると、徐じよ々じよに頭が晴れてきた。

　ここは秋鳳の宮城だ。そしてイルミとキャロライナは助けに来てくれたのだろう。

　そうだ、自分は敵地に一人だったのだ。

　それに思い至ったときサクヤは、今まで自分が緊きん張ちようしていた事に気付いた。意識していなくても、一人が怖かったのだ。

　イルミとキャロライナ、それにアシュトと再会して、肩の力が一気に抜けた。

　それにしても、イルミの言うとおり、何か怖い夢を見ていた気がする。しかし思い出そうとしても、思い出せない。

「サクヤ？」

　押おし黙だまったサクヤを、イルミが怪け訝げんな顔で見つめてくる。

「……見ていた夢を忘れてしまった」

「なんだ、深刻な顔をしているからどうしたのかと思ったら、そんな事を悩なやんでいたのか。夢なんてそんなものだろ」

「そーそー。でも、詳くわしい内容は思い出せないのに、雰ふん囲い気きだけは分かるのよね。楽しい夢を見たあとは起きてからも何となく楽しいし、怖い夢を見たあとは……」

　言いかけてキャロライナはブルブル震えだした。

「キャロライナは怖い夢を見たと言って夜中に私を叩き起こし、トイレまで同行させた事がある」

「うわぁぁあっ！　サクヤったら何言い出すのよ！」

　キャロライナは大声を上げながらサクヤの口をふさいだ。

　すると同様にイルミがキャロライナの口をふさぐ。

「静かにっ。僕らはこれでも侵しん入にゆう者しやなんだよ。こんな夜中に、国王の結婚相手の部屋にいるところを見られたら、どう言い訳するんだ？」

「むむ、むごご」

　キャロライナはモゴモゴしていて何を言っているのか聞き取れないが、謝罪しているようだった。

「さて、無事にサクヤと会えたけど……これからどうするかだね。いっそこのまま逃にげようか。花はな嫁よめがいなければ結婚は不可能だ」

「サキモリの鼻をあかせるのね！　今すぐ逃げるべきよ！」

　どうやらイルミとキャロライナも、あのサキモリに会ったらしい。あれは誰から見ても腹が立つ男だ。一ひと泡あわ吹ふかせたい気持ちはサクヤにもよく分かる。

　しかし、だからこそ、逃げるという選せん択たくは有り得ない。

「むしろ、今から三人でサキモリの寝ね込こみを襲うべき」

　その提案は、二人にとって思慮の外だったようで、唖あ然ぜんとされてしまった。

「何を驚いているの？」

「いや、だって……」

「ちょっと無む茶ちやすぎない？　いや、私はそれでもいいけど……」

　躊ちゆう躇ちよする二人に、サクヤは自分の意志を述べる。

「そもそも、私たちが東方大陸に来たのはアーティファクトを手に入れる為。幸い、まだアリスの影はない。だったら今が好機」

　正論である、とサクヤは自負していた。滅めつ多たに意見を言わないサクヤだが、ここは譲ゆずる気はない。

「だけど、相手は仮にも一国の王様だよ？　その所有物を奪うばうって事は、つまり国に喧けん嘩かを仕し掛かけるって事だ。どう考えても僕らが悪者にされる。実際、誰が見たって反逆者だ」

「心配は無用。サキモリは私に宣戦布告した。つまり、淡桜と秋鳳は戦争状態にある。侵しん略りやくを受けている淡桜が秋鳳へ反はん撃げきするのは当然。大義名分を語るまでもない」

　サキモリ自ら言ったのだ。

　サクヤは淡桜の王家。それに対して戦いを挑いどむという事は、すなわち正式な宣戦布告である──と。

　故に、これからサクヤがやろうとしている事は、強ごう盗とうでも反乱でもない。立派な防衛戦なのだ。これを批難できる者など誰もいない。

「……分かったよ。どのみちアーティファクトを手に入れるには、サキモリと一戦交えるしかないんだ。今がそのタイミングだってサクヤが言うなら、そうしようか」

　イルミは軽く言い放った。

　しかし、どんな屁へ理り屈くつをこねても、他人からは国家転てん覆ぷくの企くわだてに他ほかならない。

　成功して西方大陸に逃げ帰ってしまえば問題ないが、もし失敗して捕らえられれば只ただでは済まないだろう。ほぼ確実に死し刑けいだ。

　キャロライナが無茶と表現したのは正しいのだ。イルミも当然それを分かっているだろう。

　その上で同意してくれた。

「ありがとう……」

　その一言しか言えない自分の表現力のなさに腹が立つ。

　だが、イルミは笑って頭を撫でてくれた。

「礼を言う必要はないよ。アーティファクトが必要なのは、三人の意志だ。そうだろ、キャロライナ」

「そうよ。私たち仲間じゃない！」

「ギギギ」

「あ、ごめん。アシュトも入れて四人だね」

「ギギィ」

　彼らのやり取りに、サクヤの頬が緩ゆるんだ。

　自分は幸せだと感じる。幸せすぎて逆に不安になる。

　何者かがこの幸せを恨んでいるのではないか。間もなく破局が待ち受けているのではないか。そう思ってしまう。

　そして──



「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね」



　夢の中でくり返された言葉が押おし寄よせ、サクヤは硬こう直ちよくする。

　何だ、何の夢だったのだ。この圧倒的な悪意は並なみ大たい抵ていではない。

　思い出さなければ、皆が死ぬ。

　そんな予感ばかりが溢あふれだして、肝かん心じんの夢の詳しよう細さいが分からない。

　イルミたちがサクヤの異変に気が付き、大丈夫かと尋たずねてくる。

　問題ない。早くサキモリを倒そう──そう言おうとした矢先。



　空から巨きよ大だいな魔ま力りよくが三つ落ちてきた。








第三章　九尾乱入





　　　　　１



　秋しゆう鳳ほうの首都、紅こう舞ぶ憐れんを轟ごう音おんが貫つらぬいたのは、日付が変わろうとしている真夜中だった。

　人々は眼めを覚まし、何事かと外へ出る。そして、宮城から上がる真っ赤な炎ほのおを見つけるのだ。

　昨年、クーデターを起こし、新たな王となったサキモリは、東方大陸の国という国へ進しん撃げきし、領土を拡大していった。そのツケが回ってきた。ついに首都に直接攻こう撃げきを仕掛ける者が現れたのだ──多くの者はそう考えた。

　しかし、実体は違う。

　現状、サキモリは侵しん略りやく者しやで独裁者だが、決して暴君ではなかった。侵略された国は、単に支配者が変わっただけで、それまでの生活を捨てるような状況に追い込まれてはいない。

　故に、将来はともかく、アーティファクトを所有する現状の秋鳳へ攻撃を仕掛けるのはリスクが高すぎる。そんな事をするのは、サキモリを上回る異常者であろう。

　サクヤの部屋から庭園へ飛び出したイルミは、燃え広がる炎と、その中心に立つ小さな人ひと影かげを目もく撃げきした。

　赤い髪を二つに結ゆい、緑色のエプロンドレスを着た、幼い少女。その可か憐れんな外見には全くそぐわぬ禍まが々まがしいデスサイズを握り、無言でこちらを見ていた。

　マリィだ。

　アリスの仲間である彼女がここにいる理由は、アーティファクトしか考えられない。つまり三みつ巴どもえとなる。いや、既に先を越されているという可能性すらあった。

「何事だ！」

　そしてカエデも庭園に現れた。彼女は炎に包まれた庭園を見て眉まゆをつり上げ、そしてたたずむマリィへ刀を向けた。

「……貴様がやったのか？」

　その問いにマリィは答えない。

「沈ちん黙もくは肯こう定ていと受け取るぞ。ウツシヨ様の宮城を襲撃するなど、いい度胸だな。子供といえど容よう赦しやはしない。このまま斬きり伏ふせる！」

　カエデはマリィに斬りかかった。

　デスサイズと刀が激しくぶつかり、二人は炎の奥おくへと消えていく。

　それを見たサクヤは顔色を変えた。

「駄目、マリィ！」

　サクヤも続いて炎の中へ飛び込んでいく。呼び止める間もなかった。

　仕方なく、イルミとキャロライナは、そのあとを追いかけようとする。

　しかし──

　紫むらさき色いろの疾しつ風ぷうが目の前を横切り、二人まとめて跳はね飛とばされた。

「何だッ？」

　イルミが叫んだと同時、疾風は宮城の壁かべを駆け上り、空を宙返りしながら突っ込んできた。それに対し、五ご芒ぼう星せいを広げ迎撃態勢をとる。

　だが、イルミの眼前にキャロライナが割り込み、抜き放った剣けんでそれを受け止める。甲かん高だかい金属音が響ひびき渡わたる中、キャロライナは叫んだ。

「こいつの相手は私がする！　イルミはサキモリの所へ行ってアーティファクトをぶんどってきなさいよ！」

「あらあら、勇ましいお嬢じようさんですわ。貴女、とっても美お味いしそう」

　キャロライナの剣とぶつかったのは、白い服と紫の髪をなびかせる少女だった。歳としはマリィよりやや上。左目を眼帯で隠かくし、残った右目は不気味に見開かれている。笑っているのだが、そこからは感情が見えてこない。怒おこっているようにも見えるし、悲しんでいるようにも見える。喜き怒ど哀あい楽らくの全てが混じり合っており、極論をいえば人間ではなく、動く人形に見えてしまう。

　その少女は信じがたい事に、キャロライナの剣を素す手でで掴つかんでいた。

「どうせ、こいつもアリスの仲間なんでしょ。グズグズしてたらアーティファクト盗とられちゃうじゃない！」

　キャロライナの言うとおりだった。

　マリィが現れ、別の少女が現れ──そして落ちてきた魔力はあと一つ。

　現状、動けるのはイルミだけ。ならば考えるまでもない。

「キャロライナ、絶対に無理しちゃ駄目だよ！」

「分かってるわよ。少しくらい私の事、信用して！」

　キャロライナは目の前の少女を蹴け飛とばし、剣から引きはがす。

　少女はギルズベイルに蹴けられたというのに、表情を変えずに着地し、痛がる素そ振ぶりも見せない。

「ギギギ」

「ごめん、アシュトは空に逃げてて！　一緒には戦えないよ」

　強敵、に違いなかった。

　だが、イルミはそれ以上戦いに目を向けず、もう一つの魔力を追って走り出す。

　信用しろ。そう言ったキャロライナがとても頼もしく見えたから。

　だから振り返らない。

　そして見つめる先には、謁えつ見けんの間があった。



　　　　　２



　サキモリは玉座に腰こし掛かけ片かた肘ひじをつき、襲しゆう撃げき者しやを待っていた。

　予告があったのではない。事前に情報をつかんだのでもない。

　単純に予感がしただけ。

　その自分の予感を信じ、こうして誰だれが来るのかも分からず、ジッとうかがっている。まるで獲え物ものを待つクモのようだった。

「ようやくか──」

　そう呟いた刹せつ那な、謁見の間の天てん井じようが貫かれ、一人の男がおりてきた。

　待ちわびた敵手は、部屋の中央に立ち、少しも臆おくさずサキモリを見つめてきた。

「名を、聞こうか」

「クリスフォード・アスロックです。ウツシヨ・サキモリ陛下」

「ふむ……」

　サキモリは、男を値ね踏ぶみするように眺ながめる。

　期待していたほどの者ではなさそうだった。むしろ、昼間に会ったイルミ・ミルウィックの方が強く見える。

　しかし、このクリスフォードの眼には、何やら決意じみたものがあった。同時に成なし遂とげてみせるという自信も溢れている。

　その根源が知りたい。

「アリスの配下、か？」

「いかにも。つまり貴方あなたの後こう継けい者しやですよ、陛下」

　クリスフォードの言葉に、サキモリは眉をひそめる。

　それはサキモリにとって、数少ない汚お点てんの一つだった。この自分に、他人を崇すう拝はいしていた時期があったなど、思い出したくもない。

　だが、このクリスフォードという男は、サキモリの忘れたい過去をひっさげて、こうして自分の前に現れた。こちらに敵意を持っているのも明らかだ。

　つまり生かして返す理由は一つもない。

「後継者か……面白いな。どれ、先せん輩ぱいとして一つ、力の差を見せてやるべきだろうな」

　そしてサキモリは呪言をつむぐ。

「雷らい鳥ちよう招来、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう──」

　眩まばゆい稲いな妻ずまが走り、それが鳥の形を作っていく。空中放電によって謁見の間は昼間よりも明るくなった。

　まずは小手調べと、雷鳥をクリスフォードにぶつける、つもりだった。

　しかし、それは少々見くびりすぎだったらしい。

「アーティファクト、アクセス──ザクルィトエ・アナンシ」

　クリスフォードが意い趣しゆ返がえしとばかりに言葉を放った刹那、雷鳥を無数の鎖くさりが締しめ上あげていた。

「ほう」

　サキモリの口から、思わず感かん嘆たんの息が漏もれる。

　その鎖は何もない空中から発生していた。それが一体いつ現れたのか、サキモリの目には映らなかったのだ。それこそ瞬まばたきをする間に雷鳥を拘こう束そくしたとしか思えない。

　鎖はそのまま雷鳥を引き千切った。

　これは手加減をしている場合ではないだろう。アーティファクトが相手ならば、全力を出さなければならない。

　サキモリは心を躍おどらせ、玉座から立ち上がった。

　だが、立った瞬しゆん間かん、脚が動かなくなった。否いな、脚だけではない。指一本、ピクリともしない。雷鳥を破壊したあの鎖が、サキモリに絡みついていたのだ。

「いかがですか、サキモリ陛下。どうやら力の差は見れずじまいのようですね」

　クリスフォードは余よ裕ゆうたっぷりに笑っている。

　なるほど、これでは手も足も出ない。

　どうやら彼のアーティファクトの能力は、鎖による対象の拘束。それも、瞬間移動と言えるほどの速度で鎖が動いている。故にまともな方法では回かい避ひ不能。しかし──

「せっかちな男だな。我は嘘うそが嫌いなのだ。見せると言ったら、見せるさ」

　アーティファクトならばサキモリにもあるのだ。

「竜りゆう魂こん具現、急々如律令──反鏡乱らん舞ぶ」

　サキモリと鎖の隙すき間まに、白い光が生まれた。その光は鎖を押しやり、拘束を跳ね返す。

「……ッ！」

「何を驚く。我がアーティファクトを持っているからこそ、お前はここへ来たのだろう？」

　光は鎖を掻かき消けし、そして一枚の板となってサキモリの前にそびえ立つ。

　それは恐ろしく薄うすく平へい坦たんな鏡だった。

　暗い夜の中でも眩まぶしいほど輝かがやいている。まるで光源になったかのようだ。

「アーティファクトの性能に優ゆう劣れつはあるのかな？　いや、それは誰にも分からんだろう。なにせ、アーティファクトの性能を限界まで引き出した人間など存在しないだろうから。そなたも知っているのだろう？　アーティファクトが何であるのかを」

「ええ。手にしたとき、頭に情報が流れ込みました。これはつまり──」

　つまり、アーティファクトとは、ドラゴンズ・ハイロードの魂たましい。

　創造主ティアマトが今までに産んだ、五匹ひきの雛ひなの成れの果て。

　三百億年という気が遠くなる年月をかけて繰くり返かえされた、星の誕生と終しゆう焉えん。

　それはティアマトにとっては単なる繁はん殖しよく活動に過ぎない。

「途と方ほうもない。想像もつかぬ。故に、我われ等らの戦いでアーティファクトの力を完全に出し切るなど有り得ない。ならば、どこまで限界に迫せまれるか──魔ま術じゆつ師しとしての技量の勝負。ああ、なんだ、至し極ごく普ふ通つうだな」

　サキモリが念じると、鏡は左右に分ぶん裂れつし、前面を完かん璧ぺきに防ぼう御ぎよする陣じんを組んだ。

　この反鏡乱舞の能力は、反射である。それも目に見える物理的な攻撃のみならず、サキモリに害を及ぼす、あらゆる事象を跳ね返す。つまり、強制停止という現象そのものを反射する。

「そなたの停止させたいという思念は、この鏡の奥には届かんぞ？　それに、たとえ停止してしまっても、鎖を破壊してしまえば再び行動可能らしい」

　無論、跳ね返せるものに上限はあるのだろうが、サキモリはそれを知らない。そして、それはクリスフォードも同じだろう。彼も拘束できる上限を知らない筈だ。

　故に、この先は未知の攻こう防ぼう。

「さて、睨にらみ合あっていても始まらん。再び我が仕掛けよう」

　サキモリは宣言と共に、火鬼と雷鳥を召しよう喚かんする。

　二体は同時に攻撃を開始し、同時に鎖で破壊された。が、それはサキモリにとって計算済み。既に次の手は打っていた。

　四枚目の鏡を、雷鳥の内部に形成したのだ。それに触ふれた鎖は跳ね返る。

「方向は……ふむ、誘ゆう導どう可能だな」

　口にしたとおり、鎖はクリスフォード目がけて伸びていった。

「──っ？」

　予測外の事態にクリスフォードは動どう揺ようを顕あらわにした。

　若いな、とサキモリは笑う。

　心を乱したとしても、それを相手に気取られぬようにするのが一流だ。一々、顔に出るようでは、アーティファクトを使いこなせる器とは思えない。

　そのクリスフォードは、自分に飛んできた鎖に別の鎖をぶつけた。結果、二つの鎖が空中で停止した。まるで、そこだけが時間の流れから取り残されてしまったかのようだ。

「なるほど、そうなるか。我の鏡も止まったままだが……さて、これからどうなる？」

　反鏡乱舞はあと百枚以上の鏡を形成する余裕がある。一枚や二枚の停止は苦ではない。

　それでも、サキモリにとってアーティファクト同士の戦いは初めての事だ。油断は命取りになる。敵の鎖がこちらの鏡を全て止めるだけの力を持っていれば、一気に劣れつ勢せいとなってしまうのだから。

　だが、現状サキモリが優勢のようだった。

「──解除リリース」

　クリスフォードは悔くやしげに言い、アーティファクトの特性を取り消した。

　停止していた鎖が動くと同時に、サキモリの鏡も自由となる。

「ふむ、解除は一いつ斉せいにしかできないのか。もしくは、そう見せかけて我を謀たばかっているのかな？　どちらにせよ、魔力の総量は我の方が一枚上手と見た。このまま攻防を続ければ、最終的に我が勝つ……が、消しよう耗もう戦せんなどつまらんだろう。敗北は嫌いだが、予定調和も気に食わん。故に足あ掻がけよ。この反鏡乱舞を突とつ破ぱして見せろ」

「それは余計なお世話というものです。言われずとも突破しますよ。その余裕がいつまで続くのか、まあ楽しみにしています」

「言うではないか！」

　サキモリは昂たかぶる。

　そう、まだ余裕がある。深夜に奇き襲しゆうされ、国王自ら一いつ騎き打うちをするという事態でも、サキモリはいささかも焦あせってはいなかった。

　謁見の間には、鏡と鎖が激しく衝しよう突とつした余波が吹ふき荒あれ、景色が歪ゆがむほどの魔力が溢れ出た。

　クリスフォードはサキモリを停止させようとし、鎖を休む事なく飛ばし続けている。だが、絶対的に効力を発揮する筈のアーティファクトは、同じく絶対の効力を持つアーティファクトによって反射されてしまう。

　そこに矛む盾じゆんはない。鎖は『反射』されてしまうが、鏡もまた『停止』しているのだから。

　一見、膠こう着ちやく状態にも見える。

　この勝負を決する要因は、彼ひ我がの魔力差となるだろう。ようは先に力ちから尽つきた方が敗者となる持久戦だ。

　このまま続ければサキモリが勝つのは必然。そんな勝敗が見えた勝負は退たい屈くつだ。

　故にクリスフォードには、戦いの流れを変えサキモリを愉たのしませる義務がある。

「しかし、そなたは魔力の差をどう埋うめる？　我の集中力が切れる瞬間を狙ねらうか？　分が悪いな。我が優勢という事は、手を抜ぬく余裕があるという事。つまり、全力で攻めるそちらが先に切れる道理よ。もっとも、我の読み違い──というのも十分考えられるが」

「いえいえ、私にはそこまで深遠な考えはありません。ただ、背せ負おった信念が違う。そう思うが故に、私は自分の勝利を信じています」

「信念、だと？」

　今やサキモリは、計二十枚の鏡を同時に操あやつり、クリスフォードの鎖を跳ね返していた。むこうの鎖も時間と共に増えていき、もはや幾いく度ど衝しよう突とつを繰り返したか分からない。

　その攻防を続けながら、二人は会話を始めた。

「そう、信念です。失礼ですが、サキモリ陛下。貴方がアーティファクトを手に入れ、東方大陸を統一しようとしている理由は何ですか？」

「知れた事。力を、アリス・フィン・ノンマルスに対たい抗こうする力を手に入れる為だ。そなたはそれを邪じや魔ましに来たのであろう。何を今いま更さら」

　アリスとティアマトの企たくらみにより、フィーリアは間もなく死し屍し累るい々るいの地獄と化す。星そのものが滅ぶのだ。

「ええ、知っていますよ。ですが、貴方からはまるで本気を感じないのですよ、サキモリ陛下。アリス・フィン・ノンマルスに対抗する……なるほど聞こえはいい。ですが実際、不可能だと思っているのでしょう？」

「何……？」

　反鏡乱舞の動きがわずかに鈍にぶる。その程度でクリスフォードの鎖が優位になる筈もないが、サキモリが動揺したのは確かだった。

「貴方は私の前任者だ。百年前、歴史を影から操るアリス卿の存在に気づいた貴方は、ＷＤＧを襲撃した。そうですね？」

　その通りだ。ウツシヨ・サキモリにとって、世界とは自分が中心だった。誰かが裏から操っているなど容よう認にんできなかった。

　ＷＤＧは、その創立時からアリス・フィン・ノンマルスの支配下にあった。故に、ＷＤＧを潰せばアリスへ一いち撃げきを加える事となる。

　そう考えて攻め入り、しかし瞬しゆん時じに叩きのめされた。サキモリにとって生まれて初めての敗北だった。

「そして、貴方はアリス卿に従った。従属する事に快感を覚え、彼女の手足となって働いた。違いますか？」

「いや、違わんよ。そなたの言うとおり、百年前の我はアリスの下げ僕ぼくだった。今のそなたも下僕なのだろう？」

「はい。私はアリス卿に忠誠を誓ちかった下僕。召めし使つかい。犬。奴ど隷れい」

　そう宣言するクリスフォードは、とても誇ほこらしげだった。

　下げ克こく上じようという言葉すら知らないのだろう。

「哀あわれだな──」

　サキモリは偽いつわりなく言った。

「アリスにいくら尽つくしても、それは虚むなしいだけだぞ。ああ、我もかつては彼女の強さと美しさに魅みせられた。軍門にくだったよ。しかし、アリスが見ているのはティアマト唯ただ一人だ。他の存在は玩具おもちやとしか認にん識しきしない。どう足掻いても一番にはなれんさ」

　若かりし頃の、痛い思いで。それを語るサキモリは、酷く感傷的になっていた。

　しかし、クリスフォードはせせら笑った。

　笑しよう止し──と。

「アリス卿がティアマト様だけを見つめている？　そんな事は知っていますよ。だからどうだというのですか」

　その言葉にサキモリは本気で面食らう。

　何を言われたのか一瞬分からなかったほどだ。

「アリス卿は、ティアマト様という絶対者を見つめているからこそ至高なのであり、私たちのような矮わい小しような存在を気に掛かけていては、あの黄金の輝きも曇くもってしまいます。アリス卿に仕えるという事は、すなわち無む償しようの奉ほう仕しなのです」

　クリスフォードの口調に、一いつ切さいの迷いはなかった。

　鏡と鎖の応おう酬しゆうは、未いまだサキモリが優勢だ。それでも、サキモリは自分が追い込まれているのを感じ取った。

　クリスフォードを哀れと見下した自分が、逆に言葉で負けていた。反論する余地を見つけられない。

　二つのアーティファクトによる激げき突とつで、溢れ出した魔力が炎の竜たつ巻まきとなって謁見の間を焼き尽くす。だが、その熱さとは裏腹に、サキモリの心は冷たくなっていった。

「そこに幸せを感じられずに逃げ出した貴方は、負け犬以外の何者でもありません。そうやってアーティファクトを手に入れ、アリス卿の邪魔をしているのは、ようは子供が好きな相手に意地悪をしているのと何ら変わりがない。そのような腰こし抜ぬけの思想では、アリス卿はおろか、私すら倒せませんよ」

　鎖を全て跳ね返し、サキモリは傷一つ負っていない。集中力にも余裕がある。

　対するクリスフォードは、サキモリに攻撃を放てば全て自分へ跳ね返ってくる。それを防ぎつつ、無限に復活を続ける火鬼と雷鳥も相手にしなければならない。防戦一方である。

　圧あつ倒とうするとはこの事であると言わんばかりに、サキモリは優位に立っていた。

　しかし、矢や継つぎ早ばやに浴びせられる言葉の連れん弾だんは、確実にサキモリの心を削けずっていた。

　目の前の男に、尊敬を感じるのを止められない。

　こうまでブレない信念が実在したのかと思うと、自分の矮小さが醜みにくくてたまらない。

　アーティファクトを得た以上、クリスフォードもティアマトの強大さを知った筈だ。

　そんな馬ば鹿かげたスケールの怪かい物ぶつに、アリスは本気で挑もうと考えている。

　すなわち、アリスの精神もまた、人の域ではない。

　それを知った上で、クリスフォードはアリスに尽くすと言っているのだ。何の見返りがなくとも。

「──強いな」

　サキモリは最大限の賞賛を込めて言い放つ。

「されど、勝利を譲る気は毛頭ない。世界の滅めつ亡ぼうに加担するのは、我とて良心が痛む」

　これまでの攻防から、クリスフォードの鎖の動きは見きった。しかも、同時に出せる上限は二十なのもほぼ確定している。ならば話は単純。二十を超こえる火鬼と雷鳥を放てばよい。

　──さあ、この程度で終わってくれるなよ。

　サキモリは切に願いながら、クリスフォードの四方八方から攻め立てる。

　今までクリスフォードが手加減していた様子はない。つまり、二十以上の攻撃を防ぐ手段は持ち合わせていない筈。それでも、この素す晴ばらしい戦いはまだ終わらないとサキモリは信じている。そうでなければ、クリスフォードを賞賛した自分が間違っていたという事になってしまう。

　二十の鎖をかいくぐった四十の攻撃は、炎と雷かみなりの竜巻を起こし、クリスフォードの姿を隠してしまう。だが、サキモリの期待に応えるように、竜巻の中から威い勢せいのいい声が響き渡った。

「ええ、勝利を譲って頂かなくて結構。貴方は私に勝てはしない。つまりアリス卿には輪をかけて勝てない。そのアーティファクト──反鏡乱舞は頂きます！」

　クリスフォードの宣言と同時、炎と雷は一斉に消しよう滅めつする。中から飛び出したのは倍の数となった鎖の群れ。それは獣けものの如ごとき動きでサキモリへと襲おそいかかった。

　見れば、クリスフォードは自らの首筋に注射針を押おしつけ、紫色の液体を流し込んでいた。見るからに毒々しい色だが、彼の魔力は増大している。何の薬か知らないが、ここまでの効力を発揮するなら、副作用もそれなりだろう。

　薬に頼たよる事を卑ひ怯きようとは思わない。むしろ、その覚かく悟ごに喝かつ采さいを送りたい。

「面おも白しろい！」

　思わず声が大きくなる。童子のように胸が躍る。

　やはり、戦いはこうでなくてはならないと心の底から思う。

　一切の手加減なしに、礼節をもって屠ほふりさってやろう。そうサキモリが決めた瞬間、あってはならない乱入者が現れた。

　それは、イルミ・ミルウィック。

　左ひだり腕うでを銀色に輝かせ、謁見の間を包つつむ炎を切きり裂さいて、鏡と鎖の間に飛び込んできた。

　──何だ、何のつもりだ？

　サキモリは呆あつ気けにとられ、それから激げき昂こうした。

　敗北感と、そこから這はい上あがる高こう揚よう感かんを楽しんでいた。今、最高に楽しいのだ。なのに、どうしてこの無礼者は邪魔をするのだろうか、と。

「そなた、如い何かなる信念をもって男同士の戦いを遮さえぎる。引っ込んでいろ！」

「その通り！　退きなさいイルミ・ミルウィック！」

　サキモリとクリスフォードは同時に叫び、同時にイルミへ攻撃を仕掛けた。



　実のところ、イルミは突入するつもりはなかった。

　燃えさかる謁見の間で、サキモリとクリスフォードが戦っているのは外からでも分かった。しかも、どちらも規格外の魔力を放っている。

　そんな場所に乱入するのは愚ぐの骨頂。勝敗が決してから、漁夫の利を得ればいいのだ。

　しかし、イルミはそうしなかった。中から聞こえてくる会話が、イルミを突とつ撃げきへと誘さそった。

「ふざけるなよォオッ！」

　イルミは吼ほえた。その左腕で、迫る鎖を殴なぐり飛とばす。

　鎖から放たれる魔力を見て、触れるのは危険だとすぐに分かった。

　だが、同時に左腕の声が聞こえたのだ。

　──大丈夫。

　それを信じて無心に突つき出だした。

　鎖には何らかの術式が込められているようだった。しかし、イルミの左腕は鎖の魔力を一気に吸い上げ、その効力を発動させなかった。

「──ッ？」

　クリスフォードが次の手を打つ前に、イルミの背中から黒い霧きりが溢れ出した。それは刃やいばの形を作り、後ろから迫る鏡へ突き刺さる。

「無む駄だだ、通らんよ」

　サキモリの宣告通り、黒い刃は跳ね返され、イルミへと逆進した。しかし、イルミはそこへ更さらに左腕を叩き込む。

　自分が放った刃を、自分の拳こぶしで吸収する。そして増ぞう幅ふくして再度噴ふん射しやする。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉおっ！」

　銀色の左腕が黒い霧に包まれ、それは円えん錐すい状じようの槍やりとなった。反射、吸収、増幅の三つのプロセスを繰り返し、数秒後にはイルミの突とつ進しん力りよくがサキモリの反射力を上回る。

　鏡を粉こな微み塵じんに打うち砕くだき、サキモリの喉のど元もとへ円えん錐すいの先せん端たんを差し向ける。だが、直前のタイミングで、真横から雷鳥が、まさに電光石火の速度で体当たりしてきた。その衝しよう撃げきでイルミは吹き飛ばされ、床ゆかに落下する。

　謁見の間には三人の男が立つ構図となった。

　そして、イルミは他の二人へと叫ぶ。貴様ら嘗なめるなよ、と。

　なぜなら、サキモリもクリスフォードも、自分に信念があるから何をしても許されると思っている。

　東方大陸を蹂じゆう躙りんしても自分は許される。サクヤをさらって強ごう引いんに結けつ婚こんしても許される。何人殺しても許される──なぜなら、信念があるから。

「信念がない者は引っ込んでいろ？　退いていろだと？　もう一度言ってやるぞ。ふざけるなっ！　それはつまり、貴様らの信念の犠ぎ牲せいとなって、文句も言わずに死ねという事だろうが！」

　イルミがこうまで怒りを顕わにしたのは、ひとえにサキモリとクリスフォードの主張が、アリスを喚かん起きさせたからだった。

　かつて図書館村で、アリスはキャロライナのはらわたを素手で握にぎりつぶし、イルミの全力をもてあそんだ。あの悔しさは一時も忘れていない。

　そのアリスが言っていた。

　自分は恋こいをした。だから星を犠牲にしても許される、と。

　あまりにも自分本位過ぎて、真面目まじめに語るのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる理り屈くつだ。しかし、アリスは心底信じていた。まるで疑問を挟んでいない。

「信念を持つのは勝手だ。だが、それで他人を犠牲にしてもいいなどと思い上がるなよ。二人まとめてかかってこい、信念なき者に戦う資格がないかどうか、見せてやる！」

　何かを強く目指さなければ足掻いてはいけないのか。ただ平へい穏おんだけを願ってはいけないのだろうか──いいに決まっているだろう。

「ふむ……なるほど。そうまで言うなら加わるがよい」

「アーティファクト同士の戦いに踏み込んだ愚おろかさ、噛かみしめながら死ぬが宜よろしいでしょう」

　サキモリとクリスフォードは共にイルミを睨む。

　しかし、そこに共きよう闘とうしようという意識は感じられなかった。

　すなわち戦いは三つ巴となる。

　イルミは左の拳を握りしめた。
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　マリィとカエデ、双そう方ほうの刃は無数の火花を散らし、宮城を切り裂いて戦いを続けていた。

　デスサイズと刀が激突する度たびに暴風が巻き起こり、柱が折れ床ゆか板いたがめくれ上がる。

　近づく事すら困難。それは安易な気持ちで寄るなという二人の意志に他ほかならない。

　だが、サクヤは敢あえて近づく。特とつ攻こうする。

　血ち龍りゆうを伸ばし、二人の脚あしを払い、刃を絡からめ取とり、何とか衝突をやめさせようと努力した。

　どちらかの味方をしているのではない。

　ただ、マリィにもカエデにも死んで欲しくないだけ。

　しかし、その半はん端ぱな行こう為いに、戦っている双方が激昂してしまう。

「戦う気がないのなら下がれ！　私の両親を殺した淡桜王家の人間が、私の行動を妨さまたげていいと思っているのか。くせ者を殺すのは私の仕事だ、退けぇえっ！」

　カエデは怒りの形相で叫んだ。

「サクヤお姉ちゃんは、私と一緒に来てくれないのに、なのにどうして構ってくるのっ？　そんなんだから私、いつまでもサクヤお姉ちゃんの事殺せないんだよっ！」

　マリィは涙なみだ混まじりに訴うつたえた。

　サクヤは何も言い返さない。二人の言う事はもっともだと思うから。

　サクヤの母親が国を乱し、カエデの親を殺した。その原因はサクヤ自身にある。もはやサクヤは、カエデに死ねと言われればその場で腹を裂かねばならないほど負い目があった。

　マリィは自らの意志でアリスを選んだ。ならばマリィを助けるというのは、全すべてサクヤの自己満足に過ぎない。

　二人から見れば、サクヤの存在は邪魔なだけだ。

　それでもサクヤはどちらにも死んで欲しくはなかった。

　何と罵ののしられようと、殺し合いを止めたかった。自分が無数の罪を犯したからこそ、もう誰にも死んで欲しくない。全員助けたい。

　殺し合うくらいなら、二人で私を殺せばいい──サクヤはそう願った。

　もう血龍は再生能力を失っているというのに。

　そういえば、どうして再生能力がなくなってしまったのだろうか。思えば、淡桜で子こ狐ぎつねを見かけてから何かが変わってしまったような気がする。

　あの森で出会った──九尾の狐。

　そこに思い至り、サクヤは蒼そう白はくになった。先さき程ほどまで見ていた夢が瞬時に再生された。

　どうしてこんな大切な事を忘れていたのかと自分の愚かさを呪のろった。

　あの怨念の塊かたまりは、滅尽滅めつ相そうと言っていたのだ。ここで小こ競ぜり合あいをしている場合ではない。皆みな殺ごろしにされる。

「二人とも、止まって！」

　しかしサクヤの声は剣けん戟げきの音に吸い込まれ、誰にも届かない。
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　ギルズベイルの超ちよう動どう体たい視し力りよくでも追い切れない物体が、中庭を走り回っていた。

　それが踏みしめた地面は巨大な土柱を上げて捲まくり上あがり、轟音で鼓こ膜まくが破は裂れつしそうになる。

　突とつ風ぷうでキャロライナを薙なぎ払はらいながら、紫むらさき髪がみの少女は屋根の上に着地し、月を背景に見下ろしてきた。

「貴女まだ生きていますのね？　とぉっても強いですわ……美味しそう。ねえ、わたくしとお友達になりましょう。ああ、申もうし遅おくれました。わたくしの名前はエリーゼ。貴女のお名前を聞かせてくださいな」

　エリーゼの左目は眼帯で覆おおわれ、残った右目は正気の色が微み塵じんも見えない。貼はり付つけたような薄うす笑えみを浮うかべ、仕草だけは優ゆう雅がにスカートを広げる。

「化け物め……っ！」

　キャロライナの剣は、既にエリーゼの体を数十回にわたり斬きっている。始めの内、人を殺した経験がないキャロライナは、刃を向けず剣の腹で殴るようにしていた。だが、そのような手加減が必要ないとすぐに分かった。

　斬っても斬れない。

　エリーゼは間違いなく素手だ。服の下に何かを仕込んでいる様子もない。

　にもかかわらず、彼かの女じよはキャロライナの剣を手の平や腕うで、あげく首筋で受け止め防いでしまう。

　つまり攻撃が通じない。エリーゼは回避行動をとる必要もなく、ひたすら好きなように走り、キャロライナをいたぶっていた。

　キャロライナは五感と直感を全力で稼か働どうさせて、紙かみ一ひと重えでエリーゼの体当たりを避さけていた。それでも、近くを素す通どおりされるだけで全身を切り刻まれてしまう。

　そして、遂ついに真正面から直ちよく撃げきを喰くらった。

「アハハハ、アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「──くっ」

　何とか剣を盾たてにするが、踏ふん張ばりがきかず、キャロライナは真後ろへ吹っ飛ばされてしまった。エリーゼの突進も止まらず、二人絡まって宮城の壁を貫き、室内を転がった。

「こぉ、んのっ！」

　キャロライナは覆おおい被かぶさるエリーゼの腹を蹴り飛ばし、彼女を天井まで突き飛ばした。だが、エリーゼは少しも慌あわてる事なく反転して天井を蹴り、再加速して突っ込んでくる。

　キャロライナは起き上がり様に剣を振ふった。エリーゼの腕とぶつかり、硬かたい金属音が鳴る。

　これが気にくわない。人と刃がぶつかって、どうして金属音なのだ。生き物を斬る手て応ごたえとはまるで違ちがう。剣と剣がぶつかったときのそれだ。

　エリーゼは白いドレスがボロボロになっているだけで、本人はいたって無傷。それに比べて、キャロライナは致ち命めい傷しようこそ負っていないが、全身傷だらけだ。

　劣勢は否定しようもない。

　しかし、キャロライナは昂ぶっていた。

　なぜなら、剣一本で、自分の力だけで超ちよう常じようの者と対たい峙じしているのだから。

　かつてはウエスト・ドラゴンに殺されかけ、ジョスカンには玩具にされた。あのとき助けてくれたイルミはそばにいない。助けてくれないのだ。

　その状じよう況きようでも、自分は戦えている。苦戦はしているし、痛くて泣きそうだ。それでもまだ立っている。剣を握りしめている。敵から目をそらしていない。

　ハイロードの力を使わなくても、キャロライナ・ギルズベイルとして戦えている。

　故にキャロライナは、生まれて初めて『自分の戦い』という実感を味わっていた。

















「あらあら、とっても痛そう。ねえ、わたくしに血を吸わせてくれませんか？　血を吸われたお友達は皆みな、初めは痛がっていましたがすぐに大人しくなってしまいましたわ。とっても気持ちよさそうな顔をして……だから、貴女の血も吸って差し上げます。痛みも何もかも、わたくしにくださいな──」

「うるさいわね。そんなに私の血が飲みたいなら、力ずくで飲めばいいでしょ！　その前に倒たおしてやるけどね！」

　闘とう志しが全身を支えていた。そこに相手への憎にくしみや怒りは介かい在ざいしない。純じゆん粋すいに勝ちたいという戦士の欲求だけが湧わき上あがる。

　もっと強くなりたい。相手を殺したいからではなく、何かを破は壊かいしたいからでもない。ただただ、自分が行けるところまで行きたい。

　だから──

「さっさと、かかってきなさいよ！」

「ああ、何てお優やさしい。こんなにもわたくしと遊んで下さるなんて。では、お言葉に甘あまえて、楽しく解体いたしましょう。貴女となら素す敵てきなひとときを過ごせる予感がしますわ」

　ところが、エリーゼとキャロライナの決着は先送りとなった。

　街の外から宮城へ向けて、九本の尾おを生やした狐きつねが突っ込んできたのである。
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　イルミの左腕にクリスフォードの鎖が巻き付く。

　停止の効力が働く前に魔力を吸い上げ、黒い霧が矢となって放たれる。しかし、その矢にも鎖が巻き付き、止まってしまう。

　銀色の左腕と違い、黒い霧には魔力吸収能力は備わっていなかった。

　ならば直接クリスフォードを殴ればいいだけの話だ。そう考えたイルミは彼に接近する。

　しかし──

「迂う闊かつですよ！」

「──チッ」

　イルミの足あし下もとから鎖が伸び、左ひだり腕うでを避けて体に巻き付いた。それでイルミの前進は止められてしまう。

「こんなものォオッ！」

　唯一動く左腕を足下に叩きつけ、鎖を根元から破壊する。

　だが、その行動は大きな隙すきを生み、クリスフォードに攻撃のチャンスを与あたえてしまった。彼は腕に注射針を突つき刺さしドーピングしたのち、増大した魔力を解き放つ。

　落らく雷らい。

　それも途方もなく強力なものだ。眩い閃せん光こうと共に地面に大穴ができ、一撃で謁見の間が吹ふき飛とんだ。無論、雷が落ちたのはイルミである。

　防御結界を貫いて、電でん撃げきが全身を駆かけ巡めぐる。細さい胞ぼう一つ一つを焼かれるような痛みだった。

　以前戦ったとき、クリスフォードはここまで強力な魔力を有していなかった。短期間でこうまで変わるものだろうか。

「アーティファクトは何も固有能力ばかりが強力なのではありません。むしろ、単純な魔力量の増幅こそが真価だと私は思います」

　その言葉を聞きイルミは初めて、クリスフォードがアーティファクトを持っていると気が付いた。

　サキモリのと合わせて二つ。むしろ好都合だ。双そう方ほう叩たたきのめして両方奪い取ってみせる。

「お前の雷、吸収したぞッ！」

　電撃が全身を走ったという事は、つまり左腕にも流れたという事。そこから吸い上げた魔力を、黒い霧として吐はき出だす。

「ならば再び止めるまでです！」

　鎖の弾だん幕まくが迫せまり来くる。それら全てを打ち落とそうとイルミが狙いを定めたとき、上空から声が聞こえた。

「そなたら、我をのけ者にして盛り上がるな。寂さびしいではないか。

　寵ちよう臣しん招来、急々如律令──大だい楓かえで！

　我が親愛なる腹心の偶ぐう像ぞうに潰つぶされ消え去るがいい」

　呪言により作り出されたサキモリの新たな傀かい儡らいを見て、イルミとクリスフォードは呆気にとられ、思わず動きを止めてしまった。

　それは山のように大きな、カエデだった。

　宮城の敷しき地ちを跨またいでそびえ立ち、絶望的に大きな刀を右腕で振り上げる。その頭の上からサキモリの戯たわ言ごとが流れてくる。

「どうだ美しいであろう？　足下にいるそなたらには、カエデの着物の中がよく見えるか。ああ、少女の服の中を覗のぞき見みるとは、何と恥はじ知しらずな男共か。故に天てん誅ちゆうを下すがいい大楓」

　振り下ろされた刀は、薙ぎ払うようにして、宮城を横一文字に叩き斬った。

　地面が深く抉えぐられ、土ど砂しやが街へと降りそそぐ。

　その震しん動どうと音は、おそらく地平線の向こうまで届いていただろう。

　だが、今のイルミには、自分以外を気に掛ける余裕がなかった。何せ、刀が狙っていたのはイルミとクリスフォードなのだから。

　不覚にも、気絶してしまった。それほど長い時間ではない筈だ。二秒か、三秒か。

　その短い時間の間に、周囲の景色は一変していた。役目を終えた大楓は消え、サキモリは空から勝ち誇った顔で降りてくる。

　そして、目の前には巨大な溝みぞが走っていた。幅はばはイルミの家がすっぽり収まりそうなほど。長さは──見当もつかない。宮城の外まで伸びているのだ。

　イルミは何とか立ち上がるが、正直生きているのが不思議なほど疲ひ弊へいしている。どこが痛いのか分からないほど、あちこちに傷を負ってしまった。

　それでも、生きている。

　残念ながらクリスフォードも立っていたが、やはり無傷ではないようだ。

「ほう、まだ二人とも生きているか。いやいや、信じていたよ。この程度で死ぬような男たちではないと、我は本気で思っている。つまり、我はそなたらに好意をよせているという事だ」

　何と吐き気がする告白だろうか。

　サキモリの好意など、この世のあらゆるものより不要である。百害あって一利なし。

　どんな手段を講じてもはね除のけなければならない。

「残念ですが、男に言い寄られて喜ぶ趣しゆ味みはありません」

「口くち惜おしいが同感だ。耳が腐くさる」

「ふむ、それは残念。偽りのない本音なのだが……まあ、よかろう。そろそろ決着と洒落しやれ込こもうか」

　望むところである。そもそも戦いに問答など必要ないのだ。

　イルミの目的はアーティファクトを手に入れる事。計らずとも、この場に二つも集まった。ならば全力を尽くすのみ。

　左の拳を握りしめる。右腕に魔力を込める。

　ふとキャロライナとサクヤの顔を思い浮かべる。彼女らは無事だろうか。早く無事な姿を見たい。その為ためにも、目の前の二人を倒す。

　いよいよ最終局面。そう思ったのも束の間──



　紅舞憐の外から、この世の全ての憎ぞう悪おを込めたような咆ほう哮こうが上がった。



　それはあまりにも唐とう突とつだった。

　大地が揺ゆれ動うごいたと思うと、次の瞬間には、大質量がイルミたちの戦場へ雪な崩だれ込こんできたのだ。

　それが纏まとっているのは、家々の瓦が礫れき。街の外から一直線に突き進み、途と中ちゆうにあった建造物を破壊し、衝しよう撃げき波はで吹き荒らして運んできたのだ。宮城にも甚じん大だいな被ひ害がいが出ていた。

　停止すると衝撃波も消え、舞まっていた瓦礫が雨のように降りそそぐ。

　誰もが固まる中、イルミだけが動いていた。

　──今ガ好機ダヨ！

　左腕がそう言ってくれたから、イルミは目的に邁まい進しんできた。

　隙だらけのクリスフォードへ真まっ直すぐ走り、無防備な脇わき腹ばらへ銀色の左腕を叩き込む。

「しまっ──」

　クリスフォードの反応は間に合わない。触れたが最後、イルミの左腕は魔力を吸い尽くす。

　それはクリスフォードの魔力というより、アーティファクトの魔力だった。想像を絶する魔力量が、左腕から流れ込み、背中から黒い霧として噴ふき出だしていく。

　しかし、何かが違う。魔力以外の『もの』が、イルミの中にたまっていく。

　──アア、コレハ……ッ！

　左腕は歓かん喜きとも狼ろう狽ばいともとれる声を出し、小刻みに震ふるえた。

「どうした、何が起きているっ？」

　だが、左腕は答えない。

　入り込む魔力量は加速度的に増え続け、イルミの内部に異物が溜たまっていくのがハッキリと分かった。それは魂にへばり付かれるような嫌いやな感覚だった。

　──アーティファクトハ、私ノ兄弟タチノ魂……！

　イルミには左腕が何を言っているのか分からない。それよりも、自分の中に別の『もの』が入り込む不快感と戦うので精せい一いつ杯ぱいだった。

　脳に情報が刻み込まれていく。

　アーティファクト、ザクルィトエ・アナンシ。

　それが異物の正体であり、そしてアーティファクトとは、ハイロードの──

　──駄だ目め！　イルミハ、マダ知ッチャ駄目！

　そこで情報の焼き付けは中断された。魔力の流入も終わる。

　イルミの背中から黒い霧が溢あふれ出だすのが止まり、左腕の震えも止まった。

「か、返せ！　それはアリス卿きようから授さずかった……っ！」

　魔力を失ったクリスフォードは、倒れるようにイルミを向き、最後の力を振ふり絞しぼって首を絞しめようと手を伸ばしてきた。

「断る！」

　イルミは右の手の平をクリスフォードの胸むな元もとにかざし、魔力を爆ばく発はつさせる。その威い力りよくでクリスフォードは吹き飛んでいく。

　これで彼の敗北は確定した。もっとも、ここで離り脱だつしたのは幸運だったかもしれない。

　戦場に乱入した大質量は、狐だった。それもウエスト・ドラゴンの成体より巨大なもの。しかも、尾は九本あり、その先せん端たん全すべてに眼めと口と牙きばがあった。蛇へびのようにうねるその姿は、イースト・ドラゴン──すなわち龍──によく似ていた。

　狐と龍の顔を合わせれば計十個。それら一様に憎悪に染まっている。

　言葉がなくても意志が明確に伝わってくる。

　それはつまり、目に映った存在ことごとく皆殺しにするという、無む尽じん蔵ぞうの殺意に他ならない。

　アーティファクトを手に入れたイルミは、今や神話の領域に踏ふみ込こんでいる。にもかかわらず、狐の瞳ひとみには恐きよう怖ふを感じるしかなかった。

「イ、イルミぃ……」

　不意にキャロライナの声が聞こえた。一いつ瞬しゆん、空耳かと思ったが違う。九きゆう尾びの狐と共に飛び込んできた瓦礫の中に、見慣れた銀ぎん髪ぱつの少女が倒れていたのだ。

「キャロライナ！」

　しかも、それだけではない。他にもサクヤ、マリィ、カエデがいる。

　狐の進しん撃げきに巻き込まれ、ここまで流されてきたのだ。

　イルミは彼女らの下もとへ走り寄ろうとした。

　だが、遅おそかった。

　九尾の狐が口を開く。そこから溢れ出したのは、悠ゆう久きゆうの刻ときを経へて蓄ちく積せきされた、無数の怨おん念ねんの束だった。

　恨うらみを晴らすまでは決して止まらない、破壊の化け身しん。

　故に話し合いなど有り得ない。問答無用の攻こう撃げきがくる。

　目標を定めない、無差別大だい破は壊かい。

「貴様ら等しく死に絶えろ！」

　十の口が言葉を発した。

　そして、極大まで圧縮された憎しみが、物理的威力を伴ともなって放たれる。

　瓦が礫れき全すべてを木こっ端ぱ微み塵じんに砕きながら、怨念の波動が広がっていく。

　キャロライナたちは九尾の足下にいる。つまり、最も至近距きよ離りから直撃を喰らった。

　イルミの眼は、桃もも色いろと銀色の髪かみが呑のみ込こまれていくのを見てしまった。

「うわああああああああっ、サクヤァァッ、キャロライナァァァアアッ！」

　絶望に包まれ、肺が空になるまで絶ぜつ叫きようが溢れ出す。

　喉のどが枯かれても、波動が自分に達しても、イルミは叫さけび続つづけた。

　そのとき──
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　サキモリは上空に退たい避ひし、惨さん状じようを冷静に観察していた。

　紅舞憐の外から現れた九尾の狐により、宮城に甚大な被害が出ている。街も同様だ。

　しかも、九尾の狐が運んできた瓦礫に混じって、少女たちが倒れている。その中にカエデもいた。ならば助けるしかないだろう。

「……おや、奇き妙みようなところで会ったな。そなた、確かアシュトと言ったか？」

　サキモリは、自分と同じ高度に緑色の子こ竜りゆうがいるのを見つけた。

　その子竜は眼下を見下ろしていたが、サキモリの存在に気付き、こちらへ視線を移した。

「……？」

　サキモリは息を呑んだ。

　アシュトという名のドラゴンが、獣とは思えぬほど理知的な瞳をしていたのだ。もともと、ドラゴンの多くの種は高度な知能を持っている。とはいえ、アシュトから感じられるものは人間を遥はるかに上回っていた。人知を超こえていると称しようして差さし支つかえない。

　昼間、謁えつ見けんの間で見たときは、赤子のような雰ふん囲い気きだったにもかかわらず。一体、何が彼を変えたのか。そもそも、変われるものなのか。

　いぶかしみ、見つめ合っていると、彼が『接続』してきた。

　アシュトが言葉を発しなくても、サキモリへ意志が流れてくる。

「こ、れは……！」

　サキモリはドラゴンの言葉など分からない。しかし、アーティファクトという翻ほん訳やく機きが、アシュトの意志をサキモリに伝える。

「……ああ、そうか、そういう事か」

　キャロライナがハイロードである事実。そして──

「フィーリアは双ふた子ご、だったのだな。ははは、なるほど、これは面白い」

　むしろ今まで、その事実に思い至らなかったのが不思議だった。アリスは月から来たと言っていたではないか。餌えさである人間が自然発生する筈はずがない。つまり、あの月は──

「こんな隠かくし球だまがあったとはな。これは本当に奴やつらに……アリスとティアマトに勝てるやもしれんなぁ。故ゆえに、今はそなたの力を温存する事だ。この程度の危機、人間の力だけで乗り切れるぞ。あまり嘗めてくれるなよ？」

　サキモリがそう言うと、アシュトの瞳の色が変わっていった。昼間見た、愛らしい子供の瞳に戻もどっていく。

「我を信用してくれたのかな？」

　サキモリはそうアシュトに問いかけたが、

「ギギギ？」

　もはや、あの超ちよう弩ど級きゆうの知性は感じられなかった。

「ふむ、引いたか。結構。怨おん念ねん如ごときを排はい除じよできぬと思われるのは、いささか屈くつ辱じよくだからな。それでは、そなたの姉君を救ってくる故、待っているがいい」

　アシュトは何を言われているのか、全く分かっていないようだ。

　おそらく、イルミもキャロライナも、アシュトの正体を知らないのだろう。知っていたら正気ではいられない筈だ。

　あのキャロライナがハイロードというのも驚おどろきだが、もう一つの事実はまさに驚きよう天てん動どう地ちだった。人類の切り札とすらいえる。

　だからこそ、アシュトとキャロライナは是ぜが非ひでも守らねばならない。

「竜魂具現、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りよう──反鏡乱舞」



　　　　　７



　そのとき──サキモリの声が響き渡り、そしてキャロライナたちを鏡の立方体が囲い込んだ。その立方体は九尾の波動を跳はね返かえす。

　それでも波動は尽きる事なく流れだし、遂にイルミに到とう達たつした。

　すると、イルミの周囲にも鏡は現れ、全方位を包む。

　数秒後、鏡が光の粒りゆう子しとなって消え去ると、波動はすでに引いていた。瓦礫の山は粉末レベルまで打ち砕かれ、宮城すら跡あと形かたもない。完全な更さら地ちと化していた。

　その中に九尾の狐が立ち、そして鏡の立方体が二つ転がっている。

　二つの立方体も光の粒子となり、一方からキャロライナ、もう一方からサクヤ、マリィ、カエデが現れた。

　全員、無事だった。

「イ、イルミぃぃぃ！」

　キャロライナは大声を上げ、こちらへ走り寄って来た。イルミは当然の如く手を伸のばし、彼女を抱だきしめようとした。

　が、疾しつ風ぷうが駆け抜けた。

　イルミが見る事ができたのは、紫髪の少女が横切った残像のみ。それがキャロライナに体当たりをしたと思った次の瞬間には、二人とも視界から消えていた。

「キャロライナッ！」

　そして追いかける事すら叶かなわない。

　目の前には未だ九尾の狐が立ちはだかっている。狐はその九本の尾おを伸ばし、薙ぐようにして攻撃してきた。

　尾の直径はイルミの身長より大きく、その全てに龍の顔が張り付き、唸うなり声ごえを上げながら突進してくる。

　だが、尾の進撃は鏡によって止められ、一斉に反射されてしまう。

　九尾の狐は自分の放った攻撃を喰らい、大きく仰のけ反ぞった。

「カエデ、何を呆ほうけている、追つい撃げきを仕し掛かけろ。防御の心配は無用だぞ？」

「御意っ！」

　カエデは立ち上がると同時に地を蹴けり、刀を抜いて九尾の狐に斬りかかった。

　もっとも、如何に達人とはいえ、人間が振るう刀では、あの巨きよ体たいに致命傷を与えるのは不可能だ。それでもカエデはサキモリの命に従い、一心不乱に攻せめ立たてた。

　無論、狐が黙だまって斬られる道理はない。その尾を巧たくみに操り、ハエを払うようにしてカエデを叩たたき落おとそうとする。だが、カエデの後ろから三枚の鏡が守護者のように付つき添そい、迫り来る尾を全て跳ね返していた。

「さて、イルミ。ここで提案だが、どうだろう？　あの無ぶ粋すいな獣を倒すまで、勝負は一時お預けとしないか。まさか、あの狐をカエデに任せて、決けつ闘とうを続けるとは言わないだろう？」

「……分かった。だが、狐を倒したあとはキャロライナを助けに行く。お前との勝負はそれからだ」

「結構。共闘というのも、たまには楽しかろう。ところで、サクヤ姫ひめと鎌かまを持った少女はどうする？」

　見れば、いつの間にかサクヤとマリィがそばに立っていた。

　しかし、サクヤの様子がおかしい。マリィの肩かたを借りてようやく立っている……いや、むしろぶら下がっているようにしか見えない。

「サクヤ？」

　呼びかけても反応はなく、ただ彼女から流れた血が地面に落ちるだけだった。

「サクヤお姉ちゃん……私を庇かばって、こんな……っ！」

　マリィは泣きそうな顔で言った。

　サクヤがマリィを助けるのは分かる。だが、どうして血を流しているのだ。彼女の血は、彼女の意志とは無関係に龍となり、傷をふさいでしまうのではなかったのか。

「あの九尾は、どうやら淡桜の怨念が集まったものらしいな。ならば、サクヤ姫の再生能力が消失したのと関係あるやもしれんなぁ」

　サキモリは一人冷静に、むしろ愉ゆ快かいげに状じよう況きよう分ぶん析せきをする。

　イルミはその顔を殴りつけてやりたくなったが、ぐっと堪こらえた。

　そしてマリィからサクヤを受け取り、地面に寝ねかせてやる。

「マリィ。敵である君にこんな事を頼たのむのは変だけど、サクヤを頼む。サクヤは……いつも君を助けたいって頑がん張ばっていたんだよ？」

「うん……知ってるよ。だから、サクヤお姉ちゃんは任せて……」

「ああ、頼んだよ」

　イルミは笑って、マリィの頭を撫なでる。

　マリィはもともと、アリラト島で幸せに暮らしていた普ふ通つうの少女だった。それがイルミとジョスカンの戦いに巻き込まれ、アリスに拾われ道を外してしまった。

　しかし、サクヤと一いつ緒しよならやり直せる筈だ。その為にもイルミはアリスを倒す。

　九尾の狐との戦いは、その練習台にさせてもらおう。今手に入れたばかりのアーティファクトを使いこなす為に。

「アーティファクト、アクセス──ザクルィトエ・アナンシッ！」
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　サクヤの体は動かない。だが、周りの音は聞こえてくる。

　どうやら皆、九尾の狐と戦っているようだ。

　そして、右手を握りしめてくる、温かいものがあった。

「サクヤお姉ちゃん、ごめんなさい……ごめんなさい！」

　何とか目を開けると、真っ赤に泣きはらしたマリィの顔があった。

　遠くから怒ど号ごうが聞こえてくる。

「……マリィがここまで運んでくれたの？」

「ああっ、気づいたんだね！　よかった……死んじゃうかと思ったよ！」

　マリィは笑った。しかし涙は止まらず、サクヤの頬ほおに落ちてくる。

　サクヤが寝かされている場所は、九尾の狐とは随ずい分ぶん離はなれているようだ。安全、なのだろう。このまま寝ていれば、イルミたちがケリをつけてくれる。

　だが、それでいいのだろうか。

「サクヤお姉ちゃん、待ってて。私、皆を手伝ってくる。サクヤお姉ちゃんに酷ひどい事した狐、殺してくるから！」

「待っ、て……」

　サクヤの声はかすれてしまって、上う手まく言葉にできなかった。

　マリィはデスサイズを握り、立ち上がった。

　──お願い、行かないで。お願い、殺すなんて言わないで。

　その想おもいは届かない。

　マリィは止まってくれなかった。

　あの九尾の狐は、淡桜の人々なのだ。悪いのはサクラ家なのだ。罪を背負うべきは自分。罰ばつを受けるべきは自分。

　だから寝ている場合ではないのだ。

　再生能力を失ったから動けない。それは甘えた話だ。もともと人間に再生能力など存在しない。それでも皆、立派に戦っている。サクヤだけが今まで甘えてきた。楽をしてきた。

















　どんな傷を負っても、真っ二つにされても、一瞬の痛みを我が慢まんすれば元通り。そんな都合のいい血龍は消えてしまった。

「だけど、私は──」

　もうマリィには誰も殺させない。

　もう何も諦あきらめたりはしない。








第四章　眼帯解放
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　九尾の狐から放たれる魔ま力りよくは、本当に強力だ。あれと一対一で戦えば、ジョスカンでも勝てないかもしれない。

　サクラ家に殺された者たちの怨念が、如何に深いかを物語っている。

　九本の尾が龍の形となって攻撃してくるところなど、サクラ家の虐ぎやく殺さつに対する意い趣しゆ返がえしとしか思えない。

　しかし、それでも九尾の狐は間もなく殺されるだろう。二つのアーティファクトを相手にして勝利をつかむなど、到とう底てい不可能な話だった。

　更に、マリィのデスサイズが持つ腐ふ食しよく効果が有効であり、サキモリの鏡によって守られた彼女は、尾をかいくぐって斬撃を浴びせていた。

　カエデの刀も侮あなどれない。マリィが作った傷口を正確になぞり、更に奥おくへと裂いていく。

　一つ言えるのは、反鏡乱舞による完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよがあるからこそ、二人は攻こう撃げき力りよくを最大に引き出せているという事。

　それでも九尾の狐は倒れない。斬られたそばから傷が塞ふさがっていく。

　そもそも、サクヤに再生能力を与えたのは、あの九尾なのだ。ならば、本家本元が同能力を有しているのは自然な話だ。このままいけば、九尾の狐は無限に暴れ続けるだろう。

　だが、もう一つのアーティファクトが牙を剥むいた。

「よし……コツをつかんだぞ！」

　イルミの周囲の空間から、突とつ如じよとして鎖くさりが現れ、九尾の狐へと伸び、巻き付いていった。

　それによって狐は一いつ切さい動かなくなる。ただ怨うらみを込めた咆哮を上げるだけで、尾による抵てい抗こうも、傷の再生も止まってしまった。あとはひたすら蹂躙されるだけ。

「哀れよのぉ淡あわ桜ざくらの民たみよ。死んで魂が星に還かえっても、怨みだけを地上に残してひたすら破壊……だが、我が秋しゆう鳳ほうに攻め入ったのが運の尽きだ。せめて一撃で屠ってやるのが慈じ悲ひであろうよ。寵臣招来、急々如律令──大楓！」

「ウツシヨ様、それはやめてください！　末代までの恥はじです！」

　突如としてカエデが巨きよ大だい化かした。

















　否いな、本物のカエデはそのままだ。巨きよ大だいなのはサキモリが操る傀儡である。キャロライナがハイロードに変身したものよりも更に大きなカエデの分身が、刀を構えてそびえ立っていた。あまりにも巨大な為、袴はかまの中が丸見えだった。

「あああああっ、馬ば鹿か者もの、見るなイルミッ！　ウツシヨ様、後生ですお止やめください、これではカエデはお嫁よめに行けません！」

「はは、要いらぬ心配だ。そのときは我が妻となればよい」

「へ？　えええええええええ？」

「故に手加減無用。振り下ろせ大楓！」

　大楓の刀が、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの速度で狐の頭上へ迫せまった。

　怒号と共に、狐の体が地面にめり込む。地面が割れる音と骨が砕ける音と肉が潰れる音が混ざり合う。狐の絶叫はそれらに掻かき消けされた。

　しかし、それでも九尾の狐は生きていた。大楓の一撃でイルミの鎖も千切れ、落ちた穴から這い上がってくる。

「まだ動くのか……っ？」

　イルミが驚きの声を上げたが、無理もなかろう。九尾の狐はどう見ても致命傷を負っている。並の獣なら絶命はまぬがれないだろう。

　だが、九尾は獣の姿を借りているだけで、獣ではない。故に臓物らしき物がはみ出していても、顔が潰れて眼めが垂れ下がっていても、どの程度のダメージなのか判断しにくい。

　もっとも、あれほどあった威い圧あつ感かんが消え去り、歩みも千鳥足だ。虫の息なのは間ま違ちがいないだろう。

　そして、トドメを刺す為にマリィが飛びかかり、並行してイルミの鎖が伸びていく。

　これで終わり。跡形も残さない。

　彼かれらはそう思っているのだろう。しかし、

「まだ、終わりじゃない──」

　サクヤは走っていた。全身の痛みも出血も意に介かいさず、全力疾しつ走そうだった。

　流れた血は龍となり、地面に突き刺さった。それはバネのように弾だん性せい力りよくを溜ため込こみ、一気にサクヤを投げ飛ばした。

　向かった先は、マリィと九尾の間。

「サクヤお姉ちゃんッ？」

　マリィは驚いた顔を作る。しかしすでに振り下ろされたデスサイズは止められない。

「血龍、飛べ！」

　脳天を貫つらぬこうとする大おお鎌がまを、血龍の口が受け止める。

　マリィは空中で止まってしまった。

「マリィには誰だれも殺させない」

　更に──

「情けのつもりかサクヤ・サクラァァァァァァアッ！」

　どこにそんな力が残っていたのか、九尾の狐は金切り声を上げ、九本の尾を出で鱈たら目めに振り回した。その進行方向にはサクヤと、そしてマリィが入っていた。だが、尾の全てに血龍が噛みつき、完全に制してしまう。

「マリィは誰にも殺させない」

　サクヤの血龍が、デスサイズと九尾を噛かみ締しめ、双方を止めている。同時に、イルミもサキモリもカエデも動かない。見守るようにして黙っているだけだ。

「ふざけるな……ふざけるなふざけるなふざけるなァァァァアァァアッ！　貴様、どの面を下げて言っている。私を殺さぬか。私に殺させぬか。ならば、この無数の怨念はどうなる！　怒いかりは、憎しみは、どこへ向ければいい！」

　九尾の狐は、サクヤの割り込みがなければ、マリィに殺されていた。この宮城に攻め入った時点で、命運が尽きていたのだ。

　それでも、サクヤは最後の淡桜王家として、かつての国民へ答えを返した。

「私へ向ければいい」

　それが至し極ごく当然の答えだとサクヤは思っている。

「もともと、貴方の怒りはサクラ家への怒り。私への憎しみ。収しゆう拾しゆうがつかなくなって当たり散らしているだけ。だから、私を殺せばいい」

「……そんな事で、私の気が済むと思うのか！」

「一度殺しただけで気が済まないと思うなら、何度も何度も殺せばいい。貴方の再生能力ならできる。一万回でも、一億回でも、無量大数の死でも受け入れる。この世界が終わるまで殺してくれても構わない。途中で殺し方を思いつかなくなったら、私も一緒に考える。私はお母様に色々されたから、そういう事は結構詳くわしい」

　そう言ってから、サクヤはマリィを遠くに投げ飛ばした。

「きゃっ！」

　マリィは悲鳴を上げてイルミの前に落ちた。

　それからサクヤは九尾の狐に向き直り、彼の行動を抑よく制せいしていた血龍を全て解除する。

　狐の傷は、自前の再生能力で完全にふさがっていた。これならサクヤを殺すのに支障はない。

　だというのに、九尾の狐はいつまで待っても襲ってこなかった。

「何を遠えん慮りよしているの？」

　サクヤは小首をかしげる。

　その瞬間、尾の一本が天高く振り上げられた。

「淡桜王家を殺すのに、遠慮などあるものか！　望みどおり殺してやる。他の者には目もくれず、未み来らい永えい劫ごう、貴様だけを殺し続けてやろう！」

　サクヤの頭に、巨大な尾が叩きつけられる。一撃で上半身が弾はじけ飛とび、肉にく片へんとなって飛び散った。残った下半身は地面に落とされた。そのとき、九尾の持つ魔力で、サクヤの体は急速再生する。

　死んでも死なない死ねない。だが痛覚は正常。本来、人が味わう筈がない痛みが、サクヤの脳へ一挙に流れ込んだ。

　ああ、こうでなくては自分ではない──と、サクヤは感じ入った。

「サクヤお姉ちゃんっ！」

「サクヤァアッ！」

　マリィとイルミが走り出そうとした。サクヤはそれを見て、声を荒あららげて一いつ喝かつする。

「来ないで！　邪じや魔ましたら、二人を嫌きらいになる」

　サクヤは血龍をイルミたちの方向へ飛ばし、踏み込めぬよう壁かべを作った。

　自分は頭が悪いと、サクヤはつねづね思っていた。無数の罪をどう償つぐなっていいのか分からない。そして、ようやく思いついたのがこの方法。だから邪魔はさせない。

　九尾の狐は口を大きく開き、サクヤを呑み込んだ。まずは牙で引き裂かれたのち、舌で奥へと運ばれる。自分の身長より大きな奥おく歯ばが迫ってくる光景のあと、視界が真っ黒になる。磨すり潰つぶされ、胃へ運ばれる。

　不思議なもので、サクヤの意識はまだあった。五感はないが、痛覚だけがひたすらハッキリしている。九尾の狐から魔力が流れ込み、サクヤの体は再生していった。

　しかし、ここは胃液の海。常に溶とかされている。復元と溶よう解かいが均等に迫り、サクヤはドロドロした軟なん体たい動物のような姿で痛めつけられた。

　激、痛──などという言葉では言い表せない。そもそも人の痛みは死ねば終わる。サクヤが感じているのはその向こう側。死なない体だからこそ踏み込める、存在する筈のない痛み。

　無論、これは序の口だ。母親に拷ごう問もんされていたときでも、この程度は二十四時間味わい続けていた。だから、九尾の狐がこの程度で満足するわけがない。

　サクヤの体が、胃液の水面に浮かび上がった。手足はなく、皮ひ膚ふもなく、肉と臓器を晒さらして融とけ続つづけるサクヤの眼に、黒い影かげが映った。それは人の形をしていたが、嫌にノッペリしていて細部が分からない。影だけが動いているといった印象だ。その影がサクヤに触ふれた途と端たん、強きよう烈れつなイメージが入り込む。

　この影は、怨念の一つだ。淡桜で死んだ者の一人だ。触れられ、彼が死んだときの状況を追体験させられる。

　影は一つで終わらない。右からも左からも前から後ろからも、四方から八方から群がり、次々とサクヤに触れていく。

　火あぶりで殺された体験、水みず攻ぜめで殺される体験、斬きり殺ころされる体験、毒殺される体験、餓が死しする体験、親子で殺し合うよう強制される体験──それら無限とも思えるサクラ家の罪を、サクヤは一瞬で味わった。

　流石さすがに辛つらい。声帯が無事なら声を漏もらしていただろう。この痛みを未来永劫続けると狐は言っていた。ならばサクヤは受け止めねばならない。

　発はつ狂きようするなどもってのほかだ。全て正気で受け止める。そうでなければ罰を受けた事にはならないだろう。

　──さあ、次は何。

　待ち構えていると、胃が蠕ぜん動どうを始めた。それによって、サクヤは外に吐き出されてしまう。

　胃液と共に地面に捨てられた。体は半端な状態で、子供が見たら悪夢にうなされそうなほど気味が悪い状態になっている。

　そして九尾の狐は、サクヤをジッと見つめていた。

「どうしたの？」

　何とか声は出た。

「……もう、やめだ」

　返ってきた答えは、驚くべきものだった。

「私は……私たちは復ふく讐しゆうがしたいのだ。恐怖のあまり泣き叫ぶ王族を踏みつぶし、命いのち乞ごいする喉のど元もとを噛み千切る。魂にヤスリをかけるが如く、この世の地じ獄ごくという地獄を見せつけ、自分たちがやってきた事を見せつける。そのつもりだった……が、何だ貴様は。まるで話にならん。初めから贖しよく罪ざいの気持ちに溢れている。痛めつけても、その痛みに耐たえている。これではカカシを殴りつけているようだ。つまらん。手応えがない。故に、やめだ」

　あれほど満ちていた憎悪の空気は、いつのまにか消えていた。どこにも感じられない。

「だけど、貴方はそれで満足？」

「無論、不満足。これを満たす方法は唯一つだ、サクヤ・サクラよ。私を構成する百万の怨おん霊りよう……これと同数の命を救え。否、それ以上に、貴様の命が続く限り、目に映る全てを救い続けろ。それでサクラ家の罪を相そう殺さいして見せろ」

　九尾の狐は低く重々しい声で言った。

　目に映る全てを救う──それがどれほど難しい事か、見当もつかない。軽々しく想像していいものではないと瞬しゆん時じに分かった。

　それでもサクヤは頷うなずいた。

「それで貴方が救われるなら」

　すると、九尾の狐が笑ったように見えた。

　錯さつ覚かくかどうか確かめる間もなく、狐の体が破裂する。その中から九匹ひきの血龍が飛び出し、サクヤへ向かってきた。

　脚がないから逃にげられない。そもそも、逃げるつもりはなかった。

　九匹の血龍がサクヤの体に突き刺さる。抉るようにして潜もぐり込こんでくる。その場所が熱い。

　この感覚は、十年前にも味わった。あのとき、森で傷ついた子こ狐ぎつねを拾ったときも、このように熱かった。

　そうだ、サクヤはこの熱さを感じてから回復魔ま術じゆつが使えるようになったのだ。

　今、再び、再生能力が戻ってきた。

　手足が生えてくる。融けた皮膚が治っていく。罰として負った傷が全て癒いえてしまう。

　これはつまり、「死などという甘えは許さない、死ぬ間ま際ぎわまで誰かを救い続けろ」という怨念たちの意志。

　常人からは生き地獄としか思えない役目を背せ負おわされた。それでも、サクヤは天を仰あおぎ、

「ありがとう」

　と、呟つぶやいた。
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　キャロライナはエリーゼに抱きしめられ、そのまま共に疾走し、燃える紅こう舞ぶ憐れんの街に突っ込んだ。

　崩くずれかけた家の壁をぶち抜ぬき、破は片へんが服を裂いて皮膚に刺さる。

　しかし何よりも痛いのは、首の血管に刺さるエリーゼの牙だった。

「こんのぉ……放しなさいよっ！」

　紫むらさき色いろの髪を掴つかみ、無む理り矢や理り引きはがす。それでも首を噛かむ力は少しも弱まらない。エリーゼの口が離はなれたのは、キャロライナの皮膚ごと剥はがれたからだ。

　ブシュッと音を立て、キャロライナの首から血が噴き出した。

　それを見たエリーゼは、

「ああ、もったいない」

　と呟いてから、キャロライナの首から千切った肉片を咀そ嚼しやくして飲み込んだ。

「食ってんじゃないわよっ！」

　弧こを描えがくようにしてギルズベイルの剣けんが舞う。その銀色の剣線は、エリーゼの頭部に当たり、ボールが跳ねるような勢いで吹っ飛ばした。

　エリーゼは、入ってきたときと反対の壁を貫いて外へ飛び出していく。

　相変わらず斬れない。巨大な岩を鉄パイプで殴なぐったような衝撃が両りよう腕うでに残る。

　幸い、周辺の人々はどこかへ逃げてしまったようだ。宮城であれだけ騒さわいでいれば、当然の話だろう。これで誰かを巻き込む心配はない。

　キャロライナは意気勇んでエリーゼを追いかける。

　道路に出ると、ようやく街の惨状が見て取れた。宮城の近くは戦いの余波で燃え上がっている。離れた場所も、九尾の狐が通った跡あとは踏みつぶされ原形がない。

　一体、何人死んだのだろうかと、キャロライナは歯がみする。

　そこへ、背後から笑い声が迫ってきた。

「アハハハハハハハハハハハハ！」

「ち──っ！」

　キャロライナの反応は、時間と共に素す早ばやくなっていた。後ろからの奇き襲しゆうでも、瞬時に振り返り、剣で受け止める。

　が、やはりエリーゼは真の化け物だった。

　自分へ向けられた剣を踏み台にして方向転てん換かん。反転しながらキャロライナの頭上を跳とび越こえ、そのまま空中を疾走していく。

　そして家々の壁を蹴り、一度も地面に降りることなく、稲いな妻ずま状じようにキャロライナの周りを飛び跳ねた。

　すれ違い様にエリーゼの腕が振られ、剣とぶつかり金属音を響ひびかせる。

「ああ、どうしましょうどうしましょう！　わたくしどうにかなってしまいそう。貴女あなたを殺したくて、殺すのが楽しくて、でもでも、まだ殺したくない、まだ味わいたい！　こんなに長い間わたくしと遊んでくださるのは貴女だけなんですもの。アリスがそばにいれば、いい知ち恵えを貸してくださるのに。ですが仕方ありませんわ。さあ、二人で素敵なひとときを過ごしましょう！」

「うるさい、調子にのるなっ！」

　壁を蹴る動きは魔術ではない。出鱈目だが、物理的な力によるものだ。ならばキャロライナにもできる筈だ。そう思い至り、即そく座ざに実行に移す。

　結果、成功。

　エリーゼと同等、とはいかなくとも、同じ高度、同じ軌き道どうに踏み込んだ。

　戦場は地上から空中へと移行し、散る火花の数は十数倍に跳ね上がる。

　紅舞憐の道は、全て直線でできている。そこをキャロライナとエリーゼが、剣けん戟げきを響かせて駆け抜けた。

　──私は今、強くなった。

　戦いのさなか、キャロライナはそう自覚した。エリーゼと戦っていれば、自分は彼女を追いかける為、もっと速くなれる。もっと強くなれる。

　なるほど、確かに、まだ味わいたい。

「だけど、いい加減終わらせないと、イルミが心配しちゃうでしょ！」

「──ぁあ！」

　その一いち撃げきを境に、攻こう防ぼうは逆転した。

　迫り来る腕を剣で払うのではなく、剣で攻め立て相手がそれを防御する。

　キャロライナの剣速が、エリーゼの身体能力を凌りよ駕うがしたのだ。

「痛い、痛いわっ！」

　エリーゼは叫んだ。その白いドレスに、赤い斑はん点てんが浮かんでいた。

　鋼鉄の硬こう度どを持つエリーゼの皮膚を、キャロライナが斬った瞬しゆん間かんである。

　それは薄うす皮かわ一枚程度の、ほんの小さな小さな傷だった。それでも、零ゼロと一ではまるで違う。零は重ねても零だが、一はどこまでも増えていく。

「ああ、痛い！　こんなに痛いのはエレナと遊んで以来ですわ。なんて楽しいの！　ねえ、貴女もそう思うでしょう──アハハハハハハハハハハハハ！」

「こっちは遊びじゃないのよ！」

　キャロライナの渾こん身しんの振り下ろしが、エリーゼの脳天に直撃した。

　彼女は笑ったまま空中の戦場から離脱し、地面に落ちてバウンドしながら建物に突っ込んだ。キャロライナも着地して、あとを追いかけて行く。

　トドメを刺す。それしかない。

　エリーゼとは対話が成立しない。同じ言葉を話していても、思考はまるで別構造。意思の疎そ通つうなど望むべくもない。

　故に斬る。

　それはキャロライナにとって初めての殺人だが、殺やらなければその何千何万倍という人がエリーゼに殺される。

　だが、はたして自分に人が斬れるのだろうか。その疑問はぬぐえない。

「さあ、覚かく悟ごしなさい！」

　自分を奮い立たせる為に叫び、エリーゼがいる筈の建物に侵しん入にゆうする。

　そこでキャロライナは地獄を見た。

　人が沢たく山さんいた。おそらく、宮城の騒ぎに恐怖した人々が、この建物に集まっていたのだろう。皆、一様に血の気が失うせ、体を震わせ、部屋の中心にいるエリーゼを凝ぎよう視ししていた。

　エリーゼは、女の子の首を捻ひねり落おとして、そこから溢れ出た血を美お味いしそうに飲んでいた。

「ああ、生き返りましたわ。喉の渇かわきは本当に辛つらいもの。ねえ、貴女も飲みますか？」

　白いドレスを真っ赤に染め上げ、エリーゼは女の子の首なし胴どう体たいを、こちらに差し出した。

　噴き出している血ち飛沫しぶきが、キャロライナの頬にかかる。

「…………」

　どうして自分はエリーゼを殺せないなどと思っていたのだろうか。こんな化け物を始末するのに、覚悟などいらない。そもそも、これを人と思う事自体が間違っている。

　あと五秒早くエリーゼを殺していれば、あの女の子は死なずに済んだ。

　もう、声をかける気にもならない。

　キャロライナは踏み込んだ。

　そして瞬まばたきをする間もなく、剣の先せん端たんがエリーゼの眼帯を貫き、左目に深く突つき刺ささった。大脳まで届いた筈だ。

　そこを支点にエリーゼの体を持ち上げ、建物の外にブン投げる。

「決着よ、死ね」

　先程までキャロライナは、エリーゼに対して一体感のようなものを覚えていた。限界ギリギリの戦いで、相手がどう動くのかどう攻めてくるのかどう守るのか、ひらすら考えていた。

　自分が一秒ごとに強くなっていくのは、エリーゼのお陰かげだと、どこかで考えていた。

　間違いだった。

　この世界には生きていてはならない者も存在する。

　故にエリーゼを撃げき滅めつせしめるのがキャロライナの役目。



「あア……ぁああぁあああァああぁぁぁぁあああああア」

　エリーゼは自分に穴が開いてしまったのを知った。

　アリスが眼帯でふさいでくれたのに、もう駄目だ。こぼれ落ちてしまう。自分が自分でいられなくなる。

　あの銀髪の少女は何という事をしてくれたのだろうか。エリーゼの半身にエレナが混じっていたから、今までこの程度で済んでいたのだ。

　左目の穴からエレナの脳のう味み噌そがボタボタと落ちていく。純じゆん粋すいなエリーゼに戻っていく。

　もう相手をお友達と呼ぶ事もなく、遊ぶ事もなく、目に映った瞬間に即座の吸血。手て当あたり次し第だいに大だい虐ぎやく殺さつ。

　──ほら、乾かわいてきましたわ。ああ、もう駄目。抑えられない。気持ちいぃ。



　突如、エリーゼの様子が一変した。

　これまでは曲がりなりにも人の言葉を話していたのに、今聞こえてくるのは獣けものじみた低音だった。

　そもそも、左目の穴から脳を垂れ流しながら、まだ動いているのが異常。いよいよもって怪かい物ぶつだ。

「往おう生じよう際ぎわが──」

　キャロライナがトドメを刺そうとしたとき、エリーゼが爆ばく音おんと共に加速した。

　一瞬で視界から消きえ失うせるほどの初速。これまでで最速。

　何の予兆も気配もなく、突とつ然ぜんキャロライナの背中に激痛が走った。上から下へ、一文字に皮膚を裂さかれた。

　大音量が全方向から聞こえる。エリーゼの位置を特定できない。それ以前に音が巨大すぎて頭痛がしてくる。平へい衡こう感覚が麻ま痺ひする。物理的衝撃となって腹に響く。

　エリーゼの姿はまるで見えないのに、常に地面のどこかに新しい穴が開き、建物が壊こわれ続けていた。それは彼女が蹴った跡だろう。

　おまけに周囲の気温が上がってきた。宮城付近の炎ほのおの熱かと思ったが、それは違う。エリーゼの疾走により発生する音が、空気分子を高速震動させ、更さらに摩ま擦さつ熱ねつも上乗せして一面を温室のようにしているのだ。

　それでもキャロライナは、エリーゼの攻撃を剣で弾はじいていた。

　陽炎かげろうとして残る軌き跡せき。地面や壁を蹴った角度。足場を踏み抜いた音と空気を切り裂く音の違い。それら全て、ギルズベイルの五感をもってしても、完全には捕とらえられない。しかし、わずかには捉えた。

　その心こころ許もとない情報を頼たよりに、針の穴を通すような正確さで、キャロライナはエリーゼの攻撃を受け止め続けた。その頻ひん度ど、一秒に十を超こえる。

　エリーゼの速度はどこまでも上じよう昇しようし、キャロライナの体力は削けずられていく。このままいけば、自分は三十秒以内に殺されると確信した。

　ならば反はん撃げきするしかない。エリーゼの姿勢を崩して首をはねるのだ。

　──どうすればできる？

　脳のう裏りに浮かんだイメージは、カエデの片手持ちだった。

　昼間戦ったカエデは、キャロライナが両手で渾身の一撃を放っても、片手で剣線をそらしてしまった。あれは不思議な技わざだった。

　刀と剣という違いはある。だが、同じく手足が二本ずつある人間なのだ。やってやれない事はない。

　キャロライナは剣を片手で握にぎった。そして、本能的に全身の力を抜いた。これこそが迎げい撃げきにおける、理想の構えであると確信する。

　刹せつ那な、目に映らぬエリーゼの影と、キャロライナの剣が交差した。

　旋せん風ぷうが巻き起こり、周囲一体の瓦礫が宙を舞う。その中に、一本の腕が混じっていた。

　キャロライナの四し肢しは健在。

　エリーゼは今までと同じように跳ね返り、壁に着地した。

　そして──

　止まっていた。キャロライナの眼には、エリーゼの姿がハッキリと映った。

　右みぎ腕うでを失い、左目を失い、白いドレスを血に染めた、笑う紫むらさき髪がみの少女。

「アンタの負けよ！」

　キャロライナは、エリーゼの突とつ進しんを逸そらす事に成功していた。その角度は微び々びたるものだったが、エリーゼの着地点が変わった事に変わりはない。それによってエリーゼは足場を見失い、再加速に失敗した。

　これから不可視の速度を出したとしても、来るタイミングと方向は一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　故に、首をはねるのは容易である。

　キャロライナは剣を両手持ちに戻した。

　対するエリーゼは膝ひざを曲げ、腰こしを落とし、消えた。

　──来る。

　キャロライナの剣は、エリーゼの首を切断する為に唸りを上げて振られた。

　一切の手加減なし。確実に屠ほふり去さる。筈だった。

　ところが、信じがたい事に、何の手て応ごたえもなく、空振った。

「……え？」

　キャロライナは唖あ然ぜんとする。それは単に自分の攻撃が外れたからではない。エリーゼの攻撃も外れたのだ。

　否、外れたというより、不発。

　そもそも、エリーゼの姿も、疾走する音も、消え去っていた。

　今までの戦せん闘とうが嘘うそだったかのように、静せい寂じやくが夜を包つつんでいる。

　ただ、短い破は裂れつ音おんが響いただけだった。

　パンッ──と間ま抜ぬけな音を立てて。

　そして、肉が焼ける匂においと共に、赤い光が降りそそいだ。



　エリーゼは脳を半分失った事により、元から希き薄はくだった思考を更に失い、反射のみで動く肉人形と化していた。

　そこに美しさはなく、ひたすら醜しゆう悪あくなだけ。悪意とすら呼べない、邪じや悪あくな何か。

　もう、相手の事はおろか、自分の安否すら気に掛かけない。それらの判断を行なう脳のう細さい胞ぼうが流出してしまったのだ。

　だからこそ限界を超えて舞う。

　限界を超えたからこそ強い。限界を超えたからこそ自じ壊かいした。

　摩擦熱は外気温を上昇させたのみならず、自らの体内にもたまっていき、血液が沸ふつ騰とうを始める。それでもなお止まらず、最後には水蒸気爆発。内部から弾け飛び、散った肉片は燃え上がり、夜の紅舞憐に紅ぐ蓮れんの花を咲さかせた。

　エリーゼの命が消え去る刹那、彼女は最後の最後に正気を取り戻した。

　その十分の一秒にも満たない時間で、エリーゼはキャロライナに感謝した。

　──沢山遊んでくださり、本当にありがとう。次は血も飲ませてくださいな。

　それは無論、キャロライナには届かない。

　しかし、エリーゼは自分が満足なら、とてもとても幸せだった。
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「サクヤァッ！」

　イルミは行く手をふさぐ血ち龍りゆうを撃げき破はし、サクヤの下もとへ走った。

　ところが、血龍の壁を越えても、九尾の狐の巨体はなく、ただサクヤが座すわり込こんでいるだけだった。

　彼女はいつものように、キョトンとした顔でイルミを見上げ、小首をかしげる。

「大声を出してどうしたの？」

「い、いや……どうしたのって……」

　サクヤが平然とし過ぎていて、イルミは自分がどうして慌あわてていたのか、一瞬分からなくなった。

「……冗じよう談だん。心配かけて申し訳ない。でも、もう終わった」

　そう言ったサクヤは、薄うすく笑みを浮かべた。

　その一言で、イルミもようやく安心する。

　どんな方法を使ったのかは分からない。しかし、サクヤは力以外の方法で、あの九尾の狐を退けたのだ。それは尊敬に値あたいする、彼女にしかできない事なのだろう。

「そうか。無事で良かったよ。本当に」

「そう……だから、あまりジロジロ見ないで欲ほしい」

　サクヤは頬を赤くして、モジモジと腕で体を隠す。

「……あ」

　そしてイルミはやっと気が付いた。サクヤが一糸まとわぬ姿である事に。

　キャロライナとは違い、膨ふくらむところは膨らんでいる。色気すらある。

　白く珠たまのような肌はだは傷一つなく、見とれるほど綺き麗れいだった。

　だが、見とれてはいけない。

「ご、ごめん」

　慌てて視線をそらした。

　ところが、サクヤは見るなと言ったくせに、イルミが顔を背そむけた途端、正面から抱きついてきた。

「……サクヤ？」

「こうやって密着すれば、どうやっても見られない」

　サクヤは耳元で囁ささやいた。

「まあ、そうなんだけど……当たってるよ……？」

「望むところ」

　意味が分からない。

　こんなところをキャロライナに見られでもしたら、九尾の狐以上の災さい厄やくが起きるだろう。

　だが、サクヤはガッチリしがみつき、離れる気配がない。

　どこからともなく、サキモリの忍しのび笑わらいが聞こえてきた。

　これは、恥ち辱じよくだ。

「あのね、サクヤ。今はほら、キャロライナを助けに行かなきゃ……」

　それを言い訳に──というより実際キャロライナが心配なので、早く探しに行きたいのだ。

　ところが、キャロライナの安否は心配無用となる。

「イルミぃ、私勝ったわよぉ！」

　遠くから、あの元気な声が近づいてくる。それを聞き、イルミは安あん堵どの息を吐く。と同時に、修しゆ羅ら場ばを覚悟した。

「私、一人でも戦えるんだから！　今ならイルミにだって勝て──って、ええええぇぇぇぇぇっ？　アンタたち何やってるのよぉぉぉぉおおおおおっ！」

　キャロライナは真っ赤になり、銀髪を逆立てて叫んだ。一挙一動、イルミの予測通りの反応だった。

「は、裸はだかのサクヤを、野外で、抱きしめて！　サクヤはうっとりして、イルミの胸に、顔を、うずめてッ！　そして、イルミは力強く、放さない！」

「いや、僕ぼくは全然力入れてませんが」

「『イルミ愛してる』『僕もだよサクヤ』『あ、ダメ……自分で脱ぬぐから……』『僕が脱がせたいんだよ』『……変態』『サクヤ、綺麗だよ』『そんな、恥はずかしい……』とかやってたんでしょ、このスケベどもがぁぁぁぁあっ、ウギャアアアアアアア！」

















　キャロライナは一人であらぬ妄もう想そうをして、勝手に叫びだした。人はここまで錯さく乱らんできるのかと、イルミは感心してしまった。

　そして、サクヤは煽あおるように、

「そう。一字一句たがわない。私たちの夜はとても長い」

　などと、根も葉もない嘘を並べた。

　もう、誰もキャロライナを止められない。

「アシュト、ファイヤァァァァァァァァァアァァァァアアァァァァァァァァァアッ！」

　天を貫く雄お叫たけびは、緑の子竜を召しよう喚かんした。

　空から滑かつ空くうするアシュトが口を大きく開き、イルミとサクヤへ向けて業ごう火かを吐き散らす。

「……なにげに初体験」

　サクヤはそう呟いて、イルミと共に炎に包まれた。
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　マリィとて、イルミのようにサクヤへ抱きつきたかった。

　だけど、できない。

　マリィはサクヤが大好きだ。サクヤもマリィを守ろうとしてくれた。デスサイズなど投げ捨てて、普通の女の子に戻りたい。

　だけど、できない。なぜなら、マリィはアリス・フィン・ノンマルスの童女ニンフエツトだから。

　一体、今まで幾いく人にん殺したか分からない。今いま更さらどうして普通に戻れる。

　サクヤは自分の罪を償う為に、自分の体を九きゆう尾びの狐きつねに差し出した。罰を受けるという事は、ああいう事なのだ。

「……私にはできないよ……怖こわい、怖い！　私は沢たく山さん殺しちゃった。だからきっと沢山罰ばつを受ける。サクヤお姉ちゃんみたいにはできないよ！」

　故にサクヤから逃げた。

　マリィにはサクヤが眩まぶしすぎる。綺麗なものを見ていると、自分が如い何かに汚よごれてしまったかよく分かる。もう自分は肥こえ溜だめより汚きたなくて、腐ふ臭しゆうにまみれている。

「クリスフォード様……アリスお姉ちゃんのところに帰ろう……」

　今のマリィにとって家族とはアリスとクリスフォードなのだ。帰る場所はリンデン島の屋や敷しきなのだ。

　ところが、ようやく探し当てたクリスフォードは地面に倒たおれ、ボロ雑ぞう巾きんのようになっていた。

「クリスフォード様！」

　走り寄って抱き上げると、彼は目を開いた。

　まだ生きているようだ。マリィは心底安堵する。

「……マリィ、ですか？　メガネが割れてしまったので、よく見えないのですが」

「私だよ、マリィだよ。ねぇクリスフォード様、もう帰ろうよ。アリスお姉ちゃんなら、きっとすぐに怪け我がもメガネもなおしてくれるよ」

「アリス卿……」

　その名を口にすると、クリスフォードは押おし黙だまってしまった。

　彼は、マリィ以上にアリスを愛していた。その想いがどこからくるのかは知らない。しかし、アリスの為ならば、クリスフォードは容易に自分の命を懸かけるだろう。

「ああ、アリス卿。申し訳ありません。任務を失敗したばかりか、貴女からお借りしたアーティファクト。よりにもよってイルミ・ミルウィックに奪うばわれてしまいました。ですが、まだ終わりません。エリキシルの薬はまだあります。この命に代えてでも、ザクルィトエ・アナンシは取り返します」

　クリスフォードは焦しよう点てんの定まらない眼で空を仰ぎ、うなされるように呟いていた。

　そして、マリィの手を振り払い体を起こす。

「う、動いちゃ駄目だよ。リンデン島まで私が運ぶから、クリスフォード様はジッとしてて！」

「リンデン島？　まだ帰れませんよ。ああ、しかしマリィに何かあってはアリス卿が悲しみますから、貴女だけ一足先に帰りなさい。私は仕事を片づけてから帰ります」

　そう言って、懐ふところから注射器を取り出した。

「待って、それ三本目でしょっ？　死んじゃうよ！」

　クリスフォードの肉体は、明らかに限界を迎むかえていた。

　戦闘で傷を負い、イルミに魔力を吸い上げられた。そして更に、別の異常も見受けられる。

　鼓こ動どうも呼吸も耳みみ障ざわりなまでに不規則で、血管が不気味に浮き上がっていた。肌はだ色いろは蒼そう白はくを通り越し赤あか紫むらさき。つまり、いつ死んでも不思議ではない。

　これがエリキシルの花の副作用だった。使用した者の魔力を増大させる代わりに、肉体へ致ち死し量りようギリギリの負ふ荷かをかける。ジラガミ山のローラなど、一度使用しただけで絶命してしまった。

　それを、クリスフォードは三本連続で注射しようとしている。戦う前に即そく死しする。

「駄目！」

「放しなさいっ！」

　弱り切ったクリスフォードは、マリィを振り払う事ができない。しかし注射針は、あとほんの少しで彼の首筋に突き刺さろうとしていた。

　そのとき、空から青白い光球が降りそそぎ、注射器を木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだいた。

「ねぇ、クリスフォード。私言ったじゃない。連続使用は二度までって。言うこと聞けない悪い子になっちゃったの？」

「アリスお姉ちゃん！」

　黄金の髪をなびかせた少女が、空から降りてくる。マリィにとって救世主にしか見えなかった。しかし、アリスの表情は曇くもっていた。いつも浮かべている賢けん者じやじみた微笑ほほえみは、どこにもなかった。

「エリーゼが死んだわ」

「──ッ」

　それを聞き、クリスフォードは唇くちびるを噛み締めた。何せエリーゼはアリスの童女ニンフエツト。それを殺したという事は、つまりアリスの宝物を壊してしまったという事だ。

　ところが、アリスは怒ってなどいなかった。むしろ──

「皆みな、途中でいなくなっちゃうのよ。最後まで私についてきてくる子は誰もいない。今日は貴方あなたまで死ぬつもり？　ねえ、お願いだから私を泣かせないでよ」

　アリスがこんなにも悲しい瞳を浮かべるなど、マリィは想像もしていなかった。

　マリィにとってアリスとは、究極無比な存在だった。それが『私を泣かせないで』と懇こん願がんしていた。

「……申し訳、ありませんでした」

「あは。いいのよ、仕方がないわ。今日はもう帰って寝ましょう。お仕置きはまた今度」

「……はい」

　クリスフォードは気が抜けてしまったのか、眼を閉じてアリスに倒れ込んだ。

　アリスはそれを受け止めながら、マリィを向く。

「マリィはどうする？　サクヤと一緒に行く？」

「──え」

　どちらを選ぶか。

　決められない。

　いや、それは間違いだ。デスサイズを手にして、アリスの為に人を殺してしまった時点で、もう選せん択たくの余地はないのだ。既すでにマリィはアリスを選んでいる。

　そして、そんな理り屈くつを抜きにして、今はアリスと一緒に帰りたかった。

　なぜなら、サクヤは幸せそうだったから。サクヤにはイルミとキャロライナがいるから。

　アリスには自分とクリスフォードの他ほかに誰がいるのだろう。童女ニンフエツトは沢山いるのだろうけれど、誰もリンデン島に帰ってこない。そして途中で死んでしまうとアリスは泣く。

「私も一緒に帰る。当たり前だよ」

「そう。ありがとう」

　アリスは満面の笑えみを浮かべた。もしかすれば、それはマリィが初めて見た、アリスの本当の笑え顔がおだったのかも知れない。

















エピローグ
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　宮城消しよう滅めつにより、秋しゆう鳳ほうの行政機能は停止したかに思われた。

　だが、国王であるサキモリは健在であり、夜が明ける前に『寺』と呼ばれる神しん殿でんを徴ちよう収しゆうして、仮宮とした。

　サキモリとカエデは、不ふ眠みん不ふ休きゆうで部下に指示を飛ばし、そして被ひ害がい状じよう況きようの調査と、生き残りの救出に奔ほん走そうする。被害がなかった地域へも、騒ぎが起きないよう説明を徹てつ底ていさせた。

　その間キャロライナが何をしていたかといえば、あてがわれた宿に籠こもり、昼まで惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

　キャロライナは眼を覚ましてから、あのサキモリが王の仕事をこなしていると聞いて、仰ぎよう天てんしたくらいだった。そもそも戦いが終わったあとに事後処理をしなければならないという発想がなかった。

　そしてイルミは、キャロライナが起きる前に、サキモリから呼ばれて寺に行ってしまったらしい。

　仕方がないので、キャロライナはアシュトを頭の上に乗せ、サクヤを引き連れて紅こう舞ぶ憐れんの散歩に出かけた。

　宮城の再築には長い時間がかかるだろう。瓦礫の撤てつ去きよだけでも大仕事である。

　それでも、あれほどの惨さん事じから半日しか経たっていないというのに、人々の生活はいつもと変わらぬように見えた。

　無論、街は九尾の狐と宮城炎えん上じようの噂うわさでもちきりだった。そこら中じゆうで立ち話する者がいる。

　それでも、大混乱には到いたらない。

　つまり、サキモリの統治が上手く機能している証あかしであり、彼が支配者として素す晴ばらしく有能、という信じがたい事実を現わしていた。

「まあ、何はともあれ、丸く収まったのかなぁ？」

「イルミはアーティファクトを一つ手に入れた。サキモリから奪えば二つ。結果はまずまず」

　サクヤはキャロライナと並んで歩いていた。どこで用意したのか、いつも着ているのと全く同じデザインの服を着ている。

　しかし、彼かの女じよは昨日の夜、裸でイルミに抱きついていたのだ。その光景を思い出すと、キャロライナは言いようのない敗北感で一いつ杯ぱいになる。

「うーっ！」

「う？　羨うらやましい？」

「そう、うらやま……ぎゃぁぁ違ちがう！　う、裏山の紅葉が綺麗ねって言いたかったのっ！　別にイルミと抱き合ってたのが羨ましいとかそんな事は絶対にないんだから！　裸で！」

「なるほど」

　サクヤは納なつ得とくした様子で頷いた。ところが、周りの人がキャロライナの大声に反応して、一いつ斉せいに振ふり向むいた。

「裸？」

「はだか……」

「まあ、奥さん聞きました？　あの二人、裸で抱き合ったんですって」

「女の子同士で……近ちか頃ごろの若い子はこれだから」

　話が段々歪わい曲きよくしていく。痛々しい視線が集まってきた。

「うわぁ、サクヤ逃げるわよ！」

　キャロライナはサクヤの手を引いて走り出した。

　全力疾走すると、いつの間にかサクヤの体が浮き上がって、旗のようにヒラヒラ舞まっていたが、立ち止まるわけにはいかない。一刻も早く立ち去りたい。

　そして、ふと気が付くと街の外に出ており、裏山に入っていた。モミジやイチョウが色づき、大変綺麗である。

「ね、ね！　裏山の紅葉は綺麗でしょ？　別にイルミと抱き合ってた話は関係ないんだから！」

「……待って、吐はきそう」

　サクヤはなぜかフラフラしており、キャロライナの話をまるで聞いていなかった。



　サクヤは木の下に座り込んで、ボンヤリ紅葉を眺ながめていた。

　その辺をキャロライナとアシュトが犬のように走り回り、落ちた葉っぱを拾い集めている。昨日の騒ぎが嘘のようなのどかさだ。

　あとはマリィさえいれば完璧──サクヤはそんな事を考えていた。

　昨夜、マリィはいつの間にかいなくなっていた。クリスフォードの姿もなかった。おそらく、諦めて帰ったのだろう。

　──ふられた。

　結局、マリィはアリスのところへ行ってしまった。だが、今はそれでいいとサクヤは思う。マリィは死ななかったし、誰も殺さなかった。

　しつこいと言われても、サクヤはマリィの殺人を妨ぼう害がいする。九きゆう尾びの狐から、目に映る全すべてを守れと言われた。サクヤは守ると誓ちかった。

「……ああ、やはり貴様らか」

　不意に後ろから声がした。振り返ると、そこにカエデが立っていた。

「ここに座っていいか？」

「遠慮なく」

「相変わらず、間の抜けた言い方だな」

　カエデは苦く笑しようしながら腰を下ろした。だが、サクヤの隣となりではなく、木を挟はさんで反対側に座った。サクヤからはキャロライナたちが遊ぶ紅葉した森が見えるが、カエデからは紅舞憐を見下ろす景色が見えている筈だ。

「何か用？」

「別に。ただ、異常な速度で疾走する少女が街の外へ走っていったという奇妙な通報があったから、そのあとを追ってきただけだ」

「そう」

「凄すさまじい風を巻き起こして、下着が丸見えだったらしい。特に桃もも色いろ髪がみの方は、旗のように振り回されていたせいで注目度が高かった。今、街では何色の下着だったかと話題騒そう然ぜんだ」

「……なんとういう事」

　サクヤは表情こそ変えなかったが、少しばかり恥ずかしい気持ちになった。

　そして、カエデはそんなサクヤの反応に対し、押し殺すような笑いを返してきた。

「冗談だ。速すぎて何も見えてはいないだろうさ」

「それは一安心」

　ほっと息をつく。超ちよう絶ぜつミニスカートで出歩く露ろ出しゆつ狂きようのキャロライナと違い、サクヤには羞しゆう恥ち心しんがあるのだ。

「……ところで、その、あれだ。悪かったな」

「何が？」

　本当に何を謝あやまられたのか分からず、サクヤは小首をかしげた。

「あれだよ。昨日、私は貴様に酷い事を言っただろう？　私の両親が死んだのも淡桜が滅ほろんだのも、別に貴様のせいではないのにな」

「ああ……」

　ようやく思い出した。確かに、紅舞憐の宮城で目覚めたサクヤは、久しぶりに再会したカエデから辛しん辣らつな言葉を浴びせられた。

「でも、全て事実」

「……どうして貴様はそう自分を大切にしないんだ。何年も地下室で拷問を受けていたのだろう？　私などより、ずっと辛い目に遭あっているだろうが。母親がした事を自分の罪にされてたまるかと、なぜ訴うつたえない？」

「カエデはとても斬ざん新しんな意見を言う」

「ざ、斬新？」

　カエデは裏返った声を上げる。

　しかしサクヤには、カエデの言う事が本気で斬新に感じられたのだ。

　幼い頃ころから母に、屑くずだゴミだ出で来き損そこないだと罵ののしられ、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい折せつ檻かんを受け、それを当然の事としてきた。だから、『お前が悪い』と言われれば、何の疑いもなしに『ああ、そうか』と思ってしまう。

「カエデはもしかして、私の事を許してくれるの？」

「だから、許すも何も、貴様は悪くないと言っているのだ。むしろ、私が謝っている。許して、くれるか？」

「許すも何も、私は初めからカエデを嫌いになった事はない」

「そうか……ありがとう」

















　背中からカエデが立ち上がる音が聞こえてきた。

「私はウツシヨ様のところへ戻るぞ。仕事が山ほどあるからな」

「宮仕えの辛いところ？」

「まあ、そんなところだな。ところで、貴様はまた西方大陸に行くのか？」

「そう。私にとって帰る場所はあっちになってしまった」

「……そうか。もう、会う事はないかもしれんな」

　そのカエデの呟きがやけに寂さびしく響いたので、サクヤは立ち上がって彼女の背中に声をかけた。

「それでも、私たちはずっと友達？」

　すると、カエデの歩みが止まった。

「……なぜ疑問形なんだ。ああ、友達だな。親友、だよ」

　一いつ瞬しゆんだけ彼女は振り返った。その顔は笑っていた。

　懐なつかしい、共に淡桜で遊んでいた頃の記き憶おくがよみがえる。

　カエデは歩いて行ってしまった。それは今生の別れなのかもしれない。それでも──

「そう、親友」



　イルミは寺の境けい内だいで、サキモリと会っていた。それも二人っきりで。

　青空の下、邪魔する者は誰もいない。

　アーティファクトを懸けた決着に、これほど相応ふさわしい場所はない。

　ところが、サキモリは予想外の台詞せりふを吐いた。

「やめだよ。そなたとは戦う気が起きない」

「は──？」

　呆あつ気けにとられたイルミが硬こう直ちよくしていると、サキモリはあの腹立たしい笑みを浮うかべ、愉快そうに喉のどを鳴らした。

「当然だろう？　我はこの国の王だぞ。これほどの被ひ害がいが出ては、そなたと遊んでいる暇ひまなどあろう筈もない。こうして会話する時間すら惜おしいくらいだ」

「それはそうだが……じゃあアーティファクトをどうすればいい。僕にはどうしてもそれが必要なんだ！」

「何の為ために？」

「決まっているだろう。アリス・フィン・ノンマルスを倒す為だ」

　イルミは迷う事なく、真まっ直すぐ睨にらみ返かえし、挑いどむようにして言ってやった。

「なるほど、言い切るか……負けたよ」

「だから、僕はお前のアーティファクトを……今何と言った？」

「何度も言わせるな。負けた、とそう言ったのだ。敗北を認めたのだ。反鏡乱らん舞ぶは無条件でくれてやる」

　それは堂々とし過ぎていて、とても敗北宣言に聞こえない。それでも、言葉の意味は降こう伏ふく以外の何ものでもなかった。

「我はなぁイルミよ。かつてアリスに負けたのだ。そのとき、選べなかった。あのメガネの男のように服従する事も、そなたのように敵対する事も。ああ、確かに口先ではアリスと戦う為に秋鳳を乗っ取ったと、自己を偽いつわったがね。勝てる、などと信じていなかった。せいぜい嫌いやがらせ程度にしか考えていなかった。ようは、騒ぎを起こして我を見つけて欲しかったのだ。もう一度アリスに会いたかったのだ。笑える話だろう？　まるで鼻垂れ小こ僧ぞうが、好意を寄せた少女にイタズラをして気を引くかのようだ。そして、そこまでの醜しゆう態たいをさらしながら、やってきたのはアリスではなくその部下の男。滑こつ稽けい極きわまる。我ながら笑いが止まらん。故に受け取れ。我には荷が重い。秋鳳とカエデがあれば満足だよ」

　サキモリは腕うでを伸ばし、手の平を上に向けた。そこに白い光が発生する。

　常識を超えた魔力が放たれた。周囲の空気が一挙に変わる。

　イルミはその魔力に心当たりがあった。

「それがアーティファクト──反鏡乱舞」

「東方風の呼び名が言いにくいのなら、他の名で呼んでくれても構わんよ？　そう不思議そうな顔をするな。まあ、不自然に思うのも無理はない。しかしな、イルミ。我は本気でそなたたちに感服しているのだ。アーティファクト同士の激げき突とつに乱入したそなたの度胸。そして何より、サクヤ姫ひめの自己犠ぎ牲せい……極きよく端たんすぎて褒ほめられたものではないが、あの魂たましいの輝かがやきは実に美しい。見み惚ほれたよ。力になりたいとすら思った。そして──あのキャロライナという少女。ハイロードなのだろう？」

「……ああ、そうだ」

　やはり、見る者が見れば、分かってしまうのだろう。隠かくしても無む駄だだと悟さとったイルミは、あっさりと認める。

「ならば、やはりアリスに勝てるのは、そなたたちだけだ。我の気が変わらぬうちに受け取れ。是ぜが非ひでも欲しかったのだろう。あとから条件をつけたりはせぬ」

「……分かった」

　サキモリに対する、最低最悪の男という第一印象は幾いく分ぶん和やわらいだ。今の言葉を信用してやってもいいと思えるほどに。

　イルミは右手を伸ばし、アーティファクトの光を取ろうとする。

　だが、そのとき、左ひだり腕うでの声が聞こえた。

　──駄だ目め！　ソッチノ腕デ取ッチャ、駄目！

　思わず手を止めてしまう。しかし、なぜ駄目なのだろうか。ザクルィトエ・アナンシを手にしたときは、特別何も起きなかったのに。

　それに、たとえリスクがあったとしても、どのみちアーティファクトがなければアリスには勝てない。取るしかなかろう。

「どうした？」

「……別に、何でもないさ」

「ふむ。いや、待て。気が変わった。条件をつけよう」

「おい……っ！」

　イルミは頭痛を感じながら声を荒らげた。やはりサキモリを信用した自分が馬ば鹿かだったようだ。

「そう邪じや険けんにするな。なに、そう無理難題を言うつもりはない。ただ、反鏡乱舞を手にする以上、必ず勝て。そう言いたかっただけだ」

「……無理難題だろう」

「はっはっは。嫌われたものよなぁ」

　イルミが迷めい惑わくそうな声を出しても、サキモリは楽しそうに笑っていた。

　まったく人をおちょくるのが好きな男だ。

　もっとも、イルミは負けてやる気は元からない。

　アリスは、アンデルセン師し匠しようを狂くるわせた張本人。すなわち、イルミの人生を狂わせた張本人だ。そして過去のみならず未来も、イルミだけではなく周囲の人々にも黒い影を伸ばしてくる。

　だから、キャロライナもサクヤも、自分が守るのだ。

「勝つさ。言われるまでもない」

　そう言って、イルミは右手で白い光を握りしめた。

　瞬間、その魔力がイルミの魂と融ゆう合ごうしていく。昨夜味わった感覚と全く同じだ。

　ただ一つ違うのは、魔力以外にもイルミを浸しん食しよくしていく『もの』があるという事。

　──駄目ッテ言ッタノニ。

　そして思い出した。ザクルィトエ・アナンシを奪ったときは、左腕が浸食を止めてくれていたのだ。しかし、右腕で触ふれた今、遮さえぎるものは何もない。

　情報が流れ込む。情景が見える。

「──ッ？」

　繰くり返かえされた星の誕生と終しゆう焉えん。星とはハイロードの卵。そしてフィーリアとは──

「キャロライナの、卵……っ！」

　押おし寄よせる知識の渦うずに、イルミは耐えきれずに膝をついた。

　嘘だ、有り得ない。そう否定しても、アーティファクトは真実だけを見せつける。

　キャロライナはまだ生まれてすらいない。地上にいる彼女は、意識だけが先に露出し人間に宿っているだけ。あたかも、卵の殻からを砕いて現れた、雛ひなのクチバシの如く。

　間もなくフィーリアは割れる。真の孵ふ化かを迎える。人間は雛の餌えさ。ほどなく全ぜん滅めつ。ティアマトは幾いく度ども繰り返す。強い子が生まれるまで。

　アーティファクトとは、今まで死んだ雛の魂。五つあるのは五匹死んだから。フィーリアはティアマトにとって六度目の産さん卵らん。

　太陽系開かい闢びやく、三百億年──神の営えい為い。

「必ず勝てよ。敵はアリスだけではないのだぞ？」

　混乱し、声も出せなくなったイルミを見下ろし、サキモリは愉快そうに笑った。



「──言われるまでもない」



　声が震ふるえる。それでもイルミは、全ぜん霊れいを込めて宣言した。








断　章　六芒星の密会





　アリスが一歩踏ふみ出だす度たびに、足あし下もとの白骨が音を立てて砕けた。

　どこまでも広がる骸がい骨こつの絨じゆう毯たん。空では星々が瞬きもせずに輝いていた。

　そして、フィーリアと月が浮かんでいる。

　幾度となく訪おとずれた、このラグランジュ・カーペット。

　いつもは、ティアマトに謁えつ見けんする緊きん張ちようと喜びに胸を躍おどらせて歩いていた。

　だが、今日ばかりは足取りが重い。この先に向かうのが恐おそろしい。

　そして、高台の椅い子すに腰こし掛かけるティアマトは、やはりいつもと様子が違っていた。

　あの美しくも可か憐れんな薄うす笑えみは、どこにもない。ただ、目を合わせただけで心臓が凍こおり付つきそうなほど冷たい瞳ひとみで、アリスを見下ろしていた。

「──言い訳を、聞こうか」

　その口調に親しみは込められていなかった。

　怒おこっているのだ。

　太陽系の創造主たる神が、アリスという個人へ、怒いかりを向けている。

「あは。何の事でしょう？」

　それは何度も繰り返してきた、はぐらかし。

　アリスがどんなに反逆じみた事をしても、あの御お方かたは笑って許してくれた。

　今まではそうだった。

　しかし──

「死んでみるか？」

　静かな怒ど号ごうが飛んだ。

　同時に、地面の白骨が迫せり上あがり、巨大な腕を形成した。

　アリスは反射的に防ぼう御ぎよ結界を張ったが、振り下ろされた巨腕はそれを容た易やすく粉ふん砕さいし、アリスを白い大地に叩きつけた。

　自分の骨が軋きしむ音を立てるのを聞きながら、アリスの口から肺の酸素と胃液が全て絞しぼり出だされた。

　そこから更に、腕は擦するようにしてアリスの体を押しつぶし、最後に握りつぶす。

　放ほうり投なげられたとき、アリスは血まみれになっており、もはや自力で立ち上がる事もできなかった。

　代わりに、地面から細い腕が何本も生え、アリスの腕を掴み、無理矢理起こす。

　その姿は、まるで罪人のようだった。

「二つまでは大目に見た。だが四つとは何事だ──」

　神の眼光は敵意に満ちており、それに射すくめられたアリスは頭を抱かかえて震えたい気分だった。

「お前には地上の全権を任せていた。故に多少の遊びは容よう認にんしてきたつもりだ。アーティファクトも二つくらいならば、まあ歴史干かん渉しように必要だろうと黙もく認にんした。私はお前に対して、極きわめて寛かん容ようだったと自負しているぞ？　事実、お前は仕事をこなしていた。魔ま術じゆつ師しの数を増やし、我が娘フイーリアへと良質な魂を送り続けた。だが、フィーリアは間もなく孵化する。これ以上の魂も歴史干渉も無用だ。この時期にアーティファクトへ手を出した理由を聞きたいな」

「まずは訂てい正せいを……私が手を出したのは合わせて三つですわ。四つ目はサキモリがした事。あれを私のせいにされましても……」

「ぬかせ。お前が支配する地上だ。そこに住む人間がしでかした事はお前の責任だ。全権を任せるとは、そういう事ではないか？」

「……ごもっとも」

「しかも、今お前が所有しているアーティファクトは二つだ。残る二つはイルミ・ミルウィックの手にある。これは想定内か？」

「いいえ。想定外ですわ」

　そう。まさかイルミがここまでやるとは思っていなかったのだ。クリスフォードがもしかすれば失敗するかもしれないとは考えていたが、まさか、ああも完かん膚ぷ無なきまで敗北するとは計算していなかった。それも同じアーティファクト使いのサキモリ相手ならいざ知らず、丸まる腰ごしのイルミに。

　おそらく、アリスの手元にアーティファクトが四つあれば、ティアマトの怒りはここまで激しいものにはならなかった筈だ。

　なぜならアーティファクトは、ティアマトにとって宝物なのだ。

「あれは我わが子こたちの魂だ。それをフィーリアの表面に安置したのは、孵化する娘へ、その魔力をくれてやる為だ。人間如ごときの遊び道具にする為ではない。極めて不ふ愉ゆ快かいだ。これ以上図に乗るようなら、お前の宝物を壊してやるぞ。それは困るだろう、アリス？」

「……ええ」

　アリスの宝物。それはマリィたち童女ニンフエツトや、クリスフォードの事。

　ティアマトがその気になれば、今この瞬間にでも魂ごと壊してしまうだろう。

　そうすれば彼女たちは星に還かえる事も、アリスのお腹なかに収まる事もできず、この世界から消滅してしまう。

「ですが、私はなぜお叱しかりを受けているのか、まるで分かりませんわ」

「ほう？」

　身じろぎもできぬほど疲ひ弊へいし、拘こう束そくされた状態でも、アリスは言葉において引くつもりがなかった。それに対し、ティアマトは興味深げに眼めを細める。

「だって、ティアマト様は仰おつしやいました。私に全権を任せると。そして、アーティファクトについては、何も指示がありませんでした。それはつまり、アーティファクトの全権も私にある、という事。ああ、確かにアーティファクトはティアマト様の大切な宝物。それを使えばお叱りを受けると承知の所業です。ですが、私には地上の管理以外に、もう一つ役目があったではありませんか。その為には、どうしてもアーティファクトが全て必要なのです」

「四つのみならず、五つ全て、ときたか。その役目とは何だ？」

「これは異な事を。仰ったではありませんか。『愉たのしませろよ』と。この三百億年、飽あいていたのでしょう？　ですから、私は最高の舞ぶ台たいをお見せしたいのです。そもそも、私がどう暗あん躍やくしようとも、最後に私を殺してしまえばすむ話。これもティアマト様ご自身のお言葉です。撤てつ回かいなさいますか？」

「いいや……撤回などありえないさ。なるほど、お前の言うとおりだ。少々、私が大人げなかったようだな」

　そのティアマトの言葉と共に、アリスを縛しばっていた骨の腕が崩れた。アリスの体は白骨の上に落ちる。

「しかし、時間がないぞ、アリス。間もなく星は砕くだけ散ちる。我が娘フイーリアの誕生は目の前だ。お前のお陰で、聞こえる鼓動はかつてなく強力だ。今度こそ強き子が生まれるだろうよ。お前の舞台は前座として期待してやる。急がねば間に合わぬぞ」

「はい、間に合わせましょう。ですが、前座で興奮しすぎて、生まれる雛への興味をなくしてしまうかもしれませんよ？」

「結構。やれるものならやるがいい。アーティファクトも餌も好きにしろ。今更、人類ことごとく食い尽くしても咎とがめはしない。何せ──」

「私を殺せば、盗ぬすんだ魂はまとめて星に落ちていく……ですね？」

「ああ、その通りだ」

　ティアマトが笑った。

　アリスは、この笑顔を見る度に、奥おく底そこから歓かん喜きが湧わき上がってくるのだ。

　──あの御方が私に微笑んでくださった。

　──あの御方が私を直々に殺して下さると仰った。

　それは至高の名めい誉よ。誰にも譲ゆずれない。渡わたさない。

「あは、あははははは……」

　二千年にわたる恋こい。

　それはあまりにも無む謀ぼうな高望みだった。

　当然の話だが、虫けらの求きゆう婚こんに耳を貸す者など存在しないのだ。

　故に、アリスはティアマトと並び立つまで、己おのれを磨みがかねばならなかった。

　もうすぐだ。アーティファクトが五つ揃そろえば、アリスは十分に羽ばたける。

　仕し掛かけには自信がある。必ず驚おどろかせてみせるという自負があった。

「クク、クハハハハハ……」

　そして、つられるようにティアマトも笑い出す。

　このひとときが失神しそうなほどに幸せだった。

　やはり、自分とティアマトは似合いの二人だと確信する。



　その戦いは、どちらが勝っても人類の命運にはいささかも影えい響きようがない。

　どのような結末となっても、フィーリアは砕け、ハイロードは生まれる。

　たんなる余興。

　一人の少女が、好きになった相手に告白するという、ありふれた物語。

　しかし、ぶつかろうとしている魔力は、太陽系史上最大最強のものである。








　　　あとがき





アリス「あは。全国一億三千万人のファンの皆、元気してたぁ？　黒くろ幕まくちゃんラジオが始まるわよ。前回限りの一発ネタだと思ったら大おお間ま違ちがい。やめろって言われてもやめないんだから。そしてアシスタントのジョスカンよ」

ジョス「……おい」

アリス「何よ、態たい度ど悪いわね。もう始まってるのよ」

ジョス「勝手に始めてんじゃねーよ。つーか俺は前回のゲストの筈はずだろ。何しれっとアシスタント扱いしてんだよ殺すぞクソアマ」

アリス「うるさいわねぇ。本編で出番がないんだから、少しくらい働きなさいよ。さて、今回は何と、ティアマト様のお宅に突とつ撃げき訪問。あの御お方かたが普段どんな生活しているのか気になるでしょぉ？　私はとっても気になるわ！」

ジョス「知るかよ」

アリス「というわけでやって来たラグランジュ・カーペット。月とフィーリアの重力が釣り合う場所にある白骨の島ね。一見、玉ぎよく座ざ以外に何もないように見えるけど……何と、この椅い子すの後ろに隠し階段が！」

ジョス「テメェがあらかじめ仕し込こんでおいたんじゃねぇのか？」

アリス「違うわよ。文句ばっかり言ってないで行くわよ。さあ、あの御方のお部屋はどんなところなのかしら、ドキドキ」

ジョス「何か普通のアパートみたいなドアだな……」

アリス「鍵かぎもかかってないわ、不ぶ用よう心じんね。はっ、これはきっと、いつでも夜よ這ばいに来ていいという私へのメッセージッ？」

ジョス「相変わらず脳のう味み噌そ沸ふつ騰とうしてんな。つーか、用心する必要は皆かい無むだろ」

アリス「あは。ティアマト様、今行きますわぁ」

ジョス「……」

アリス「……あら、これは？」

ジョス「コタツ、だな」

アリス「コタツね……そして首だけ出して眠ってる幼女はどう見てもティアマト様ね」

ジョス「テレビつけっぱだぞ」

アリス「ＰＳ３のコントローラーを握りしめたままだわ……」

ジョス「ただの駄目人間じゃねーか」

アリス「待って、これは何かの間違いよ……そうだわ、私たちは家を間違えたのよ。そしてこの子はソックリさんよ！」

ティア「むにゃむにゃ……何だ騒そう々ぞうしい……む、アリスとジョスカンか……何用だ？」

アリス「いえ、その……ティアマト様のお宅に突撃訪問してドッキリさせようという企画だったのですが……こっちがドッキリしてしまいましたわ」

ティア「何にドッキリしたのだ……？　というより、これはあとがきなのだろう？　あとがきは普通、作者が作品に対する想いを語るものではないのか？」

アリス「特に言いたい事がないらしくて」

ティア「駄目人間だな。おおかたスカイリムに明け暮れて、五巻の原稿も放置しているのだろう」

ジョス「テメェも人のこと言えねーだろ」

ティア「人の家に押しかけておきながら無ぶ礼れいな奴だな。私がやっているのはスカイリムではなくアーマード・コアだ。あと扉を閉めろ。寒いだろう」

アリス「ティアマト様、お願いですから創造主らしくもっと威い厳げんのあるお言葉を！　せめてコタツに潜り込むのはやめて下さい、ガメラですか！」

ティア「私がコタツから出るのは、アマゾンで注文したものが届いたときだけだ」

ジョス「おい、不ふ在ざい票ひようが入ってんぞ」

アリス「なんと。奴らめ、呼よび鈴りんも鳴らさず不在票だけ突っ込んで帰っていったな。恐ろしい組織だ……」

アリス「よく見ると壁にアマゾンの空箱がそびえ立ってるわ……」

ティア「触るなよ、崩れるから」

アリス「…………」

ティア「何だ、その哀れな者を見るような目つきは。こんな僻へき地ちで買い物をしようとしたらアマゾンしか有り得ないだろう。お急ぎ便だと次の日に届くんだぞ？」

ジョス「なあ、俺、もう帰っていいか？」

アリス「そうね……ティアマト様、私そろそろ帰ります。お邪じや魔ましました……」

ティア「なんだ。折せつ角かく来たのだからもう少し遊んでいけばいいのに。ミカンあるぞ」

アリス「遠えん慮りよしておきます……それでは」



ジョス「つーわけで俺は帰るぞ。あと二度と出ねぇからな」

アリス「ええ……何だかもう何もする気力がないわ。好きにして頂ちよう戴だい」

ジョス「ったく、時間を無駄にするにも程があんだろ……」

アリス「……帰ったようね。あは、あはは。さあ、これからが本番よ。ティアマト様がいかに駄目神様だとしても、あの可か憐れんな容よう姿しが霞かすむわけじゃないわ。帰ったと見せかけて、油ゆ断だんしたところを襲おそっちゃうんだから。後ろから胸元に手を突っ込んで、耳に息を吹きかければ……こっちのものよ！」



　　　次回予告



　コタツに潜もぐり現実から逃れたティアマトを待っていたのは、また地じ獄ごくだった。

　勝手に部屋に住み着いたアリスの性せい欲よくと暴ぼう走そう。

　アマゾンが生み出した段ボールの街。

　原稿の締切、編集からの着信をコンクリートミキサーにかけてブチまけた、

　ここは白銀竜王のあとがき。

　次回「五巻」

　次巻もティアマトの地獄に付き合ってもらう。
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